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ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

歴史ロマンあふれる癒しのまち『信州上田』

長 野 県

いくしまたるしま

生島足島神社

前山寺三重の塔（塩田平）



長野冬季五輪の際に開通し本年
２０１２年１０月で１５周年を迎えた長野新
幹線に乗り，東京駅から約１時間
半。『信州上田』に到着です。
駅前では上田城築城４００年記念に
建立された真田幸村の像が出迎えて
くれます。上田は真田氏が築いた上
田城を中心とする城下町，数多くの
歴史的遺産が残る『信州の鎌倉』とい
われる塩田平，まちの中央には雄大
な千曲川が流れ，菅平や美ヶ原など
の有名な高原もあり，四方をぐるり
と山々に囲まれた盆地のまちです。
上田には歴史的な息づかいを感じ
る場所が数多くあり，人々の生活の
中に溶け込んでいます。例えば，旧
藩主屋敷跡には県立上田高校があり
ますが，遠い昔に上田の藩主が何度
もくぐったであろう門の下を現代の
高校生達が登下校する様は，とても
趣深いものがあります。
歴史ロマンあふれる上田には，映
画やドラマのロケ地に使われた場所

も数多くあります。
また，上田駅から約２０分ほどで訪
れることのできる温泉地がたくさん
あり，旅行者のみならず地元の人達
の憩いの場になっています。
上田は晴天率が高く全国でも小雨
地帯として有名で，透き通るような
素晴らしい青空が見られる日が多
く，春夏秋冬を非常に鮮やかに感じ

ることができます。四季折々には美
しい花々が咲き誇り，四方の山々か
らは澄んだ風が吹き，太陽の恵みを
受けて美味しい農作物や果物がたく
さん収穫されます。
信州上田は懐かしい日本の原風景
の残るとても素敵なまちです。
稿を終えるにあたり私事で恐縮で
すが，私は縁あって信州上田に嫁
ぎ，今年で２０年目になります。東日
本大震災の際には故郷の福島県いわ
き市から両親や弟家族が上田に一時
避難し，私も遠き故郷を思い心が揺
れ動きました。しかし，上田の美し
い風景や穏やかであたたかな人々に
心を癒され，あらためて素敵な信州
上田のすべてに感謝し心から愛する
ようになりました。今回，そのよう
な私が原稿を書くことを快く了承
し，写真撮影にお集まりくださいま
した上田の同窓の先生方に心より御
礼申し上げます。

（昭和６３年卒 中島洋子）

ふるさと自慢・会員往来

真田幸村公（像） ようこそ 信州上田

千曲川を渡る別所温泉行きの電車
（別所線）

藩主屋敷跡
（現：県立上田高校）

上田城跡公園 上田の同窓の先生方

ふるさと自慢



全国各地で歯科以外の分野でも活躍されている同窓を紹介する，「会員往来」の第３弾として，「トライアスロン」
でご活躍の昭和６１年卒寺田香織先生を総務・厚生部の【情報】を担当している臼井文規（昭和５５年卒・京橋支部支部
長）が，紹介させていただきます。
寺田先生は卒業後勤務医等を経て，平成９年に東京都中央区新川（京橋支部）で開業されました。何事にも積極的
に行動する先生で，進学課程（当時）２年（昭和５６年）の時，バスケット部部長であった故関根 弘先生に嘆願して
女子バスケット部を創部したそうです。現在でも稲毛の体育館では毎年「海の日」にOB戦があり，現役との対抗
戦でプレーしているそうです。京橋歯科医師会でも平成１７年にアスリートクラブを設立し，２０名近いメンバーは皇居
でのランニング練習をはじめ，駅伝やマラソン大会などで汗を流しております。寺田香織先生の今年（平成２４年）の
主な戦績は，五島長崎トライアスロン：エイジ優勝・佐渡トライアスロン：エイジ３位・横浜トライアスロン：エイ
ジ優勝です。
今後の活躍もますます楽しみです。

トライアスロンとの出会いは衝撃
的でした。大学を卒業して間もない
頃，深夜のテレビで放送されていた
レースを見て，ゾクゾクしたことを
今でも覚えています。
中学で陸上競技，高校で水泳を
やっていた私にとって，「トライア
スロン」＝「私のためのスポーツ」と
いう勝手な思い込みが始まった瞬間

です。現実には２０年経った４３歳の
夏，ようやく念願のトライアスロン
デビューを果たし，初レースはビギ
ナーズラックの年代別優勝で，これ
が私のトライアスロンライフの始ま
りでした。
トライアスロンは，スイム・バイ
ク（自転車）・ランの順に３種目を続
けて行う競技で，その距離によって

ロング（アイアンマン）ディスタン
ス，ショート（オリンピック）ディ
スタンスなどに分かれます。ロング
はスイム３．８km・バイク１８０km・ラ
ン４２．２km，ショートはスイム１．５
km・バイク４０km・ラン１０kmで，
同じトライアスロンでも距離によっ
て全く別の競技に感じます。私は現
在ロングを中心にやっていますが，

会 員 往 来

トライアスロン －未知の自分を求めて－

寺 田 香 織（昭和６１年卒）

バスケットボール部OB戦 京橋歯科医師会アスリートクラブ



初レースはショートよりもさらに短
いスプリントと呼ばれるものでし
た。
この７年間で３０近いレースに出場
しましたが，楽なレースはほとんど
ありませんでした。始めてから２年
目のレースではスイムのバトル（何
百人も一斉に泳ぎ始めるので水中プ
ロレスのようになる）に巻き込まれ
過呼吸になり，危うく溺れそうにな
りました。なんとかリタイアせずに
完走したものの，不完全燃焼。リベ
ンジを誓って翌年同じレースに出た
ら，同じ場所でまるでスイッチが
入ったかのように再び過呼吸になり
ました。この年も完走しましたが，
あの池（渡良瀬遊水地）の水の神様
とは相性が良くないことがわかった
ので，それ以来あのレースには出て
いません（笑）。
私は自他共に認める雨女で，レー
スで晴れる確率は自信を持って５割
を切ると言えます。とくにひどかっ
たのは昨年の五島長崎トライアスロ
ンで，あの日は朝起きた時から１４時
間のレースを終えて宿に帰るまで
ザーザー降りの雨が１秒たりともや
みませんでした。さすがに，「何で

私，こんな事やっているんだろう
…」「いつリタイアしよう…」な
ど，ネガティブな思考で頭が一杯に
なっていました。結局，リタイアの
タイミングを見つけられないまま完
走，でもこのレースで世界選手権の
権利を獲得したのですから，雨は敵
ではなかったのでしょう。
こんな自然相手のスポーツなの
で，海や風や大地と仲良くしなけれ
ば手痛いしっぺ返しをくうことにな
ることがだんだんわかってきまし
た。メンタルもかなり粘り強くなり
ました。
それでもレースはきつい，とても
きつい。そんな思いをしてまでもや
められないトライアスロン，他人か
ら「マゾ」と言われ続けてもまたス
タート地点に立ってしまう理由は何
かと聞かれたら，その答えはあの「と
てつもない達成感」です。あの達成
感は全てのネガティブな気持ちを一
掃してしまう力があります。
昨年はレースと練習のしすぎで，

シーズン後に胃潰瘍になっていまし
た。足の故障も発覚して，走れない
期間が４ヵ月も続きました。そんな
時，リハビリとしてこつこつやって
いた筋力トレーニングのおかげで体
幹がすっかり変わり，パワーアップ
したのでしょうか？今年の３本の
レースは自分でも驚くほど，いい
レースができました。
人間の可能性は無限大，私もまだ
まだ伸びしろはあると信じていま
す。さて，どこまで進化できますか
…？これからの自分が楽しみです。
８０年代後半のトライアスロン人口
は数万人でしたが，今や２０万人に達
する勢いです。今までは敷居が高そ
うに見えたトライアスロンですが，
マラソンや自転車ブームと共にぐっ
と身近なスポーツになってきまし
た。始めるには，人並みの体力とほ
んの少しのチャレンジ精神があれば
大丈夫です。みなさんもトライアス
ロンに挑戦して，あの「とてつもな
い達成感」を味わってみませんか？

ふるさと自慢・会員往来会 員 往 来



巻 頭 言

「賛成の方は挙手ねがいます。」緊張した空気の中，

議長の声が議場に広がる。タイミングを合わせたように

一斉に評議員の手があげる。「挙手多数，よって第８号

議案は可決確定しました」の言葉で空気は一瞬に和ら

ぐ。平成２４年度評議員会において，準会員制度が承認さ

れた。「準」がつくが，これにより母校に入学した時か

ら在学時，そして卒業後の人生に至るまで，東京歯科大

学同窓会として同じステージの上でかかわりを持てるよ

うになる。従来開業し地域医療の地を定めてから同窓会

活動に参加する傾向が強かったが，若手同窓との連携を

強めようとする今回の施策は，将来にむかって歯科界を

担う若い世代への支援そして人財育成を強く意識するも

のである。未来への人材育成，これこそ大学そして同窓

会にとっての大切な使命であり，大学との強い連携をも

ちながら，この課題を積極的に取り組む必要がある。準

会員制度の導入によりすごく懐が広がった東京歯科ファ

ミリーとして，ますます母校との精神的一体化を深めな

がら，脈々と伝わる血脇先生からの家族主義を心に，大

切にこの制度を育ててゆきたい。

この準会員制度，卒業後５年間の新進会員制度，そし

て卒後６年以降の若手同窓も含めた“若手同窓との連携

推進”は，若手離れによる将来への不安を解消できるの

ではと生まれてきた経緯もある。「同窓会報の封を切ら

ない」，「会費を払わない」，「支部に入らない」，「同窓

会って？」，との若手同窓気質を説明する切ないフレー

ズをいろいろな場面で耳にする。まさかと思い若い人に

直接きいてみても同じような空気で，むしろ“同窓会に

対する関心のなさ”は我々の想像をはるかに超えてい

る。

「会に入るのは当たり前」感覚をもった我々世代は，

考えてみれば元来農耕民族で集団意識が強く，組織を大

切にするうえ，江戸時代，明治，大正，昭和と御上のお

告げに従順に“和・つながり”を美化してきた時代の登

場人物なのかもしれない。それが戦後大きく変わった。

バブル，小家族化，情報化，そして右肩下がりの社会経

済的状況の到来。町を歩いて若者を見ると，昔は誰でも

同じにみえた人たちが，一人ひとり個性をもった姿で

パーソナリティをにじませながら歩いている。まさに，

“集団・組織”から“個人・パーソナリティ”の時代に

舞台は変わってきたようである。組織参加についても，

“当たり前”から，“説明と同意”という言葉が当ては

められるように，時代が変わったのだと考えると納得で

きる。

そんな心で若い同窓の話を聞いていると気持ちが良

い。知性と教養もかなり高いし，将来への夢を語る姿に

は熱さを感じ，未来への無限の可能性にうらやましく

思ったりする。若い人たちが同窓会組織の中でクローズ

アップされた今，東京歯科の歴史と文化や伝統，同窓会

の意義を我々が行動で示し，それを若い先生方なりに感

じ，新しい同窓会の姿として伝えてもらえるようにと願

いたい。

若手同窓との連携

専務理事

髙 橋 義 一
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地域理事の 声

私は昭和５４年卒，８４期です。父も
同窓で，昭和２０年９月卒，５１期で
す。自宅開業だった父を見て育ち，
当然の如く東京歯科大学へ進みまし
た。卒業後，口腔外科に入局しまし
たが，ほぼ１年後に父が急逝し，即
座に診療所を引き継ぎました。
父の葬儀は地区歯科医師会が一切
を取り仕切って下さり，中でも同窓
の先生方が要所要所を担当されてい
ました。歯科医師会に入会して会合
へ出向くと，勝手が分からず入口で
もたもたしている私を役員の先生方
が，ようこそお出でくださいまし
た，と言わんばかりに笑顔で出迎え
て下さり，その向こうにはこちらへ
と手招きしていらっしゃる先輩方の
姿がありました。子どもみたいな“こ
の子”が寂しくないように，困らな
いように，との気遣いに溢れた中
で，私の歯科医師会ライフ・同窓会

ライフがスタートしました。
以来，早や３０年が経ち，その間に
同窓会はもとより，同窓会推薦で県
歯科医師会・県歯科医師連盟の役職
を担当するようになり，更にそのご
縁で日歯並びに日歯連盟へも出かけ
て行くようになり，現在に至ってい
ます。
周囲の方々は，仕事量のこと，体
調管理のこと，他いろいろと心配し
ながら応援してくださったり，逆に
否定的に仰る方もあるのだろうと思
いますが，私はこのような環境に身
を置いたことで，多くを学ばせてい
ただき，素晴らしい方々との出会い
があり，大変恵まれていたと思って
います。生来極めて怠け者で，家で
ぼーっとしてゴロゴロしているのが
大好きなので，この様なきっかけが
なければ自ら積極的に同窓会や歯科
医師会事業に関わろうとはせず，結

果として何も知らず何も考えず，過
ごしてきたに違いありません。
同窓会・歯科医師会のメリット
云々を言う方が多くいらっしゃいま
すが，高望みし過ぎていませんか？
過小評価し過ぎていませんか？私に
とっては両者共に宝の山です。何を
得るか，は当人の意欲と意識の問題
です。特に同窓会は，ただ同窓だと
言うだけで何故か安心で思いきった
発言ができたり，ためらわれるよう
な相談事も話しやすく，些細なこと
かも知れませんが，そう言うことの
積み重ねが大切なのだと思います。
こうして振り返ってみると，お世
話になった十分の一もお役に立てて
いない自分が今ここにいます。先輩
方から受け継いだものは，ちゃんと
次世代へ引き継がねば，と思うので
すが…。

感謝の気持ちを繋ぎたい

地域選出理事（関東） 杉 山 紀 子
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私は現在，昨年の３月１１日以来話
題の原子力発電所を抱える柏崎市で
開業しております。同窓会の理事と
なり，改めて同窓会を意識してみる
と，私にとって同窓の人達との関わ
りがなかったら現在はないと思いま
す。
私の父も母も歯科とは関係のない
職業でしたが，同窓の大先輩の先生
に東京歯科大学に行くように勧めら
れ，大学に入学し，卒業しました。
生理学教室に残り，その後富士銀行
本店歯科診療室に勤務するその間，
金子 譲理事長，坂田三弥先生，
山路輝彦先生など，多くの先生方の
ご指導を受け，昭和５５年故郷柏崎に
開業しました。ここ新潟でも同窓の
先生方との関わりは深く，これから
も変わらないと思います。
私が同窓会に入ったのは，柏崎で
開業した頃であったと思います。開
業の前から同窓の先輩の先生にいろ
いろ相談をし，教えていただきまし
た。その後一緒に歯科医師会の仕事
をするようになり，ごく自然な行動
として入会したのだと思います。
大学卒業後，研究室や職場で学
び，修行をしている時は，同窓会の
ことは殆んど眼中になかったと思い
ます。その思いは開業してもずっと
同じでしたが，当時の柏崎ではどの
世代にも同窓の人達がいて，同窓の
先生たちと話をすることが多かった

と思います。
基本的に若い人達は，同窓会は年
配者の会というイメージがあり，ま
た開業医の会で，開業したら入会す
ればよいと思っていると思います。
ですから，それだけ開業できる先生
が少なく，女の先生が多いことも若
い会員の少ない原因なのではないで
しょうか。
新潟県の同窓会は，会員数の減少
と，老齢化が問題です。私が入会し
たころは，東京歯科大学の会員数も
多く大きな存在であったと思いま
す。いやいや，現在も大きな存在で
すよ。その後３０年，新潟市にある二
つの大学の卒業生をはじめ，歯科医
師が急激に増え，一方で親は東京歯
科大学の出身であっても，子供は地
元の歯科大学に通わせる人が多く，
その人達の母校への気持ちも少し薄
れ，会員の老齢化が進んでいるよう
に思います。もう一つは，当然のこ
とながら全体の歯科医師数に占める
東京歯科大学卒業者の割合が減少
し，同窓の人達と付き合う度合いが
減ってゆきます。こうしたことで，
同窓会組織の弱体化が起こらないよ
うに対策を考えなくてはならないと
思います。
私には忘れられない同窓の先輩と
の思い出があります。昭和４０年東京
歯科大学，入学試験合格発表の日の
正午過ぎ，大学の正面玄関に合格者

の番号が書かれた立て看板の前で，
自分の番号を確認していると，
「君！柏崎高校の生徒だよね。その
高校の帽子で分かったよ。」とても
ビックリして「えー」と答えると，
私が合格したことを喜んで下さり，
また会うことを約束して別れまし
た。それ以後５０年近く，いろいろ教
えていただいたり，助けていただい
たり共に仕事をするなど，私には
切っても切れない先輩であり，東京
歯科大学で良かったと思う大切な人
です。
同窓会の役割は人と人との関わり
が最も大切だと思います。若い人達
は皆，立派な歯科医師になろうと一
生懸命です。良き指導者を求めてい
ます。下の人が上の人に声を掛ける
のは難しい。先輩の人達が若い人に
声を掛け面倒を見ることが大切なの
だと思います。きっと将来に生きて
来ると思います。
若い人達に是非申し上げたいの
は，同窓の先輩には，人間的にも技
術的にも素晴らしい人達が沢山おら
れます。どんなことでも良いから相
談されたら良いと思います。
こうしたことは現在の矢﨑執行部
がやろうとしていることで，より積
極的に進めていただきたいと思いま
す。

同 窓 会 と 私

地域選出理事（信越） 阿 部 晴 弘

地域理事の声
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お 知 ら せ
理事会より

●今年も暮れようとしています。来年度は，先日の評議員会で承認されました新進会員お
よび準会員制度を推進し，若手会員との連携をさらに推進してゆきたいと考えておりま
す。
来年も同窓会へのご支援をよろしくお願いします。

●同窓会本部事務局の年末年始のお休みは，平成２４年１２月２９日（土）～平成２５年１月４日
（金）までとなります。

同窓会事業・行事
●平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２５年１１月１７日（日）予定 （詳細未定）

●TDC卒後研修セミナー２０１３プログラム
同窓会フォーラム
東京歯科大学同窓会フォーラム

『超高齢社会を迎えての，歯科医療にお
けるパラダイムシフト』

２月２４日（日）
卒研セミナー
№１ ディスカッションセミナー『最初に診る

こと，ずっと診ること』
～臨床記録の重要性を理解しよう！～

４月１４日（日）
№２ イブニングセミナー『今日からはじめる

こだわりの補綴』
～補綴物に現れる基本の重要性～

５月１６日（木）

№３ 実習セミナー『ゼロから学ぶセファロト
レーシングと症例分析』

６月９日（日）・７月７日（日）
・９月２９日（日）

№４ 臨床セミナー『歯科疾患‼ どこから手
をつける？』
～病態の理解とタイプ別臨床診断・治療
計画～ １０月１３日（日）

№５ 実習セミナー『CAD/CAMを極める』
～初めてのオールセラミックス・支台歯
形成の基本から合着まで～

１１月１０日（日）
№６ イブニングセミナー『今日からはじめる

こだわりのペリオ』
～歯根膜の臨床観察と歯周治療～

１１月１４日（木）

母校関係行事・案内

平成２５年度 東京歯科大学 入学試験情報

入学種別 募集人員 出願期間（必着） 試 験 日 合格発表日 会 場

一般入試Ⅰ期 約５０名 １２月１７日（月）
～１月２８日（月）

２月２日（土） ２月６日（水）
東京会場（東京歯科大学水道橋本館校舎）
大阪会場（天満研修センター）
福岡会場（TKP天神シティセンター）センターⅠ期 １３名

一般入試Ⅱ期 約１５名

２月１９日（火）
～３月５日（火）

３月９日（土） ３月１２日（火） 東京歯科大学水道橋本館校舎
センターⅡ期 ５名

編入学B 若干名

学士等特別選抜B 若干名

※編入学A・Bは，２年次に編入学
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重点事業へのアプローチ

平成２４年１０月２１日に，台北にて本
年度の東京歯科大学台湾同窓会の支
部例会が開催され，金子理事長と同
窓会会長として私に，今回，台湾同
窓会の役員の交代もあり，是非とも
参加戴きたいとの強い要請がありま
した。台北に一泊の慌しさでしたが
理事長の金子先生と二人で参加して
きました。

約４５年前の１９６７年の本部の同窓会
会報に，当時の同窓会台湾支部の記
事が掲載されていて，それによると
当時は４８名の東歯大の同窓が台湾に
おられ，毎年，台湾の支部会を開催
し，関根永滋教授や大井 清教授な
どが支部会に参加しておられまし
た。
その後，会員の高齢化とともに台

湾支部会はその活動が中断されてい
たが，約５年前から東京歯科大学の
大学院の卒業生や，専攻生として母
校で研修をした方々が集まり，新た

東京歯科大学で研修した台湾の先生方の母校への熱い思いを実感して
－東京歯科大学台湾同窓会の支部例会 参加報告－

同窓会会長 矢 﨑 秀 昭

建物の中に掲示されている森山松之助
についての紹介文

矢﨑会長から同窓会のことと，東日本
大震災について報告がされた

林会長に最新号の東京歯科大学同窓会
会報を手渡した

金子理事長から水道橋への移転の状況
と，大学の現状についての報告がされた

水道橋の新校舎にと金子理事長に林会
長と蔡新会長から「七宝焼きの額」が
贈呈された

台北にある１０１階建の頂鮮１０１餐廳にて開催された台湾同窓会
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に台湾に東歯大同窓会を作り，会長
に矯正の大学院を卒業された林
崇民先生がなられ，本年から麻酔の
大学院卒の蔡 鵩飛先生が会長にな
られ，新たな役員も決まりました。
なお蔡先生のご子弟が現在，本学の
６年生に在籍されています。現在会
員は１７名おられ，今回は１１名が参加
されておりました。
先ず，金子理事長から昨年の東日
本大震災についての迅速な支援に対
しての御礼があり，スライドを使っ
て，水道橋への校舎の移転の状況も
含めて，大学の現状の報告がされま
した。
私からは同窓会の現状と，日本歯
科医師会の大久保会長が作成した映
像を使って，東日本大震災における
身元確認作業や，その後の避難所な
どにおける口腔ケアなど歯科医師の
活動についての報告を行いました。
さらに，新血脇ホールへの同窓が
行っている寄付についての話をしま
した。
その後，懇親会に移り，素晴らし
い料理が次々と出され，和気藹々と
東京歯科大学に在籍していたころの
話となり，それぞれ日本での楽しい
思い出をされておられました。宴が
盛り上がり，台湾恒例の，一人お一

人との乾杯を，参加されておられる
全員の先生方と行いました。
さらに，林先生，蔡先生の発案で
台湾の同窓会も新血脇ホールへの寄
付をしようとなり，それぞれ寄付の
額を書いていただきました。その総
額は３３万台湾ドル（日本円で約９８万
円）となりました。
あくる日は月曜日にかかわらず，
蔡 鵩飛先生に，以前の東歯大水道
橋校舎の設計者で，血脇守之助先生
と大変親しかった，森山松之助が設
計した台湾総督府（現・総統府）や
監察院などを案内して戴きました。

台湾において，森山松之助は名建築
家として称えられ，現在も総統府と
して大統領が執務をするなど，ほと
んどの建物が綺麗に保存され，さら
に現役として使用されているとのこ
とでした。
名称は東京歯科大学同窓会台湾支
部となりましたが，今後，韓国など
母校に留学した方が多い海外の先生
方も，同窓会に入会して戴けるよう
種々検討して行こうと思っていま
す。

参加された台湾同窓会の皆さま

以前の水道橋校舎を設計した森山松之助により建築された
台湾総督府（現・総統府）

森山松之助が設計した監察院も蔡先生に案内戴いた。日本
語のガイドは歯科医師がボランティアでやっておられた

重点事業へのアプローチ
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学生生活の中で大きなイベントで
ある東歯祭が２４年１０月２７日，２８日の
両日，稲毛のキャンパスで開催され
ました。同窓会としても毎年，学生
時代の良き思い出になるよう，東歯
祭の支援を行っております。
２８日（日）に東歯祭実行委員会から
の招待を受けて，矢﨑会長が小林父
兄会会長はじめ父兄会の役員の方々
と東歯祭の視察を行いました。

当日は朝から雨模様で，野外での
各クラブが行っている模擬店や野外
ステージでのイベントの開催は危ぶ
まれましたが，何とか小雨となり，
学生の皆さんはそれぞれ頑張ってお
られました。
講堂で開催されたイベントやライ
ブ，躍動するダンス，野外ステージ
のビンゴ大会，バザーなどには，小
さいお子様からご年配の方々まで，

本当に多くの住民の方が参加され，
東歯祭が地域の方々にとってすっか
り馴染みのある行事となっているこ
とが伺われました。
また歯科衛生士専門学校の学生さ
ん方が主体となって行っている歯科
無料相談やブラッシング指導は，歯
科大学ならではの行事で，住民の
方々が相談やブラッシングの指導を
受けておられました。
さらにラウンジにて行われていた
薬理学やスポーツ歯学の展示は英語
での解説があり，父兄会の役員から
の英語での質問もあり，さすが東歯
大のレベルの高さを実感しました。
各部や講座の展示に対しての父兄
会や同窓会の役員による採点なども
あり，みなさん真剣に視察しておら
れました。今後，キャンパスが水道
橋に移転しても何らかの方法で学生
生活の思い出となるような行事も必
要と思われました。

継承をテーマとして東歯祭開催される

各クラブの模擬店

毎年，同窓会として東歯祭を支援 東歯祭ポスター（テーマ：継承）

国際医療研究会の発表 基礎棟のラウンジ展示

歯科相談，ブラッシング指導 地域の方々の参加

資料室展示（小林一公 父兄会会長）

重点事業へのアプローチ
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会 務

平成２４年度評議員会および第１１８
回定時総会は，平成２４年１１月３日
（土），東京一ッ橋の如水会館におい
て開催された。

平成２４年度評議員会
髙橋義一専務理事の司会のもと，
宮地建夫副会長の開会の辞で評議員
会は開幕した。点呼の結果，評議員
総数７８名中出席７３名（１０時現在）で
会議は成立した。
まず矢﨑秀昭会長が挨拶に立たれ
た。続いて財部正治総務担当常任理
事より来賓の紹介があり，来賓を代
表して金子 譲理事長，井出吉信学

長，川口 浩衆議院議員にご挨拶を
いただいた。なお，会長挨拶の内容
については，１１ページを参照された
い。

議長・副議長の選出
司会者一任となり，議長に北多摩
支部・髙橋哲夫評議員，副議長に千
葉県支部・高原正明評議員が選出さ
れた。議長より評議員代理出席が４
名ある旨の報告があり，承認され
た。議事録署名人には埼玉県支部・
大井誠一評議員，深川支部・大浦
好章評議員が指名された。

報 告
報告に先立ち，１２０名の逝去会員
に対して黙祷を捧げた。次いで髙橋
義一専務理事より平成２３年度会務報
告が行われ，これに関連して髙野
博子事業推進担当常任理事から「若
手ネットワーク委員会からのお願
い」，佐瀬俊之副会長から「母校水
道橋移転事業への協力について」の
説明があり，今後さらなる寄付の協
力のお願いが伝えられた。さらに
寺田仁志会計担当常任理事より平成
２４年度会計現況報告が行われた。
（事前質問）
群馬県支部・清見能久評議員より
提出された会報に対する事前質問が
取り上げられた。会報作成に当た
り，経費削減に係わる提案と，広報
の方法自体に係わる意見が寄せられ
た。これに対し，小池 修広報担当
常任理事より広報に対する基本姿勢

平成２４年度評議員会 第１１８回定時総会報告

髙橋哲夫議長 高原正明副議長

梅村副会長浮地副会長

髙野常任理事財部常任理事 佐瀬副会長宮地副会長 寺田常任理事髙橋専務理事

小池常任理事 原監事 海野常任理事 加藤木副会長
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と，今後の具体的な会報の改良項目
が示された。
（当日質問）
町田支部・赤田留吉評議員より会
員管理に関して未入会者の状況把握
や会員種別の提案，名簿に対してな
どきめ細かい要望があった。また山
形県支部・齋藤利明評議員より学生
の大学１年入学時からの情報がほし
い旨の要望があった。

議長は会長挨拶から報告事項に至
る事項について承認を求め，可決さ
れた。

大学の現況
金子 譲理事長から「大学法人と
しての課題」について，井出吉信学
長から「水道橋移転と学生教育の現
状」についてそれぞれ報告をいただ
いた。〈内容は１２ページ参照〉
（「大学の現況」に対する要望）
富山県支部・山崎安仁評議員より
大学の今後について，情報を可能な
限り多く流して頂ければ，それに合
わせた協力ができるとの発言があっ
た。

議 事
昼食のための休憩後，午後からは
議事に入った。第１号議案から第６
号議案は平成２３年度の決算に関する
議案のため一括上程された。第１号
議案から第４号議案について寺田常

任理事から，また原 武仁監事の監
査報告をはさんで第５号議案および
第６号議案について財部常任理事か
ら説明があった。審議，採決につい
てはそれぞれ逐条で行われたが，い
ずれも原案通り可決・確定した。第
７号議案は会員資格に係る会則の一
部改正案，第８号議案は準会員制度
に係る会則の一部改正案，第９号議
案は名誉会長に係る会則の一部改正
案であり，それぞれ髙橋専務理事よ
り説明があり，可決・確定した。
第１０号議案は平成２７年に迎える創
立１２０周年にむけた記念事業の承認
を求め，さらに特別会計の設立と経
常部からの繰り入れの承認を求める
ものであり，異議なく確定した。
第１１号議案から第１４号議案は平成

２５年度事業計画・入会金・会費・経
常部収支予算に係わるもので，事業
計画については髙橋専務理事から，
その他については寺田常任理事から
説明があり，一括上程された。審議
は逐条とし，会費については南信支
部・池田守人評議員より，新設され
る新進会員の会費の根拠についての
質問があったが，４議案とも原案通
り可決・承認された。
第１５号議案は共済負担金に関する
もので，執行部案の通り可決・承認
された。
第１６号議案から第１８号議案は関連
項目として一括上程され，寺田常任
理事の説明後，平成２５年度特別会計

収支予算，同卒後研修セミナー，卒
後研修セミナー積立金収支予算，時
局対策費積立金会計収支予算につい
て，すべて可決・承認された。
第１９号議案では，槇石武美名誉教
授が名誉会員に推薦され，満場一致
で承認された。

協 議
執行部から３題の協議題が提出さ
れた。
⑴ 東京歯科大学同窓会選挙規定に
ついて
髙橋専務理事より，「過去の評議
員会において選挙規定を作成する要
望があり，そこで，会長および監事
の選出にあたり公平性，透明性を保
ちつつ，本学同窓会の伝統を守る選
挙規定を検討した。その方針をもと
に会務検討委員会に諮問し，答申案
を一部改変し，本日，選挙規則（案）
として提案するので，ご意見を伺い
たい。」との説明があった。
千葉県支部・木俣 茂評議員から
県に事前に票数を与え事前投票する
意見，富山県支部・山崎評議員から

吉澤健介評議員

池田守人評議員齋藤利明評議員

寺岡洋一評議員 谷 繁信評議員

木俣 茂評議員

中山友春評議員新垣元洋評議員

山崎安仁評議員赤田留吉評議員清見能久評議員

石田雅男評議員

会 務
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評議員として出たならば評議員会で
選挙できるようにとの意見，山形県
支部・齋藤評議員から別段の方法を
尊重した原案賛成の意見が述べられ
た。執行部はさらに地方からの意見
をくみ入れ，検討していくことにな
る。
⑵ 東京歯科大学同窓会・総会のあ
り方について
髙橋専務理事より「評議員定数に
ついて２年間の経過措置がとられて
いるが，この２年間で今後の方針を
協議していきたい。また今後の総会
のあり方のついてもご意見を伺いた
い。」との説明があった。
評議員数については１県１評議員
を維持してほしい旨の意見（沖縄県
支部・新垣元洋評議員，福岡県支
部・石田雅男評議員），評議員数を
減らす代わりに各県の会員数に応じ
て議決権で調整する意見（秋田県支
部・寺岡洋一評議員），評議員会が
このような形で発足した以上もう少
しこのままでとの意見（町田支部・
赤田評議員）などが述べられた。
総会については，廃止意見（新垣
評議員）と廃止反対意見（赤田評議
員）が述べられた。矢﨑秀昭会長か
ら総会に代わるものとして，各地域
連合会あるいは支部の総会のご意見
を直接お聞きするようにしていきた
い旨の発言があった。
⑶ 東京歯科大学同窓会共済制度の
見直しについて
平成２０年度の評議員会において共

済制度が改正され，５年以内の見直
しが条件となっていた。それを受け
て海野 智厚生担当常任理事から共
済制度のこれまでの経緯，現状，今
後の見通しについて説明があった。
これに対して，今後の方針として現
状維持（赤田評議員），一部変更の
うえ継続（北多摩支部・中山友春評
議員），廃止（齋藤評議員）の意見
が述べられた。得られた意見をふま
えて執行部はさらなる協議を重ねる
こととなる。
⑷ その他
大分県支部・吉澤健介評議員より
死亡通知を支部長に早急に通達して
ほしい旨の要望があった。

名誉会員推戴

第１９号議案で承認された槇石武美
先生を推戴し，ご本人より謝辞が述
べられた。

叙勲・褒章受章者顕彰式
平成２４年春には４名の方が叙勲を
受章された。財部常任理事より紹介
があり，ご来席の鈴木 尚先生，
秋山博右先生に矢﨑会長より顕彰状
と記念品が伝授された。お二方は喜

びのご挨拶を述べられた。なお秋の
受章者については今年の評議員会が
例年より早いため，準備の都合上，
次年度の評議員会の席でご紹介する
こととなった。

浮地文夫副会長の閉会の辞で平成
２４年度評議員会は閉幕した。

第１１８回同窓会定時総会
第１１８回定時総会は髙橋専務理事
司会のもと，加藤木 健副会長の開
会の辞で始まり，矢﨑会長挨拶の
後，議長に高原正明会員，副議長に
髙橋哲夫会員を選出，また議事録署
名人に大井誠一会員，大浦好章会員
が指名された。谷 繁信会員より，
受付で確かめたところ，総会だけの
出席者はいらっしゃらないというこ
となので，評議員会と重なる内容に
ついては，できるだけ簡潔に行われ
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るようお願いしたいとの提案が出さ
れ，満場拍手のもと，簡潔なる進行
により進められた。髙橋専務理事の
会務報告，髙橋哲夫評議員会議長に
よる評議員会報告，寺田常任理事の
平成２５年度予算関係の報告があり，

いずれも承認された。平成２３年度決
算に係わる６議案，会則改正に係わ
る３議案はいずれも可決した。なお
監査報告は矢島安朝監事が行った。
協議は「総会のあり方について」が
執行部から提案されたが，評議員会

での議論を参考にすることとなっ
た。梅村長生副会長の閉会の辞で無
事閉会した。総会後，多くの会員が
懇親会に出席し，結束を深めた。

矢﨑会長 挨拶

皆さま，おはようございます。早
朝からお集まり戴きまして，誠にあ
りがとうございます。日頃は同窓会
の運営にご協力賜わり心より厚く御
礼申し上げます。
本年，大山名誉会長のあとを引き

受けまして，会長となりましたが，
本日ご参加されておられる皆さま，
さらに全国各地域の会員の方々に，
日頃から絶大なるご支援を賜わり，
役員一同，厚く感謝しております。
本日の評議員会は，同窓会改革に
より新たな基準により，選出されま
した評議員の皆さまによる，記念す
べき最初の会となります。全国各地
域を代表される評議員の皆さまの活
発なるご議論を多いに期待申し上げ
ます。
同窓会改革の大きな柱でありま
す，各支部との連絡をより密にする

ため，地域支部連合会総会に先立
ち，各連合会におきまして支部長会
を開催して戴いております。その支
部長会におきまして，各支部におけ
る課題など具体的にお聞きすること
ができ，会務の運営に大変役立たせ
て戴いております。
これらの会合を通じて，同窓会員
にとって最も大切なことは，各支部
での同窓会活動であることを改めて
強く感じております。本部同窓会と
しましては，各地域の活動がより活
性化するよう，更なる努力が必要と
なっております。しかしながら今

評 議 員 会 挨 拶
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日，各支部共に，日本の少子高齢社
会と同様に，若手の会員が著しく減
少し，支部の活動に多大な支障を来
たすようになっております。
このことから現在，本執行部の最
重要課題として，会員の各支部入会
への促進のための多様なる取り組み
を実践しております。
先ず，担当理事を決めて，事業推
進部の中に，若手ネットワーク委員
会，大学連携委員会を設置しまし
た。特に最近の卒業生の半数近くが
女性であることからも，若手及び女
性会員との連携を図るための対応を
始めております。
現在，卒業１０年目までの会員は，
ほとんど各支部に所属しておらず，
それに伴い同窓会会費も未納となっ
ている会員が多数おられます。
本日の議案にもありますように，
先ず５年目までの会員を新進会員と
し，この方々の会費を減額するとと
もに，若手のための研修会の開催，
卒後研修セミナーの受講の優遇，出
身地域支部との連携による診療施設
の見学，本部同窓会主催によるクラ
ス会の開催など，同窓会との連携の
強化を図ります。
さらに，大学の全面的な協力を賜
わり，学生の時から，同窓会，歯科

医師会の社会的意義について理解を
してもらうために，学生を同窓会の
準会員とし，歯学体，東歯祭，大学
が行っております海外研修への支援
など，今後更なる同窓会と学生との
交流を図ってゆきます。本年開催さ
れました歯学体に対して，競技が開
催された地域の同窓会支部の方々の
応援を戴き誠に有難うございまし
た。また，県人会との交流，さらに
大学のご理解を得て，同窓でないご
父兄とその地域支部との交流が図れ
るよう努力します。
日本歯科医師会におきましても，
若手の歯科医師の組織離れの傾向は
一層強くなっております。大変困難
な事ですが，同窓会が若手の会員に
とって，さらに魅力ある組織となる
よう最大限の努力を行います。
大学の移転も大変順調に進んでお
ります。しかしながら，私立の歯科
大学は受験生の激減などもあり，授
業料のダンピングなど生き残りを賭
けた熾烈な競争となっています。同
窓としても，何とか母校が今後も歯
科大学の雄として輝き続けるため
に，最大限の支援が必要と思ってお
ります。
さらに，新しい校舎の中にできま
す，新血脇ホールに対する同窓の寄

付は，現状では誠に厳しい状況にご
ざいます。評議員の先生方におかれ
ましては，地元にお帰りになり，お
一人でも多くの同窓が大学へのご寄
付をして戴くようお話し賜わります
よう，宜しくお願い申し上げます。
本日，衆議院議員の川口 浩先生
にはご来賓としてご出席賜ってお
り，後ほどご挨拶をお願い申し上げ
ます。さて来年７月に行われます次
期参議院選挙には，神奈川県から昭
和６０年卒で前日歯連盟理事長の島村
大先生が立候補いたします。また次
期衆議院選挙には，千葉の平成１２年
卒の白須賀貴樹先生が立候補するこ
とになっております。一人でも多く
の同窓が国政の場に出て，歯科界の
窮状を救えるように頑張ってもらえ
るようにする事が，われわれ同窓の
責務と思っておりますので，皆さま
全面的なご協力をお願い申し上げま
す。
本日，朝から夕方まで長い時間で
ございますけれども，評議員の皆さ
まには十分に審議賜わり，大学，同
窓会の発展へのご協力を宜しくお願
い申し上げます。
本日はご参加誠にありがとうござ
います。よろしくお願い申し上げま
す。

金子 譲理事長

ご存じのように，大学，学校法人
は，どこの大学でも非常に厳しい状
況に置かれております。その運営母

体である大学法人，学校法人につい
て，東京歯科大学の法人の現状と，
どのように運営されているか，今後
どのような運営をしていくのかにつ
いて話をさせていただきます。
私立大学の経営をすることが法人
だと言われております。法人の役割
は，大学のミッションをつくりあ
げ，継続し，世の中の役に立つこと
を行うことです。従って，このよう
なものをつくりあげるときには，社

会のニーズ，その時代の役割や経済
の動向，人口構造などを基本として
考えます。
文部科学省に中央教育審議会がご
ざいまして，一番新しい答申がこの
夏に出ております。これは大学のあ
るべき姿や，不透明な２１世紀にどの
ような人材を育てるべきなのかとい
うことが答申されておりまして，大
学はこうした答申をもベースにしな
がら運営していくということになり

東京歯科大学現況
大学法人としての課題
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ます。
大学の理論，教育・研究・診療，
これと経済の理論，経営とを調和さ
せていくというのが大学の経営とい
うことになります。
各大学が建学の精神を持っていま
す。われわれも本学の建学の精神に
則って本学のミッションをつくりあ
げていく，そして計画を実行してい
くということです。
東京歯科大学でのミッションは，
学校法人としての社会に対する使命
と，教職員に対する使命，この二つ
が大きなものになります。
東京歯科大学としては，リーダー
シップや開拓者の精神を養うことを
目標とするのが適切と思います。こ
れは血脇先生も，高山先生も，こう
いう面が非常に強かったからであり
ます。同時に国際性も持ち合わせて
いらっしゃった先生方で，現在は国
際性はきわめて強く求められていま
す。多様にして有為な人材育成をす
るということです。
今後，先程お話ししたような不透
明な時代を拓いていくだけのパワー
を持った人間を育て，競争に打ち勝
てる一流大学を目指します。まさに
競争の中にあって，どのように連携
していくかということがキーになり
ます。もちろん教職員に対しては，
安定した収入と，何よりもこの方々
に大学を支えていただくわけですか
ら，やりがいのある職場環境をつく
るということと思っています。
大学改革は，すでに使い古された
言葉ではありますが，われわれが今
行っていることも大学改革でありま
す。これは教育改革と経営改革とい
うことですが，経営改革は大学の目
標を法人の理事会が意思決定し，そ
の目標を学長をはじめとした教職員
組織が実行に移し，成果をあげて行
くということです。
したがって，法人はこういう大枠
をつくり，執行に当たっての計画を
策定し，これを大学に渡して評価を

していく。そして大事なことは，教
職員にそういう意思を浸透させてい
くことだと思っています。
そこで，理事会や理事長の支援機
能を組織化するというのが非常に大
事だと言われています。大学アドミ
ニストレーターということですが，
従前は法人がこのようなものを特段
つくってはいませんでした。しかし
今後は，きちんとした法人の機能と
して，運営する上で支援組織が必要
だと思っています。支援組織がない
わけではありませんが，分散してい
ますので，これをまとめることが必
要だと思っています。そしてアドミ
ニストレーターの大事な点は，マー
ケティング活動です。
学生を始めいろいろなステークホ
ルダーがいますが，そのような関係
者の満足度が重要です。一般にはア
ンケートで調査しますが，この改善
をしていきます。
教職員の力量，施設・設備などが
大学の資源と考えられますが，その
大学の資源の改善をしていきます。
マーケティング活動の改善のポイ
ントは，Product, Price, Place, Pro-
motion ということになっていま
す。この中で，東京歯科は，Price
を除いた三点については，移転も含
めてそれぞれ非常に先進的といいま
すか，先行しております。
商品戦略といえるものは，例えば
教育の質を良くすることですが，学
生は国家試験を受けなければ歯科医
師になれませんから，これを手厚く
するというように具体的な策が上
がってきます。
今，問題になっているのは，各歯
科大学が学納金を減額させているこ
とです。東京歯科は，少なくとも来
年は学納金を下げる予定はありませ
ん。ただ，前にもお話ししたよう
に，社会情勢，動向を見ながら，将
来は検討しなければいけないことで
はあります。
現状では，受験生や，競合大学の

動向を見ながら，運営の戦略を実行
する組織をつくり，そこに予算を与
え，あるいはそこを管理していくの
が法人だと思っています。
私立学校法で，学校法人のあり方
を決められております。ですから，
いま私が言ったことは何も新しいこ
とではありません。私立学校法は平
成１７年に改正され，以下の三つが強
くうたわれています。法人が意思決
定を行い，それに沿った健全な運営
をするということです。理事会や評
議員会，監事の役割，教授会との関
係などを明確にすることが延いては
体制の強化につながるという考え方
です。
財務は運営の基盤です。大学の商
品ということになりますと，教育，
研究，診療ですが，これをミッショ
ンに従ってどのように展開していく
かが，結局は，受験生に対して魅力
ある大学づくりということになるわ
けです。
そして特に広報活動が大事だと思
います。先程から同窓会誌を会員の
皆さまに読んでいただきたいという
ことを，盛んにおっしゃっておりま
す。これは大学でも同様でありま
す。ですから，広報活動は同窓会を
通じても大いにさせていただきたい
と思います。
何よりも教職員が意欲と喜びを持
てる職場づくりということになりま
す。
もともと法人は，大きな戦略を練
るところであります。まず戦略には
拡大があります。今は大学の質的な
面を向上させるという拡大策を取っ
ています。
それから撤退ということもありえ
ます。定員削減，学部学科廃止など
を撤退というカテゴリーに入れま
す。現状ではここには手をつけてい
ません。
それから転換があります。学部学
科の変更，あるいは大学の合併，あ
るいは撤退ということになると学部
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の廃止と，学部学科の廃止どころで
はなくて，大学そのものの廃止，廃
校ということもあるわけです。
ですから，どのように時代に沿っ
た人材育成ができるかというところ
に視点を当てながら，現在，こうい
う中の戦略を取っているということ
になります。
東京歯科大学の建学の精神は，「歯
科医師である前に人間であれ」で
す。「人間であれ」という言葉につ
いて，皆さんそれぞれご自身の考え
があると思います。中央教育審議会
でついこの間出た答申で求められる
能力は，予測困難で不透明な２１世紀
で，答えのない問題へ自分で回答を
出せる能力，倫理的・社会的能力
や，創造力と構想力が求められてい
ます。建学の精神で言われている「人
間であれ」という具体的な性格がこ
こに触れられていると理解していま
す。
新渡戸（稲造）さんの『武士道』に
書かれてあるように，医は仁術と言
われていることは非常に大事だと思
います。「知」と「仁」と合わせ
て，それに「勇」を持って事に当
たっていくということが重要だと
思っています。
さて，移転の一次，二次計画につ
いては後で井出学長から詳しく話が
あります。同時に，稲毛の跡地の利
用ということが浮かび上がってきて
おります。それに関連して看護学校
の設置という課題があります。市川
総合病院は５７０床，看護師さんだけ
でも５００人を超えている組織ですか
ら，現状の医療政策というのは，看
護師さんがいなければ成り立たない
訳です。従って，この設置というも
のが喫緊の検討課題になっておりま
す。
次に，学納金の減額合戦への対応
をどうしていくかということです。
一方文科省は，募集定員数の削減を
求めています。東京歯科大学は募集
定員数を削減しないと文科省にはっ

きり申し上げておりますので，それ
では補助金を全面カットなどと言わ
れかねないかと思っています。
これらの課題に対して，法人は将
来計画検討委員会を設置し，これか
ら実際に委員会を運営していくとい
うことになります。さらに，移転に
伴う千葉校舎将来構想検討会と，市
川病院において看護学部（仮称）設
置検討会を設置いたしました。
これらの検討委員会での検討内容
の審議決定は，あくまでも理事会が
持っていますので，これははっきり
させておかないと後で混乱のもとに
なると思っています。
収支については，今のところは昨
年度より悪いという結果にはなって
います。予算，決算はホームページ
上で情報公開しております。ですか
らご覧になっていただきたいと思い
ます。
有給の教職員の帰属収入に対する
人件費割合は大学では，４６％で，優
良なほうです。施設単位で申し上げ
ますと，水道橋病院が５８％で，良く
ありません。こういう点を分析しな
がら，改善をしていくということに
なります。
では，私どもの大学，単体のこと
を申しましても，なかなか理解でき
ないと思いますので，５５０私立大学
の人件費割合のグラフをご覧下さ
い。東京歯科はほかの大学よりも人
件費率は少ないということで，健全
だと考えます。人件費率は５０％をメ
ドにして考えますが，５０％以上に
なっている大学が非常に多い。しか
も，この部分の大学はみな赤字です。
このグラフは教育研究費で単年度
収支との関係，縦軸が収支差額で
す。本学は１０％ぐらいです。これで
見ますと，これは全体の学校です。
本学は良いほうだと思います。教育
研究費にかなり費用を使っていると
いうことが言えます。
経理状況ですが，帰属収支差額は
昨年は１３億４０００万円ということで

す。現在，２３年の決算時期には，も
ちろん固定資産を除いて，流動資
産，７８億円。また１６億円の借入金が
あり，利息は０．５％，２０年返済と非
常にいい条件で，私立学校振興・共
済事業団から借り入れています。
移転費用は平成２０年から２５年ま
で，一次計画で１４３億円使う予定で
す。これには二次計画用の土地代金
１５億円を含んでいます。この建築は
まだ未決定でありますから，いつか
ら始めるか。したがって，ここの建
築費等は未定だということが現状で
す。
それぞれの施設での費用のグラフ
ですが，改修費用が多くなっていま
す。
これも後で学長から話があると思
いますが，二次計画用に，裏のビル
を購入しました。さらに，二次計画
には入っていませんが，もともとの
懸案の，鶴屋総合ビルを購入いたし
ました。２０億５０００万で，色々な用途
に使う予定です。ビルにテナントが
入っていますから，その収益があり
ます。
内部保留率は，東京歯科は１６．５％
ですが，他大学では７８％ととんでも
ない内部保留率の高い学校がありま
す。これは明海，朝日ですが，すご
い資金を持っていらっしゃる。現金
あるいは現金に近い資産で持ってい
るということです。普通内部保留率
は，総資産の１０％から１５％だと言わ
れています。
このようにほかの大学に比べた場
合，本学は健全財政と言って良いと
思います。
このグラフは先程佐瀬先生からお
話があった寄付の現状です。ぜひご
寄付をお願い致します。
このスライドを日没と見るか夜明
けと見るかですよね。実はハワイ島
の一番高い山頂からのご来光です。
ありがとうございました。
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井出吉信学長

今年（平成２４年）４月，さいかち
坂校舎に１年生が入学いたしまし
た。２年生，３年生は来年の夏に，
４年生は再来年の春に引っ越しをい
たします。４年生の引っ越しに関し
ましては，教授会，法人理事会を経
て，了承が得られました。４年生に
は入学時に水道橋移転へのお話をし
ていなかったので，今月２回，保護
者の皆様をお呼びして，大学の方針
を説明させて頂きます。現５年生
は，来年６年生として，千葉校舎で
の卒業という形を取ることになって
おります。
新館の竣工式を平成２５年７月１９日
に，竣工記念式典を８月３１日に行う
予定となっております。記念式典に
は評議員の先生方と高額の寄付をし
てくださった同窓の先生方にも出席
して頂きたいと思います。水道橋校
舎新館の開校式は，学生を対象に９
月２日に行う予定です。夏休み期間
を利用して，引っ越しの準備を進め
ようと思います。
水道橋病院５階の内科は，夏休み
明けに完了し，待合室もきれいに出
来上がりました。学生が来年度から
東京（水道橋）に移転しますので，
診療室を二つ，また奥に内視鏡室も
作りました。内視鏡室ができたお陰
で，簡単な人間ドックも出来ますの
で，ぜひ同窓の先生方にこちらで受
診していただきたいと思います。こ
ちらで診て頂いている先生は慶応病
院と順天堂病院からの先生です。何
か問題があればそちらを紹介できる
ような協定を結ぶように準備を進め
ております。

TDCビル隣接の鶴屋ビルを７月
に購入し，近隣のビルと併せて，自
主学習室環境を整備したいと考えて
います。
建築中の血脇ホールは，最初の計
画よりもシックな感じに設計を直し
ました。来年，この評議員会は血脇
ホールで行わせてもらいたいという
申し入れを同窓会から受けておりま
すので，ぜひ使って頂きたいと思っ
ております。冷暖房，空調と運用の
経費はかかりますが，同窓に建てて
いただいた血脇ホールですので，ぜ
ひ無料で使用して頂ければと思って
おります。
移転の二次計画ですが，現TDC
ビルの裏手に研究室と一部診療室等
をつくり，整備・拡充したいと思っ
ております。できれば５年位のうち
に完成したいと考えております。
もう一つは，先ほど理事長の話に
ありましたように，２年前，突然，
２校の総合大学が授業料を大幅に値
下げしました。その後，昨年度に３
校が値下げを敢行し，さらに今年度
は，２校が値下げをしました。理事
長がおっしゃったようにいずれかの
時点で値下げせざるを得ないかと思
いますが，なるべく下げずに大学の
教育価値を高めたいと思っていま
す。国家試験の合格率だけではな
く，高度な技術をもった優秀な臨床
医を育てたいと考えております。さ
らに，生涯教育の場を作り，大学と
して最善の臨床を行っていると言え
ることを目指したいと思っていま
す。
国家試験の結果ですが，昨年度，
東京歯科大学は国公立・私立を合わ
せて合格率がトップでした。しか
し，数校の歯科大学・歯学部では，
教育改革を熱心に行っていますの
で，いずれ追いつかれると覚悟して
います。
１０月２１日の「東洋経済」に，資格
に強い大学という記事で，本学が歯

科大で１位で，医科大では兵庫医科
大学，慶応大学医学部などがあげら
れていました。歯科医師国家試験の
合格率で９０％を超えているのは３大
学で，トップの東京歯科大学は合格
者ベースでも首位で断トツの強さを
誇る，と書いてもらっています。し
かし，こういうことで安心すること
なしに，現況を維持できるよう努力
したいと思います。
その一つとして，血脇先生の頃か
ら深い繋がりのある慶応大学と教
育，研究や臨床の面でより一層の関
係を深めたいと思っております。１０
月の教授会で了承を得ましたので，
３週間後に慶応大学との協定を結ぶ
ことになっています。
東京歯科大学は金子学長の時に市
川病院に口腔がんセンターをつくり
ました。歯科大学では最初のセン
ターで，同時に口腔癌専門医養成
コースを大学院に設置しました。こ
のように新しい治療に関する診療，
研究を日々推進しております。
現在，周術期における口腔機能の
管理，チーム医療の推進ということ
が保険の点数にも入ってきていま
す。しかし，４～５年前に卒業した
方はこの周術期という意味さえわか
らないと思います。
医療の現場は日々変化があるとい
うことから，生涯教育の一環とし
て，同窓会の先生方とのより一層の
関係を深めたいと思っています。今
年は矢﨑会長にエレクティブスタ
ディに参加する学生に対し御援助を
頂いたり，さいかち坂校舎の１年生
の要望に応え，寄贈して頂いた電子
レンジに同窓会寄贈と貼ったり，同
窓会の顔が見えるよう努めていま
す。来年から大学が水道橋に移りま
す。そこでより一層，同窓の先生方
との関係が深まると思っていますの
で，今後ともご支援をお願いしたい
と思います。

水道橋移転と学生教育の現状について

会 務

15



会務アラカルト

今年の評議員会
今年の評議員会は同窓会機構改革
により，７８名と少ない評議員（昨年
度実質１５３名）で開催されました。
評議員の選出方法については長い間
の議論の末，地域支部連合会の会員
数を基準に決めることを基本に，会
員数が少なく評議員が出せない県支
部がないように“一県一人の評議
員”の経過措置に決まりました。そ
れにより１４人の評議員が経過措置で
加わり，最終的な数として東京，関
東，北海道地域支部連合会ではそれ
ぞれ２８名，１０名，７名，その他信
越，東海，中国地域支部連合などで
も評議員が減るなど，同窓会のため
大きな出血に耐えていただき感謝の
念に堪えません。
今後評議員会のあり方について議
論はつづくものとして，今回の評議
員会においても平成２３年度の決算，
平成２５年度事業計画および予算，そ
して会則の変更など承認いただき，
協議題として選挙制度，評議員会・
総会について，共済制度について活
発に意見が交換され，同窓会として
これからの進む道も示されるなど意

義ある評議員会となりました。会務
アラカルトでは，本年度の報告もか
ね，平成２５年度にむかっての新たな
動きも紹介したいと思います。

若手同窓との連携推進案について
若手同窓の動向をみると，低い支
部加入割合や会費の納入率で分かる
ように，どうも同窓会への関心が薄
らいできているようです。しかし同

窓会の今後を考えるうえで，何とし
てでも関心を高めてゆく必要があり
ます。東京歯科大学同窓会は１２０年
近い歴史をもち，明治・大正・昭
和・平成と同窓たちの活躍により日
本の歯科界を支えてきています。よ
りよい歯科医療体制を期待するため
にも我々の先輩たちのスピリットを
受け継ぎ，次なる人材を育成する社
会的な役割をもっています。若手離

内容紹介

�今年の評議員会
�若手同窓との連携推進案について

準会員制度
新進会員制度
若手同窓への連携推進策と若手ネットワーク
若手同窓の先生方へ

�同窓会創立１２０周年記念事業
�血脇記念ホール建設への寄付協力のお願い
�評議員会協議題紹介

会長・監事の選挙規則案について
総会の廃止について
共済制度の見直しについて
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�

れ傾向は重大な問題であり，この問
題の解決のための一策が今回の評議
員会で認められましたので，今後，
母校との強力な連携のもと推進して
まいります。

準会員制度
大学とのより強い連携のもと，母
校在学生そして他校出身の母校大学
院生と臨床研修歯科医の先生方を同
窓会準会員とし，同窓会とのつなが
りがもてるようになりました。身分
については，正会員とか義務，権能
はと定めるものではなく，同窓会事
業の呼びかけに自由に参加できるも
ので，更にはクラブ活動，県人会な
どのつながりを通して距離を近いも
のにできればと考えています。
現在，準会員のためのセミナーを
計画中ですし，準会員へのさまざま
なインフォメーションを大学ホーム
ページをとおして流すことができれ
ばと検討中です。その他，出身地の
支部との交流，県人会やクラブ活動
への補助，就職・開業など必要情報
の提供，学術セミナーへの招待，臨
床見学，エレクティブスタディ（学
生海外研修制度）への協力ができれ

ばと思っています。

新進会員制度
卒業すると同窓会正会員になりま
すが，卒後５年間，新進会員にもな
ります。原則本部所属となり，若手
ネットワーク委員会をはじめ同窓の
先生方とできるだけ近い位置にと考
えています。特にこの時期は歯科医
師が臨床に携わって行く上で重要な
時期で，生涯研修のスタートから学
術活動を中心に積極的に応援できれ
ばと考えています。
さらに新進会員の時代では「なか
なか同窓会費が…」との声に配慮し
て，卒業して同窓会へ入会する際の
入会金をゼロ円に，同窓会費を
１８，０００円から１０，０００円へと減額しま
した。新進会員の会費納入率１００％
を目指しております。また支部に関
心を持ってもらうため，出身地や勤
務地の登録，勤務した場合の勤務地
あるいは開業地登録を行うように
し，登録した地域の支部や地域支部
連合会とのつながりも深められるよ
うにしてゆきます。

若手同窓への連携推進策と若手
ネットワーク
若い先生方との連携そして支援は
準会員や新進会員だけとは限りませ
ん。幅広い年代の若い人との連携を
期待しています。各種学術事業（若
手研修セミナー，セミナーの優待や
無料招待制度），若手ネットワーク
事業（臨床見学・支援システム，ク
ラス会〈学年連絡会〉開催，広報活
動を通した情報交換など盛りだくさ
んです。ホームページではトップ
ページのバナーに『若手ネットワー
ク』を設け，すぐに若手ネットに関
する情報にアクセスできるようにし
ています。
最近の若い卒業生の身近に歯科医
がおらず，歯科界が良くわからない
という先生も増えてきています。一
人ひとりの若手同窓へのサポートが
とても大切であることから，若手
ネットワーク委員と各支部からの若
手ネットワーク担当と一緒に関わっ
ていこうと進めています。特に臨床
研修を修了し在京あるいは地元で勤
務医，開業医として活動を始める卒
後１０年目位までの若手との繋がりを
持っていければと考えています。
現在支部長や地域支部連合会の会
長の先生方に，若手同窓の相談役と
なっていただける『若手ネットワー
ク担当』の方をご推薦いただき，全
国規模で若手ネットワークを広げて
ゆこうと考えております。若手同窓
から寄せられる様々な質問，相談に
親身になって対応をお願いしたり，
各地域にいる若手同窓に今後計画さ
れる同窓会各種事業や若手同窓のた
めの支援プロジェクトをお知らせし
てもらおうと考えています。

若手同窓の先生方へ
若い先生方は就職，開業，また家
庭でもいろいろ忙しくなかなか同窓
会に関心を向ける余裕がない方が多
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いのではと思います。東京歯科大学
同窓会は１２０年近い歴史の中，全国
的に支部活動を中心に育ってまいり
ました。支部に加入されてない東京
歯科大学同窓の先生方には，是非支
部に加入にしていただき同窓会支部
活動の活性化を進めてもらえればと
思います。
同窓会活動の参加の基本として
は，まず住所，勤務地，開業地が変
わった場合，必ず届け出を出してい
ただくようお願いします。

同窓会創立１２０周年記念事業
明治２８年６月１６日，高山歯科医学
院で第一回卒業証書授与式が行われ
ましたが，その午後，血脇先生の計

らいで高輪萬清楼で院友会を開催し
ました。この時まさに東京歯科大学
同窓会が誕生いたしました。
今から，３年後２０１５年（平成２７年）
に同窓会は創立１２０周年を迎えま
す。今回の評議員会で１２０周年記念
事業を行うことを提案し，ご承認い
ただきました。来年本執行部で準備
委員会を立ち上げ，内容，スケ
ジュール，予算を計画していただく
予定です。
１９５４年 創立６０周年記念

榎本美彦会長
１９６５年 創立７０周年記念祝賀大会

田丸将士会長
１９７５年 創立８０周年記念式典

井上 眞会長

１９８５年 創立９０周年記念式典・祝賀
会 斉藤静三会長

１９９５年 創立１００周年式典・祝賀会
五十嵐堯昭会長

２００５年 創立１１０周年記念各種事業
天野 恵会長

２０１５年 創立１２０周年記念事業
予定

血脇記念ホール建設への寄付協力の
お願い
先生方のご協力により少しずつ寄
付の額が伸びてまいりました。「さ
て，そろそろ」という先生もかなり
多いかと思います。是非ご協力のほ
どお願い申し上げます。

会 務
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評議員会協議題紹介
会長・監事の選挙規則案について
選挙規則の制定については過去の
評議員会において何回か意見をいた
だいておりますし，地域支部連合会
総会や支部長会の際にも，誰がどの
ように決めているか全然見えないけ
どそれでよいかとのご意見も何回か
いただいています。特にこれから若
手同窓との連携を図りながら同窓会
を進めていくためにも透明性が大切
であり，矢﨑執行部においては選挙
規則について検討するに至りまし
た。
そこで執行部では，会長，監事の
選挙規則作成にあたっての基本原則
を作りました。すなわち，公平性，
透明性，伝統，必ずしも投票によら
ない別段の方法を考慮して検討すべ
きとしました。そこで会務検討特別
委員会をたちあげ，この基本原則の
もと選挙規則の検討を諮問しまし
た。そして平成２４年８月２０日に答申
をいただきました。答申の中には選
挙規則案を提案していただきまし
た。この提案について理事会にて審
議して，評議員会の協議題として上
程し，評議員の先生方からご意見を
いただきました。
内容的には，第１条に「会長およ
び監事の選挙であること」，第２条
に「評議員会で行うこと」，第３条
に「被選挙権は入会後２年を経過し
た会員，選挙権は地域支部連合会会
員数により選出された評議員である
こと」，第４条に「選挙管理委員会
をおくこと」，第９条に「評議員会
の議決により別段の方法によること
ができる」ことが記されています。
評議員会では，票配分についてのご
意見，別段の方法によることを尊重
するご意見など多数いただきまし
た。

今後，評議員会での意見，理事会
での意見，地域支部連合会での支部
長会などでのご意見をもとに，会務
検討特別委員会での検討をお願い
し，平成２５年度の評議員会では議題
として提出できればと考えていま
す。

総会の廃止について
今回の協議題では，総会の廃止に
ついて執行部から提案させていただ
きました。以下に提案文です。「新
公益法人制度改革の中，総会を開催
しない歯科医師会が増えてきてい
る。法人格を有しない東京歯科大学
同窓会においても，会員は全国の広
範囲に亘るが，地域の会員から選出
された評議員により構成された評議
員会において意思決定されており，
総会の実質的な意義が薄れてきてい
る。評議員会に決議・組織の意思決
定を委ね，総会をとりやめることも
考えるべきと提案し，ご意見をいた
だきたい。」
この提案に応えるよう多数のご意
見をいただきました。要点記載のと
なりますが，「評議員会に最高議決
機権を与えることによって総会に代
わる機関として機能させていただけ
れば，経費の節減にもなるのではな
いか」，「同窓会は，個人個人の成り
立ちで，ここに来て，どうしても言
いたいことがあったときは言える。
そういう場がなくなってしまうの
は，果たして適切なのかどうか。個
人が発言する場所として必要だと思
う」，「今まで一般的会員の先生が総
会で意見を述べられることは滅多に
ないような状態であり，むしろ一般
の会員の先生が沢山ご参加いただい
ている地域支部連合会の総会で一般
的の先生方の意見を拝聴して，執行
部で吸い上げたら」など貴重なご意

見を賜っております。今後，この案
件について諸先生方のご意見をいた
だきたいと考えております。

共済制度の見直しについて
平成１８年より保険業法案が施行さ
れたことに伴い，東京歯科大学同窓
会の共済制度を改定せざるを得なく
なり，平成２１年度から現行の共済制
度に移行しました。その際に，５年
以内に見直しを行うことを条件とし
ておりましたので，厚生部委員会で
は共済制度の見直しを始めました。
評議員会では提示された３つの案に
ついてお示ししました。
① 案：『現状維持』：現在の金額
（年３，０００円で８，０００万円程度の繰
越金）である程度維持は出来る。
② 案：『基本的には現状維持だが
詳細を変更する』：繰越金が少し
ずつだが減少している点，広域災
害が起きた場合の対処などを鑑み
て内容を再考する。
１）８０歳お祝い金の再考
２）５０歳前の死亡の場合の共済
金のあり方
３）広域災害が起きた場合の条
項の追加

③ 案：『基本的に共済制度を廃止
する』：年会費・負担金（会員の
負担）の削減としての一助となる
ことや，平成１７年の保険業法案成
立の段階で共済制度を廃止した他
大学同窓会もあること等を考慮
し，共済制度そのものを見直す。
いろいろ貴重なご意見を賜りまし
た。是非参考にさせていただくとと
もに，委員会でも言われていたよう
に，比較的評議員の先生方の年齢が
集中していますので，それ以外の世
代の先生方のご意見なども尊重して
委員会では見直しを続けてゆく予定
です。

会 務
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第５回理事会

平成２４年９月２９日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３０名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
評議員会が例年より早まったことから，何かと慌ただ
しくなっている。度重なる理事会にご出席頂き感謝す
る。１１月の評議員会では今年度のテーマとなっている大
学連携および若手支援の強化に関連した議事・協議題を
提出する予定でいる。またそれに伴う会則の変更が必要
となる箇所もある。今日の理事会でよろしく協議をお願
いする。
学年代表者会の後，特に若い学年の代表者に集まって
頂き，再度懇談会を行った。その結果，本部から発信し
た情報がなかなか伝わっていない現状が明らかとなっ
た。この状態を改善するには，かなりの困難が伴うが，
同窓会存続に向けてやれるところから対策を講じて頂き
たい。

黙 祷
愛知県支部・原 学郎氏はじめ１３名のご逝去を悼み，
謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２４年８月２９日から平成２４年１２月１７日までの日程
を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①逝去会員について規定により弔
慰共済金を支給した旨の報告。②厚生委員会報告。
③ゴルフ大会委員会報告。④母校創立１２０周年記念
事業募金状況報告。⑤情報ネットワーク推進会議報
告。⑥会務検討特別委員会報告。⑦同窓会・会務運
営協議会報告。⑧東日本大震災対策部会報告。
⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金の支
出について１件報告。②支部・地域支部連合会学術
講演会講師派遣交通費の支出について４件報告。

③第４４回東歯祭祝金について報告。④平成２４年度８
月末の会計現況を報告。
⑶ 渉外部：①渉外部小委員会開催の報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②同窓会HPアク
セス状況の報告。
⑸ 事業推進部：①事業推進部全体委員会，企画会議
報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研修セミ
ナー２０１２について報告。④TDC卒後研修セミナー
２０１３，インプラントセミナー・マスターコース２０１３
について報告。⑤保険委員会報告。⑥大学連携委員会
報告。⑦シンクタンク委員会報告。⑧若手ネットワー
ク委員会報告。⑨若手同窓との懇談について報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
北海道・佐藤理事，東北・高橋理事，関東・杉山理
事，東海・太田理事，北陸・加藤理事より地域の活動に
ついて，書面にて報告。中国・小徳理事，四国・久保田
理事より地域の状況について口頭で報告。

協議事項
⑴ 新制度，新進会員の会費減額について承認。
⑵ 平成２５年度入会金について承認。
⑶ 会務検討特別委員会より答申された選挙規則案につ
いて承認。
⑷ 平成２５年度予算修正について承認。
⑸ 支部加入時において本部会費完納を条件としない
旨，承認。
⑹ 評議員会における議案説明文について承認。
⑺ 評議員会議案について承認。
⑻ 評議員会協議題について承認。
⑼ 東京歯科大学同窓会会則施行細則の改正については
継続審議。
⑽ 平成２５年度評議員会・総会日程について承認。
⑾ 名簿，会員管理について次年度委員会立ち上げを承
認。
⑿ 学術事業の日本大学歯学部同窓会との共催について
承認。

理事会のうごき
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第６回理事会

平成２４年１１月２日（金）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３２名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
本年度の区切りとなる評議員会が明日行われる。これ
がスムースに行われることが今後の会務運営に大きな影
響を及ぼすものと思われる。ご協力をお願いする。
新たに台湾に同窓会が作られた。金子理事長と招待を
受け訪問してきたが，大学に対してご寄付もいただい
た。台湾，中国，韓国に大学と関係のある先生が少なか
らずおられるので，今後同窓会としてどのような位置附
けをしていくか検討が必要である。

黙 祷
芝支部・福田信芳氏はじめ９名のご逝去を悼み，謹ん
で哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２４年８月２９日から平成２４年１２月１７日までの日程
を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①逝去会員について規程により弔
慰共済金を支給した旨の報告。②厚生委員会報告。
③会費，共済負担金納入免除願いが２件提出され，
受理した旨の報告。④母校創立１２０周年記念事業募
金状況報告。⑤情報ネットワーク推進会議報告。⑥
同窓会・会務運営協議会報告。⑦東日本大震災対策
部会報告。

⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金の支
出について１件報告。②支部・地域支部連合会学術
講演会講師派遣交通費の支出について７件報告。③
平成２４年１０月１５日現在執行調べ報告。④事務職員冬
季期末手当について報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。②六歯科大学歯学
部校友会同窓会懇話会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②同窓会HPアク
セス状況の報告。
⑸ 事業推進部：①学術委員会報告。②TDC卒後研
修セミナー２０１２，インプラントセミナー・マスター
コースについて報告。③TDC卒後研修セミナー
２０１３について報告。④保険委員会報告。⑤大学連携
委員会報告。⑥シンクタンク委員会報告。⑦若手
ネットワーク委員会報告。
以上の会務報告について，全て承認された。

各地域選出理事報告
北陸・加藤理事より地域の活動について，書面にて報
告。中国・小徳理事より地域に係る情報がほしい旨，口
頭で要望。

協議事項
⑴ 平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会・理事会・
常任理事会開催日程案について最終案をまとめ，承
認。
⑵ 評議員会・総会に上程する会則改正案が可決した場
合に，それに合わせて改正が必要な会則施行細則改正
案を承認。
⑶ 事務職員１名採用について承認。
⑷ 平成２４年度評議員会，第１１８回定時総会，懇親会の
運営について確認。

理事会のうごき
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保 険

現時点では支払基金での電子媒体とオンライン請求が対象ですが，国保審査会でも平成２５年春以降，都道府県単位
で準備ができたところから行われる審査方法です。

縦覧点検とは
今までの審査方法は診療月（単月）だけで，審査を行っていました。
保険者では各診療月（複数月）のレセプトを蓄積して，何か月にもわたって時系列（連続）で審査を行っていま
す。
この方法を審査会でも取り入れたという事です。審査会では過去６カ月分（レセプト提出の無い月を含む）のレセ
プトデータを蓄積して審査を行うようになりました。
過去のレセプトは参考として見るだけで，返戻や査定対象にはなりません。

（注）審査会で過去のレセプトに誤りを発見した場合，保険者及び医療機関に連絡し，再審査請求を行うことにな
ります。
医療機関で誤りに気づいた場合の取り下げ請求と同様の処理となり，訂正後再提出する事になります。
（過去のレセプトを取り下げ請求して下さい）

例えば，過去のレセプトからわかること
・初診月より３カ月以降に１回目の歯管の算定
・同一初診内で，補診の複数回算定
・義歯装着月より４カ月以降に義管Ｂの算定
・新義歯装着から６か月以内の義歯修理１００／１００の算定
・Ｔコンデ算定以降，新製又はリソウのない義管Ｂの算定
・歯周精密検査の算定がない歯周外科手術の算定
・歯周病検査の算定がないスケーリングの算定
・スケーリングの算定がないＰ基処の算定
・スケーリング又は SRPと同日に行われる処置後の歯周病検査
・スケーリング，SRPのブロック又は歯数を超えての算定
・SPT開始以降にＰ処又はＰ基処の算定
・開始時又は直近に歯周病検査のない SPT１回目の算定
・連月での機械的歯面清掃処置の算定

縦覧点検・突合点検とは
（電子媒体とオンライン請求での審査対象）

22



今後は診療の流れを毎月確認し，カルテを今まで以上に注意して，自己点検しやすくする必要性が出てきまし
た。上記のように歯管，義管，歯周病検査，補診等いつ，何回算定したか確認することが重要です。

突合点検とは
医療機関のレセプトと院外処方における調剤薬局のレセプトを照合することです。
処方された薬剤の種類，適応症，投与量，投与日数，併用禁忌などを審査することになります。

例えば

医療機関側で院外処方せんを出したとします。
調剤薬局ではその内容に従って薬を出します。
その際，調剤側では
・調剤技術料（調剤基本料，基準調剤加算，後発医薬品調剤体制加算，内服薬調剤料）
・薬剤管理料
・薬剤料
等が算定され調剤薬局の請求点数となります。

もし，審査の結果，保険医療機関の処方せんの内容が不適当なため薬剤が全部査定された場合は，査定額は歯科
レセプトの処方せん料６８点分のみではなく，保険薬局の請求分も合わせて保険医療機関側から差し引かれます。（保
険医療機関では算定していない調剤技術料や薬剤管理料等も含まれます。）
なお，処方した数種類の薬剤の中で一部だけが査定された場合は，基本的にその薬剤料のみが減額されます。

≪例≫
ケナログ口腔用軟膏０．１％５gのみを処方し，査定された場合

（調剤薬局分）
調剤基本料 ４０点（注：調剤基本料は施設基準により変わります）
薬剤服用歴管理指導料 ４１点
調剤料 １０点
薬剤料（ケナログ）３５点×１＝３５点――――――――――――――――――合計 １２６点

保険割合（自己負担３割）の場合の請求額８８２円（１，２６０円の７割）が診療側より減額されます。

よくみられる適応外処方
・C病名，P病名でのケナログやアフタゾロンの処方（口内炎等の病名もれ）
・催眠鎮静薬，精神神経用薬（抗不安薬）の処方
（歯科においては全身麻酔の前投薬にしか認められていない。）

疑義が生じた場合は
医療機関と調剤薬局のどちらに誤りがあるか「責別確認」が行われます。
突合点検結果連絡書が医療機関に送られてくる（請求翌月の５日頃）ので，連絡書と処方の内容が違ったなど異
議があれば突合点検結果連絡書が送られてきた月の１８日までに処方せん不一致連絡書で支払基金に申し立てを行い
ます。処方せんの写しを保険薬局から取り寄せ，確認の結果，保険医療機関又は保険薬局いずれかが誤っているか
確認し，減額分を次回の支払額（審査翌々月又は審査翌々々月の支払）で調整します。

※薬剤を処方される際には，適応症，投与量，投与日数，併用禁忌の確認，病名の確認を忘れずにして下さい。
なお，処方せん料の算定もれもありますので，注意して下さい。

保 険
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ゴ ル フ 大 会

本年のゴルフ大会は第１回大会か
ら数えてちょうど４０回目の大会とな
り，９月２７日（木），茨城県大利根カ
ントリークラブ東コースにて開催さ
れました。大利根カントリークラブ
は，美しい松林にセパレートされた
日本を代表する林間コースで，特に
東コースは日本オープン，日本女子
オープンやレクサス選手権の開催
コースとしても有名であります。日
本ゴルフ界における数々の名勝負が
繰り広げられた本コースで，参加者
の皆様は和気藹々とした雰囲気の中
でも真剣な面持ちでプレーをされて
おられました。
競技はアンダーハンディの１８ホー
ルスストロークプレーで行われ，ハ
ンディキャップはダブルペリア方式
で算定しました。当日の参加者は
１１６名で，その内シニア（６５歳以
上）は３７名，女性は１０名でした。
今年は９月下旬の開催ということ
で，秋の気配を感じる清々しいコン
ディションの中でプレーすることが
できました。今夏の暑さは厳しく，
どのゴルフ場もコース管理に頭を悩
ませていましたが，大利根カント
リークラブのコースコンディション
の良さは大変素晴らしく，グリーン
はもとよりフェアウエーやラフの状

態はとても良く整備されておりまし
た。高低差３メートルいうフラット
で美しい林間コースですが，池，バ
ンカー，松林が戦略的にレイアウト
され外見からは想像もつかない難し
さで，参加された皆様もさぞかし苦
労されたことと思います。
懇親会は三島 裕総務委員長の司
会のもと，中野正博大会実行委員長
の開会のことばに始まり，矢﨑秀昭
大会会長・同窓会長の挨拶と続きま
した。来賓からは学校法人東京歯科
大学・金子 譲理事長にご挨拶をい
ただきました。さらに海野 智同窓
会常任理事より昨年度の東日本大震
災チャリティー大会における皆様か
らの寄付状況ならびに大会関係の報
告が行われた後，本大会開催にあた
りご協力いただいた同窓会茨城県支
部を代表し小鹿典雄支部長の乾杯の
ご発声で懇親会が始まりました。
表彰式は堀 正樹競技委員長の競
技総評の後，中川路健司総務副委員
長による成績発表と賞品授与が行わ
れ，同窓会長杯が一般の部優勝の
小野寺保好先生に，学長杯が一般の
部準優勝の杉山忠正先生に贈られま
した。シニアの部では優勝の藤波
齊先生に理事長杯が，シニアの部準
優勝の栗林昭彦夫先生に千葉病院長

杯が贈られました。また水道橋病院
長杯のベストグロス賞は原 一雄先
生が７６ストロークで獲得されまし
た。
さらに女子優勝は髙野博子先生，
グランドシニア優勝は村井憲一先生
でした。その他，一般２０位までとシ
ニア１０位まで，それに飛び賞，ブー
ビー賞などがそれぞれの受賞者に授
与されました。
本大会の開催にあたり，大学当局
ならびに同窓会本部，同窓会茨城県
支部から多大な協力をうけ賜りまし
た事に深く御礼申し上げます。さら
に大会運営における大利根カント
リークラブならびに同窓会事務局の
皆様のご苦労に厚く感謝申し上げま
す。
来年の大会は神奈川県の横浜カン
トリークラブで９月１２日（木）に開催
の予定です。より盛大で意義ある大
会にする所存でおりますので宜しく
お願いいたします。
最後になりましたが，会員の皆様
の益々のご活躍とご発展をお祈りい
たしまして，ご報告とさせていただ
きます。
（大会実行委員長 中野正博）

第４０回同窓会主催ゴルフ大会を終えて

ゴルフ大会委員・運営実行委員
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「同伴者のおかげで優勝！」
同窓会ゴルフの実行委員である
大谷先生から今年も是非参加して欲
しいと連絡を頂きました。毎年地元
埼玉の先生方とのリラックスモード
のラウンドでしたが今年は面識のな
い大先輩の星野征弘先生と茂木正秀
先生，そして野球部の後輩大久保
清光君とのラウンドでした。大先輩
方に迷惑のかからない様心掛けた緊
張したラウンドが結果的に功を奏し
たのでしょうか？ゴルフはラッキー
も実力のうちと言われますが，当日
の私のスコアーはハッキリ言って…
まぐれです！ボールが林に入っても
グリーンに向かって前が開けていた
り，とんでもない方向に打ち出して
しまったボールが木に当たってフェ

アウェイ中央に方向修正，ダフリが
幸いしてベタピンに，自分でも目を
疑う様な奇跡的？なプレーの連続で
した。ラウンド中は茂木先生から励
ましのお言葉，星野先生にはお誉め
のお言葉を頂き，両先輩の熟練の技
も参考になりました。大久保君には
何回もグリーン周りのアプローチや
パットでラインを教えてもらいまし
た。まさに同伴者と隠しホールと幸
運に恵まれた優勝でした。
名門・大利根カントリークラブで
第４０回という記念大会に優勝できた
事をとても嬉しく思います。素晴し
いコースで楽しく一日を過ごせた事
を実行委員の先生方，関係者の皆様
に感謝致します。

シニアでの優勝
例年，この同窓会ゴルフ大会に
は，特別な用が無い限り出席し，仲
間とプレーを楽しんできました。昨
年はシニアの部で参加し準優勝を戴
きました。今年も何か良いことが無
いか等考えておりました。当日は遅
刻しない様に早めに家を出発し，
コースに到着。早々と受付を済ませ
練習場へ直行。最近はラウンド不足
のせいか当たりが悪く四苦八苦。前
の打席で練習中の原君の飛距離を見
て思わず「わあすげえ」と一言。年
と共に飛距離も落ちてがっかり。パ
ターも十分に練習するもどうも納得
がいかず，思わず「今日はだめだ
な」と独り言。
そうこうするうちスタート時間。
同伴競技者は，前学長の金子先生，
同窓会長の矢﨑先生，２年先輩で

時々一緒にラウンドする成田先生。
スタートは何時も緊張しますが今日
は特別緊張しました。普段は軽口を
たたいたり冗談を言ったりする方で
すが今日は全然出ませんでした。緊
張の一日でした。スコアは余り良く
ありませんでしたが楽しくプレーで
きました。同伴の先生に感謝感激で
す。成田先生がまずまずの成績で，
「ひょっとすると俺が優勝かもしれ
ない」と。が，しかし成績表を見る
と小生が優勝でした。トリプルやダ
ブルボギーが具合良く隠しホールに
当たりハンディに恵まれた様です。
永遠のライバル成田先生はシニアの
ベストグロスでした。終わりになり
ますが，楽しく大会を運営していた
だきました関係者の皆様に厚く御礼
申し上げます。ありがとうございま
した。

優 勝

小野寺保好先生（平成３年卒）

シニア優勝

藤波 齊先生（昭和４５年卒）

ゴルフ大会

25



成 績 表
（６４歳以下） （６５歳以上）

順位 名 前 OUT IN グロス ハンデ ネット 順位 名 前 OUT IN グロス ハンデ ネット

優 勝 小野寺保好 ４０ ３８ ７８ ７．２ ７０．８ 優 勝 藤波 齊 ４３ ４６ ８９ １５．６ ７３．４
準優勝 杉山 忠正 ４１ ４１ ８２ １０．８ ７１．２ 準優勝 栗林 昭彦 ４８ ４１ ８９ １５．６ ７３．４
３ 位 松永 良治 ４０ ４３ ８３ １０．８ ７２．２ ３ 位 村井 憲一 ４６ ４１ ８７ １３．２ ７３．８
４ 位 高宮紳一郎 ４８ ４６ ９４ ２１．６ ７２．４ ４ 位 大澤 武雄 ４６ ４７ ９３ １９．２ ７３．８
５ 位 沼田 裕之 ４２ ４０ ８２ ９．６ ７２．４ ５ 位 小山 宏樹 ４２ ４４ ８６ １２．０ ７４．０
６ 位 磯野 珠貴 ４３ ３９ ８２ ９．６ ７２．４ ６ 位 成田 賢二 ３９ ４１ ８０ ６．０ ７４．０
７ 位 椎名 康雅 ４８ ４６ ９４ ２１．６ ７２．４ ７ 位 杉原 伸顕 ４５ ４６ ９１ １６．８ ７４．２
８ 位 内山 健志 ４７ ４６ ９３ ２０．４ ７２．６ ８ 位 佐々木脩浩 ４４ ４７ ９１ １６．８ ７４．２
９ 位 児玉 重明 ４７ ４６ ９３ ２０．４ ７２．６ ９ 位 中井 英夫 ４３ ４６ ８９ １４．４ ７４．６
１０ 位 洲﨑 満 ４２ ４５ ８７ １４．４ ７２．６ １０ 位 中尾 一成 ４８ ４６ ９４ １９．２ ７４．８
１１ 位 中川路健司 ４５ ４１ ８６ １３．２ ７２．８ １１ 位 矢﨑 秀昭 ４５ ５４ ９９ ２４．０ ７５．０
１２ 位 中山 映志 ４７ ４８ ９５ ２１．６ ７３．４ １２ 位 黒須 誠 ４２ ４５ ８７ １２．０ ７５．０
１３ 位 原 一雄 ３８ ３８ ７６ ２．４ ７３．６ １３ 位 茂木 正秀 ４８ ５０ ９８ ２２．８ ７５．２
１４ 位 山﨑 真司 ４３ ４４ ８７ １３．２ ７３．８ １４ 位 森下昭十三 ４５ ４６ ９１ １５．６ ７５．４
１５ 位 高橋 治好 ４２ ４４ ８６ １２．０ ７４．０ １５ 位 星野 征弘 ４５ ３８ ８３ ７．２ ７５．８
１６ 位 前田 康英 ３９ ４６ ８５ １０．８ ７４．２ １６ 位 大井 基道 ４９ ５１ １００ ２４．０ ７６．０
１７ 位 栗林 丈人 ４３ ４２ ８５ １０．８ ７４．２ １７ 位 石山 文子 ４９ ５１ １００ ２４．０ ７６．０
１８ 位 田邊 陽 ４８ ４３ ９１ １６．８ ７４．２ １８ 位 梅津 正喜 ５２ ４６ ９８ ２１．６ ７６．４
１９ 位 荻原 英生 ４３ ４７ ９０ １５．６ ７４．４ １９ 位 西村 亮介 ４７ ４３ ９０ １３．２ ７６．８
２０ 位 藤川 裕司 ４６ ４４ ９０ １５．６ ７４．４ ２０ 位 松村 雄郷 ４７ ４８ ９５ １８．０ ７７．０

女性の部 優勝 髙野博子先生 ベスグロ 原 一雄先生 中野正博ゴルフ大会委員長

福島県支部の先生方 他 最高齢で参加の横田昭三先生（中央） 中井英夫先生（左）・酒井雄学先生

ゴルフ大会
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学 術

２０１２年TDC卒後研修セミナー
も，多くの同窓の先生がたのご出席
をいただき無事終了いたしました。
厚く御礼申し上げます。さて２０１３年
セミナープログラムが出来上がりま
したので同窓会報に同封させていた
だきました。是非お手に取ってご覧
頂きたくよろしくお願い致します。
セミナータイトルに有りますよう
に，私たちが日頃従事している歯科
医療の進歩はめざましいものがあり
ます。多くの新しい技術や材料が
次々と紹介されます。しかしながら
それらの有効性や術後経過がご自身
の日常臨床できちんと評価されてい
るでしょうか。どんなに革新的な技
術でも，それを使いこなすために
は，基本技術の積み重ねが重要であ
ることはいうまでもありません。さ
らにその急速な変化に対して「ぶれ
ない」ためには，基本的考え方とス
キルをしっかり身につけておくこと

が必要です。私たち臨床歯科医は一
人ひとりの患者さんのQOL向上の
ために，総合的に診る目が求められ
ます。〔知っていること≠できるこ
と〕というコンセプトのもと２０１３年
度セミナーを企画いたしました。
セミナーNo１は，臨床研修医，
卒後５年以内の歯科医師を対象に，
患者さんと長く関わりながら臨床を
続けていくために必要な資料採取の
方法，重要性を解説いたします。初
診時に必要な診査，X－線写真・口
腔内写真が語る臨床経過，患者さん
と長く関わることとは，といった学
術委員による発表をお聞きいただ
き，その後「主訴への対応から治療
計画への立案まで」といった内容で
提示症例をもとに，受講していただ
いたみなさんによる小グループディ
スカッションをおこなって頂きま
す。ディスカッションすることで，
自分の考えをまとめ発言すること

や，他の人の考えを聞くことができ
る参加型セミナーです。同窓会若手
支援として無料のセミナーと致しま
す。
セミナーNo２，No６，のイブニ
ングセミナーは，できるだけ多くの
みなさんに参加していただきたく平
日の夕刻よりおこないます。No２
では歯を守る大切さ，長持ちする補
綴物のために必要なノウハウを，イ
ンレー・クラウンといった小さな補
綴物に絞って，東京都ご開業の鷹岡
竜一先生にお話していただきます。
講演ではエビデンスを交え，さらに
コ・デンタルスタッフとの共同作業
の重要性や，患者の個の多様性に配
慮した補綴物についてなど，様々な
技術革新に対応できる基本を確認し
ていただきます。
セミナーNo６では歯を守る大切
さを歯周治療の観点から千葉県ご開
業の千葉英史先生にご講演いただき

TDC卒後研修セミナー２０１３のご案内
TDC卒後研修セミナー２０１３
歯科医療の技術革新〔Innovation〕に対応する確かな臨床力
〔変えなくてはいけないこと・変えてはいけないこと〕
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ます。ご講演では力を受け止める歯
根膜に着目して，歯周基本治療にお
けるその診査方法，ダメージの回復
方法など詳細に解説して頂きます。
今までの歯周基本治療の概念とは少
し違った切り口でのお話に，受講さ
れた先生がたは，きっと新しい発
見，気づき，が生まれ明日からの臨
床の幅が広がることでしょう。どち
らのセミナーも歯を守ることで，歯
列を保全することに繋がるという
「変えてはいけない」基本を再確認
していただけるまたとない機会で
す。
ところで総ての人が一生涯健康な
歯列を保全できれば，それは素晴ら
しいことです。しかしながら日常臨
床では，歯科疾患の多くが慢性疾患
であるという特性に加え，個の多様
性から様々な要素が絡み病態の本質
をカモフラージュしてしまうため，
歯列の崩壊がおきます。そしてどこ
から手をつけてよいのかもわからな
い難症例に遭遇します。そこでセミ
ナーNo４ではその疑問を解決する
ために，東京都ご開業の鈴木 尚先
生にご講演頂きます。講演では人＝
個の多様性に着目して，歯科におけ
る病態の診かた，タイプ別臨床診
断・治療計画立案，その診断に基づ
いた治療結果として長期経過観察か
ら見えてきたこと，など口腔単位の
健康，患者満足度を維持しつつ患者

さんと長く関わる臨床をお話し頂き
ます。セミナーNo２，６，４，
は，「歯」「歯列」「人」というキー
ワードで構成いたしましたので，シ
リーズとして受講して頂ければ幸い
です。
さらに新しい試みとして矯正学教
室の協力のもと，No３セミナー，
セファロ分析３日間コースならび
に，水道橋に移転した新校舎実習室
を使用してクラウンブリッジ補綴学
講座の協力のもと，No５セミナー
として，CAD・CAMに必要な形
成の基本技術を習得していただける
セミナーを企画いたしました。この
二つのセミナーは実習を通してより

確実に知識，技術を習得して頂きま
す。「変えなくてはいけないこと」
を日常臨床に導入するための一助に
なると考えています。
さらに，超高齢社会に突入した
今，私たち歯科医療従事者に国民が
求めているものはなにかを探るため
に，日本歯科医師会会長，大久保
満男先生はじめ各分野の最前線でご
活躍の先生がたをお招きして，同窓
会フォーラムを企画いたしました。
歯科医療の直面している課題につい
て，共に考えてみませんか。
各セミナーでは，毎日の臨床にす
ぐに活かすことができる重要な知
識，技術を再確認していただきなが
ら，臨床に直結する問題解決のため
の手法や考え方を学ぶことができる
ようにプログラムされています。こ
の機会に是非ご検討いただき，ご参
加頂きますよう宜しくお願い申し上
げます。委員一同みなさまのご参加
を心よりお待ちしております。

事業推進部学術委員会委員長
２０１３年セミナープログラム委員長

藤関雅嗣

学 術
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＜７日目＞

二階堂雅彦先生による歯周疾患と
インプラントについて１日講義と実
習を行いました。
約１０％の重度の歯周病患者（pro-
gresive）への対応や再生療法，イ
ンプラント周囲炎の対応などを貴重
な症例や文献を通して講義していた
だきました。

実習では，スケーラーのシャープ
ニング実習，ブタ顎を使ったフラッ
プ手術，遊離歯肉移植，結合組織移
植を実際に行いました。

＜８日目＞

放射線科佐野 司先生による「イ
ンプラント治療における歯科用コン
ビームCT のpifall」ではCBCT と
医科用CTを比較しながら，構造，
被爆量，特徴，CT値などの説明が
ありました。また，CBCTのみと
パノラマ撮影撮影可能な機種の違い
を分かりやすく講演いただきまし
た。
小宮山彌太郎先生による「埋入術
式の選択」
関根秀志先生による「インプラン
ト補綴における咬合」
インプラントの咀嚼感覚，咬合の
付与，咬合による硬さの識別，咬合
様式などを豊富な文献を基に講義し
ていただきました。

午後には前回までに下顎臼歯部に
埋入しプロビジョナルを作製した，
プローネマルクインプラントのチタ
ン製上部構造物の装着と咬合調整の
実習をしました。

実習の合間には小宮山先生がホワ
イトボードに実際臨床での種々の注
意点，ポイントなどを解説していた
だきました。

本日最後には，小宮山先生による
「インプラント補綴に関する各技法
の評価」では，各技法の特徴，適応
症例，スクリュー固定とセメント固
定の違い，インプラント装着後の痛
みの種類など具体例を交えお話いた
だきました。

（取材・広報部 島田 篤）

卒研リポート２０１２
インプラントセミナー マスターコース パート３

学 術
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＜９日目＞
この日午前中は武田孝之先生によ
る「上部構造物のトラブルとその対
応」「何のためのインプラント治療
か」の講演でした。次に，関根秀志
先生による「メインテナンス」の講
演，矢島安朝先生による「全身のリ
スクファクター」では最近の報道，
裁判例に触れながら糖尿病，骨粗鬆
症，BP系薬剤，肝疾患，腎疾患な
どのリスクについて解りやすく講演
いただきました。

本日最後に「症例から見る最後に
押さえたいポイント」として飯島先
生には表面形状の違いによる周囲炎
について，椎貝先生は２０年以上の長
期症例を通してインプラントと残存
歯の共存の難しさや抜歯基準につい
て講義していただきました。武田先
生は前歯部即時の注意点，難症例を
通して患者さんとの向き合い方など
をレクチャーいただきました。関根
先生には高齢者のインプラントにつ
いてオーバーデンチャーの注意点な
ど講義いただきました。以上４先生
と矢島先生でディスカッションを行
い質疑応答をし９日目を終了しまし
た。

＜１０日目＞
このインプラントセミナー最終日
は受講生をグループに分けその中で
講師の先生の助言をもらいながら
ディスカッションし治療計画をたて
全体で発表しました。個々のグルー
プにより設計考え方に違いがあり，
特に咬合崩壊一歩手前の２症例目で
は失活歯の上顎前歯を保存するか抜
歯するか興味深いディスカッション
がありました。

総合ディスカッションでは宮地先
生が他の先生に質問する形式で行わ
れました。

最後に矢﨑同窓会長より終了証が
授与され，記念撮影をして全日程を
滞りなく終了いたしました。

ご自身の臨床経験などを惜しみな
く解りやすく指導していただいた講
師の先生方，周到な準備，運営して
いただいた学術委員のご苦労があっ
て終了できた素晴らしいセミナーと
なりました。

（取材・広報部 島田 篤）

インプラントセミナー マスターコース 最終回

学 術
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２０１２年１０月２７日（土）１７時３０分～２０
時３０分の３時間に渡り上記卒後研修
セミナーを取材してきましたのでご
報告いたします。
当日は土曜日の夕方から開催とい
うこともあり，約７０名の受講者が水
道橋校舎の１３階に集まり熱心に聴講
されました。

超高齢社会を迎え，一般開業医に
おいても摂食・嚥下リハビリテー
ションの知識は必要性が高まり，今
や介護保健施設だけのものではなく
なってきています。セミナーでは基
礎と臨床，そして実際の現場でのお
話，医療保険と介護保健制度の講演
が予定され，明日から直ぐに使える
内容が組まれていました。
講演１人目は東京歯科大学摂食・
嚥下リハビリテーション・地域歯科
診療支援科石田准教授の講演で始ま
りました。

初めて摂食・嚥下にかかわる先生
方を対象とした基礎と臨床の内容
で，摂食・嚥下障害は
・年齢に関わらない。しかし加齢に
よる機能減退を認める。
・必ず原因となる疾患がある。
・疾患治療に大きく影響する（栄
養，脱水，呼吸器感染などの合併
症）
・生活に直結する
ということでした。
二人目は東京都開業の平井先生の
講演でした。一般開業医として普段
診療している傍ら，自ら介護老人保
健施設や認知症対応グループホーム
を開設し，実際の現場での対応や職
員との連携を大切にしているという
講演は説得力がありました。

「皆さんの診療所でも，長く開業
していると次第に患者さんも年齢が
上がってきます。健常者だけでなく
高齢の方，要介護，要支援の方も増
え，予備軍の方が大勢いらっしゃる
ので，ぜひ見る目を養って欲しい」
とのことでした。
具体的な注意すべき観察点として
・うがいをする時に，むせる。
・タービンの水を口の中に貯められ
ずむせるようになる。

・口をゆすぐときにぶくぶくが弱
く，スピットンの周りを汚すこと
がある。
・とくに咬合を変えた（新たな補綴
物を入れる，咬合調整をする）わ
けではないのに「最近頬を噛む」
という訴えがある。
・半年後の定期健診でのちょっとし
た気付き。
これらに注目して欲しいというこ
とでした。
３人目の演者は歯科訪問診療を積
極的に行っている埼玉県で開業の
金子先生の講演でした。

「寝たきりの患者さんは増加し，
歯科訪問診療を避けては通れない世
の中が既にそこまできている。歯科
訪問診療の保険請求に関しては，
色々な書籍に書かれているが，これ
から始めようとする先生には取っ付
き辛い。そこで，チェックシートを
用いた歯科訪問診療の保険請求を作
成したのでぜひ活用してほしい」と
いうことでした。
今回の講演が摂食・嚥下，歯科訪
問診療の一助となる内容でした。

（取材・広報部 福井雅之）

イブニングセミナー３
開業医が取り組む摂食・嚥下リハビリテーション（入門編）

～診療室からはじめる口腔機能向上へのアプローチ～

学 術
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昨年一昨年と小児咬合育成に対し
ての床型矯正装置と咬合誘導のセミ
ナーを行なってきましたが，今年１０
月２８日は過去大盛況であった
MTMセミナーが３年ぶりに帰っ
てきました。講演を通してMTM
の基本である傾斜歯のアップライ
ト，残根歯の挺出に対する基礎的背
景についての解説があり，基本術式
をタイポドントによる実習を行いな
がらマスターするものです。
はじめに，福本恵吾講師により趣
旨説明があり，次ぎに山本英之講師
による，なぜMTMを行うのかを
臨床例を通して解説，そして数多く
の経過症例からは様々な応用例の講
義がありました。MTMのMinor
とは簡単なという意味ではなく，歯
を移動する距離が短く，かつ移動す
る歯の数が少ないことを意味し，重

要なことは移動歯のみ移動し，固定
源は移動させないことである。イン
プラント埋入を行うに際して，状態
の悪い歯をエクストリュージョンに
より挺出させ，骨を吸収させないこ
とも可能である，つまりエクスト
リュージョンは歯のリサイクルであ
る。MTMは「できる」から行う
のではなく「必要」だから行う，と
いう言葉が印象的でした。
今回のセミナーでは，ワイヤーベ
ンディング，残根状態の下顎第２小
臼歯のエクストリュージョン，近心
傾斜した第２大臼歯のアップライト
の実習がありました。実習は８班に
分かれて本学矯正学教室の先生方８
名に丁寧に指導いただきました。受
講生は自分で設計した装置上をタイ
ポドント模型に装着し，温浴槽に入
れることにより実際に歯が動くこと

体験することができました。
また昼休みには講師の先生に臨床
模型にて相談されている熱心な先生
もいらっしゃいました。午後実習の
後には西井康講師により，アップラ
イトのメカニクスを考える時には次
の５つが重要である。１，ループの
構成要素，２，活性化，３，固定，
４，作用反作用，５，モーメントと
いうことで、これらをたいへん分か
りやすいシェーマを用いて解説いた
だきました。
東京歯科大学矯正学教室の全面的
な協力を得ての研修は、マンツーマ
ンに近く受講生に対する懇切丁寧な
指導もあり，明日からの臨床を行う
にあたり内容のとても充実した１日
となりました。

（取材・広報部 山口雅史）

臨床実習セミナー２
「たったこれだけ！MTM！」

～タイポドントでマスターする基本の『き』～

学 術
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母 校 だ よ り

カナダ・エドモントンで開催され
た「第５回 IBAF女子野球ワール
ドカップ」（８月１０日～１９日）に本
学第２学年直井友紀（なおい ゆき）
さんが参加し，史上初の３連覇に貢
献しました。
女子野球ワールドカップは，２００４
年から２年毎に開催されており，今
回はカナダ・日本・米国・オースト
ラリア・台湾・キューバ・ベネズエ
ラ・オランダの８カ国が参加しまし
た。
直井さんは，代表選手２０名に，外

野手部門として選出され，１０試合の
うち６試合に出場し１０打数４安打，
２打点で，打率．４００の好成績で，
守備では捕手として２試合を守り抜
きました。
日頃は，千葉キャンパスで勉学に
勤しみながら，埼玉県に拠点を置く
「侍」という女子硬式野球チームで
練習をしています。
７月２４日，水道橋校舎の学長室
で，井出吉信学長に約束した通り，
見事，優勝，そして，３連覇を成し
遂げました。

第４４回東歯祭が平成２４年１０月２７日
（土）～２８日（日）の２日間にわた
り開催された。今年は杉浦貴則実行
委員長（３年）を中心に，精鋭実行
委員が一丸となって企画・準備・運

営にあたった。天気予報では最終日
は雨の予報だったが，みんなの思い
が届いたのか穏やかな天候に恵まれ
た。恒例となっている展示部門では，
多くの人が足を止めて学生の説明に

耳を傾け，模擬店前では子供連れの
家族が美味しそうに食べ物を頬張る
姿が見られた。荒牧陽子のスペシャ
ルものまねライブや，地元千葉に本
拠地を置く千葉ロッテマリーンズか

第 ４４ 回 東 歯 祭 開 催

本学第２学年 直井友紀さんが「第５回 IBAF女子野球
ワールドカップ」で史上初の３連覇に貢献！

写真提供：日本女子野球協会
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らもマー君ファミリーと公認チア
リーディングチーム：M☆splash‼
が今年も参加し，ダンスショーなど
華やかな演出で盛り上がった。千葉

西高等学校吹奏楽部の演奏や，近隣
の児童によるちびっこダンス等の参
加協力もあり，２日間で約２，０００名
を動員した大学祭となった。

第４４回全国歯科学生総合体育大会
夏季大会は，鹿児島大学歯学部が事
務主管となり，８月１日（水）から
８月１３日（月）まで九州地方を中心
に猛暑の中，連日各地で熱戦が繰り
広げられた。本学からは，２０部門３５６
名の部員が大会に参加した。水泳
部，硬式庭球部が優勝に輝き，硬式
野球部が準優勝，ボウリング部と少
林寺拳法部が３位となった。
本大会の報告会が，９月１４日
（金）午後６時から厚生棟１階食堂
で行われた。今年は総合４位とな
り，各クラブの健闘が光った。
開式の言葉，２０参加部門各クラブ
主将からの挨拶に引き続き，渡辺
知明歯学体評議員から「総合得点
１１４．５点を挙げて２９歯科大学歯学部
のうち総合４位」の成績を収めまし
たと井出吉信学長に報告がなされ
た。
井出学長からは猛暑の中，各クラ
ブの健闘を称えた労いの言葉と，来
年は今年より一つでも順位を上げる
よう激励の言葉を祝辞として頂き，

優勝・準優勝を成し遂げた３クラブ
に学長賞が手渡された。
続いて入賞・ポイントを獲得した
３位以下のクラブに，父兄会賞とし
て父兄会長代理の佐藤学生部長から
金一封が授与された。
最後に矢﨑秀昭同窓会長から，各
クラブを代表して渡辺歯学体評議員
と，第５回女子野球ワールドカップ

にマドンナジャパンの日本代表とし
て出場した直井友紀さん（２年）に
同窓会賞として金一封が手渡され
た。
引き続き矢﨑同窓会長の乾杯の発
声と同時に会食が始まり，あっとい
う間にテーブルに並べられていた料
理が無くなり，盛会裡に無事会を終
了した。

第 ４４ 回 歯 学 体

入賞部門 順位

部 門 名 順 位

水 泳 部 総合優勝，男子団体優勝

硬 式 庭 球 部 総合優勝，男子団体優勝，女子団体準優勝

硬 式 野 球 部 総合準優勝

ボウリング部 総合第３位，団体第３位

少林寺拳法部 総合第３位

サ ッ カ ー 部 総合第４位

陸 上 競 技 部 総合第４位

バレーボール部 総合第５位，女子団体第５位

剣 道 部 総合第５位

弓 道 部 総合第６位，女子団体第５位，男子団体第６位

ス キ ー 部 総合第６位

ゴ ル フ 部 総合第７位，女子団体優勝

母校だより
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支部のうご き

近畿地域支部連合会

連合同窓会ゴルフコンペ
平成２４年８月１９日（日），兵庫県に
ある吉川ゴルフ倶楽部にて近畿連合
同窓会のゴルフコンペが開催されま
した。現地は前日ひどい雷雨だった
そうですが，当日は快晴でグリーン
や芝の状態もよかったです。ただか
なり暑く日差しも強かったので，小
まめに水分補給をするなど熱中症対
策をしながらのラウンドとなりまし
た。
コースは距離は長くはありません
が，ややトリッキーな印象を受けま

した。またいつか挑戦したいと思わ
せてくれるコースでした。キャ
ディーも的確なアドバイスができ，
礼儀も正しく大変印象が良かったで
す。
優勝は宗本匡由先生で，アウト

４３，イン４２のトータル８５，HDCP
１５．６，ネット６９．４でした。
ベストグロスは冨山佳寿人先生
で，アウト４２，イン３８のトータル８０
でした。
来年は５月の第二週の日曜日に開
催予定です。近畿地区の先生方には

案内状を郵送させていただきます。
これまで参加されていない先生
方，またゴルフを始めたばかりの先
生などにも是非参加していただきた
いです。
多数の先生方と来年お会いできる
のを心から楽しみにしています。
今回の結果は以下の通りです。参
加していただいた先生方に心から感
謝いたします。ありがとうございま
した。
（大阪府支部広報・髙木祥広 記）

順位 氏名 OUT IN GROSS HDCP NET

１ 宗本 匡由 ４３ ４２ ８５ １５．６ ６９．４ （兵 庫）
２ 崎山 裕行 ４８ ３８ ８６ １４．４ ７１．６ （兵 庫）
３ 山本 勇一 ４１ ４４ ８５ １３．２ ７１．８ （大 阪）
４ 戸村 博臣 ４４ ４３ ８７ １３．２ ７３．８ （和歌山）
５ 冨山佳寿人 ４２ ３８ ８０ ４．８ ７５．２ （滋 賀）
６ 中村 忠 ４３ ４２ ８５ ９．６ ７５．４ （滋 賀）
７ 髙木 祥広 ５４ ５４ １０８ ３２．４ ７５．６ （大 阪）
８ 西村 亮介 ４６ ４９ ９５ １９．２ ７５．８ （兵 庫）
９ 栗山 雄治 ４９ ５０ ９９ ２１．６ ７７．４ （和歌山）
１０ 永田 賢司 ５７ ５６ １１３ ３２．４ ８０．６ （京 都）
１１ 守内 秀樹 ５３ ５６ １０９ ２７．６ ８１．４ （兵 庫）
１２ 田中 紀夫 ５３ ５３ １０６ ２４．０ ８２．０ （和歌山）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２５年
２月３日（日）
午後２時３０分～

口腔衛生学の目指すところ
～むし歯予防から口腔ケアまで～

松久保 隆教授
（東歯大衛生学講座）

琵琶湖ホテル
大津市浜町２－４０
TEL０７７－５２４－７１１１

滋賀県支部
連絡先
担当・尾松素樹

TEL０７７－５２２－３２１０

支部会員
同窓会員
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神奈川県支部連合同窓会

島村 大 後援会発会式開催
７月２３日に自民党神奈川県連より
次期参議院選挙神奈川選挙区公認候
補予定者として発表され，８月２日
に自民党本部より公認を受けた島村
大先生（本会副会長，昭和６０年卒）
の東京歯科大学神奈川県支部連合同
窓会後援会発会式が，１０月６日
（土）午後７時より，神奈川県歯科
医師会館５０１号室において行われ
た。会は２部構成で行われ，第１部
が発会式，第２部が選挙プランナー
による記念講演であった。
第１部は後援会幹事長に就任した
鶴岡裕亮本会渉外担当理事の司会で
進行した。
はじめに，本会杉山紀子会長より
「島村先生を効果的に支援するため
にどうしたらよいかを検討し，自民
党神奈川県連の意向を確認した上
で，関係各方面と相談しつつ，後援
会設立の準備をし，今日発会式を迎
えることができた。今一番大切なこ
とは，一日も早く多くの方に島村先

生のことを知っていただくことであ
り，後援会の活動に是非ともご協力
をお願いしたい」と開会の挨拶が
あった。
ついで，島村先生の強い要望で後
援会代表に就任した加藤木 健本会
相談役より挨拶があった。
加藤木先生は，島村先生と大学在
学中ヨット部で活躍中からの知己で
あり，今日までの島村先生との交誼
を述べられ，「大らかで明るい性
格，先輩同僚後輩に慕われている」
と島村先生を紹介された。そして，
島村先生の歯科医師連盟での活躍ぶ
りを披露され，なかでも昨年４月に
は日本歯科医師連盟理事長に大抜擢
されたことを話された。さらに今年
に入り，菅 義偉自民党神奈川県連
会長の推薦で，次期参議院選挙の神
奈川選挙区候補の公募に応募し，合
格。そして自民党神奈川県参議院選
挙区第３支部長に就任するまでの経
緯を紹介された。今後の島村先生に
対しては，「県下を隅々までまわり，

我々歯科だけでなくあらゆる会合に
顔を出し，県民に対して社会保障制
度について理解を求め，医療の重要
性を充分に訴え，絶大な支持を得る
よう頑張っていただきたい」と述べ
られた。そして会場に向かって「身
内であるわれわれ同窓会員が先頭に
立って，さらに一丸となり，当選に
向けて最大限の支援を心よりお願い
したい」と熱いメッセージを送られ
た。
次いで来賓の紹介に移り，富田
篤神奈川県歯科医師連盟会長と矢﨑
秀昭東京歯科大学同窓会会長よりご
挨拶をいただいた。
富田先生からは，「自民党から公
認をもらったことは非常な名誉なこ
と。今回のチャンスを我々連盟とし
ても精一杯応援していきたい」と述
べられた。
矢﨑先生からは「島村先生は日歯
連盟の前理事長であり，日本の歯科
界の厳しさ，問題点を全て把握して
いる。このような方が国政の場に挑
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戦するということは歯科界にとって
は大歓迎」と述べられ，さらに「私
も同じ補綴学第三講座の出身で，
関根 弘門下で一緒に学んだ仲間で
ある。関根先生の教えのなかに，歯
科医師になったからにはよく学びよ
く稼げ，そしてよく遊べ，というの
がある。そして東京歯科大学中興の
祖といわれる血脇守之助先生にも，
世の中は五分の真味に二分侠気あと
の三分は茶目でくらせよ，というお
言葉がある。島村先生はこの二人の
教えを忠実に守り，名前の如く大人
物に成長した。島村先生は明るく爽
やかなイメージがあるが，反面大変
したたかな面もあるので，国政には
とても適していると思う。本部同窓
会としても全面的に支援するつもり
である」と述べられた。
次に，公務のため欠席された金子
譲東京歯科大学理事長から届いた
「国家，国民のため活躍してもらい
たい。先生ならできます」との激励
のメッセージを，杉之内俊郎専務理
事が披露した。
その後，鶴岡幹事長より後援会役
員の発表と紹介がなされた。
次いで，島村 大先生から所信表
明があった。島村先生は，「開業し
て医療の現場を経験するうち，保険
医療政策を決めているのは現場の声
ではないことに疑問を持ち始め，
徐々に政治に興味を持つようになっ
た。その後，神奈川県歯科医師連盟
で政治を勉強し，国策で医療政策を
決めていることが少しずつわかって
きた。それから勉強すればするほど

矛盾を感じるようになり，例えば，
医科と歯科の差が激しいことを痛感
し，ではどうしたらよいか。どう解
決したらよいかと考えたときに，ひ
とつは一人でも多くの歯科医師が国
政の場へ出て，現場の実態を伝える
ことが重要だという結論に至った」
と述べられ，「いろいろな経緯から
現職の日歯連盟理事長を途中で辞任
してよいかということについて非常
に迷いそしてご迷惑をおかけしたこ
とと，また，まず同窓会の方々にこ
のような政策を実現させるために公
募に応募したいとの旨をお伝えし，
了承を得てからが筋であるがそれが
出来なかったことに対してお詫びを
申し上げたい」とお詫びの言葉を述
べられた。そして，「今回のチャン
スは最初で最後だと思い決断した。
神奈川県から医療制度が変わったと
いってもらえるよう頑張りたい」と
決意の言葉を述べられた。
最後に大山萬夫東京歯科大学同窓
会名誉会長に，応援をかねたご挨拶
をいただいた。大山先生は，「島村
先生の所信表明を拝聴したが，現在
の日本の状況，歯科界の状況を全て
ご存じで，それに対してどう対応し
たらよいか，細かく考えている。非
常によく勉強されていると感じた」
と述べられ，そして「全県を挙げて
応援していただき，当選してもらい
たい。そして当選後は，益々しっか
りしたスタンスを持って活躍しても
らいたい」と述べられた。
第２部は，選挙プランナーでアス
ク株式会社代表取締役社長の三浦

博史氏による記念講演が行われた。
三浦氏は，石原慎太郎東京都知事，
森田健作千葉県知事，仲井真弘多沖
縄県知事，黒岩祐治神奈川県知事等
の選挙に携わった名選挙プランナー
で，独自の選挙キャンペーン関係者
ネットワークを駆使した選挙当落予
測にも定評があり，文藝春秋の他，
サンデー毎日，日刊ゲンダイ，夕刊
フジ，スポーツ報知等に選挙予測が
掲載されている。また「あなたも今
日から選挙の達人」等著作も多い。
三浦氏からは，選挙については全
くの素人のわれわれに「選挙のイロ
ハ」を教えていただいた。その中で
「来賓挨拶にあった島村先生の茶
目っ気は選挙にはとても有利。必勝
のためには，まず組織内で島村先生
の“熱”を周囲に伝導（熱伝導）さ
せることが先決」と述べられ，来年
の参院選までに，およそ必要と思わ
れる戦略，戦術をお話しいただいた。
そ の 後 場 所 を 移 し，「BAR
BRIKS」で懇親会が開かれた。
懇親会は，猪狩有博本会厚生担当
常務理事の司会のもと，正木秀尚神
奈川県歯科医師連盟理事長の挨拶で
開会し，髙橋義一東京歯科大学同窓
会専務理事に乾杯のご発声をいただ
いた。島村先生を中心に懇親の輪が
広がり，今後の島村先生の活躍に多
くの期待が寄せられるなか，伊東
博敬後援会副幹事長のユーモア溢れ
る閉会の挨拶でお開きとなった。

（広報・渡邊宇一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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長 野 県 連 合 会

平成２４年度総会
平成２４年９月２９日（土）諏訪市のラ
コ華乃井ホテルにおいて，東京歯科
大学同窓会長野県連合会総会が開催
され，県内各支部より４２名の会員が
出席した。
総会に先立ち午後２時３０分より支
部長会が行われ，任期の変更に伴う
役員人事等についての再確認と同窓
会本部評議員会の内容伝達法につい
ての確認が行われた。
午後３時より長野県連合会総会が
開催され，来賓として同窓会本部よ
り同窓会副会長の梅村長生先生，信
越地域支部連合会長の阿部晴弘先生
（新潟県支部），大学より本学学長
の井出吉信先生，本学オーラルメ
ディシン・口腔外科学講座教授の
片倉 朗先生をお迎えした。池田
守人連合会長の挨拶の後，本学同窓
会梅村長生先生より祝辞を賜り，学
長の井出吉信先生から，現在の学生
教育，本年度の国家試験の合格率，
特にここ数年は国家試験の難易度が
上がっていて，以前のような状況で

はなく，大学も学生の教育には苦労
しているとの事。東京歯科大学の千
葉校舎から水道橋さいかち坂校舎へ
の移転状況など，詳細にわたってお
話しいただいた。
来賓祝辞の後，議長・副議長を選
出，物故会員への黙とう，会務報
告，平成２３年度会計報告，監査報
告，長野県連合会総会次期開催地に
ついて話し合いが行われ，無事に閉
会した。
引き続き学術講演が行われ，本学
オーラルメディシン・口腔外科学講
座教授 片倉 朗先生より「周術期
の口腔ケアで歯科医療に求められて
いること」をテーマに講演が行われ
た。市川総合病院の施設紹介を交え
ながら，今年の４月の歯科診療報酬
改定により，周術期の口腔管理に関
しての点数が新設されたことに関し
て，市川総合病院での周術期，特に
がん治療に対する口腔ケアの取り組
みについて解説していただいた。適
切な口腔ケアを行うことにより，が
んの治療上起こりうる合併症のリス

クを軽減させ，治療の成功をサポー
トする，そして一般開業医がどのよ
うに周術期の口腔ケアに協力してい
くのが望ましいかの解説があった。
講演終了後，記念写真撮影を行
い，懇親会が開催された。懇親会で
は，地元諏訪市歯科医師会会長落合
公昭先生にご臨席賜り，世代を越え
て懇親を深めることができ，大変盛
大で有意義な会となった。今回はア
トラクションとして「ジャンケン大
会」を企画し，賞品には地元諏訪産
の松茸を用意させていただいた。
翌３０日（日）には，諏訪湖カント
リークラブにて，親睦ゴルフコンペ
が行われた。
台風が近づく中，天候も心配され
たが，参加された多くの先生方は，
素晴らしいショットを披露してい
た。優勝は飯島和彦先生（中信支
部），準優勝は竹内忠彦先生（中信
支部），３位は矢嶋幸弘（南信支
部） （矢嶋幸弘 記）
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千 葉 県 支 部

千葉県千葉支部（水葉会）
千葉市は「水葉会」という名称で
活動を行っており，会員数は約１０５
名で例会は年５回，総会１回で，ほ
ぼ２か月に１回は開催しています。
今年度より，会の活性化を図るため
に以下の改革を行いました。
１）開催曜日を土曜日とする。
今まで月末の水曜日を基本的な開
催曜日としていましたが，水曜日は
歯科医師会の行事や委員会と重なり
出席できない先生も多いため，比較
的歯科医師会の行事が少ない土曜日
に開催することによってより多くの
出席者を期待するためです。
２）開催形式
今までの例会では飲食を先にと
り，その後講習会を行う形式でした
が，せっかくの講演を聴くときに集
中できないこともありましたので，
今年から先に講演を聴いてそのあと
懇親会を兼ねた食事会を行うように
いたしました。
３）参加者
基本的に例会はオープン参加可能
にしました。いつもすばらしい講師
を招いた講演会なので他大学の先生
方にも聞いてもらいたいと考え東歯
大同窓に限らず他大学の卒業でも参
加できる形式にしました。
４）他大学同窓会との合同講習会
千葉市では，市の単位で定期的に

例会を行っている同窓会が，東歯大
以外に日本歯科大学（富士見会），
日本大学歯学部（三火会），東京医
科歯科大学があります。これらの同
窓会と合同講習会を開催することに
より，お互いの会の活性化を図れる
のではないかと考えました。
主に以上の４点を改革点として活
動を行っていますが，この他にも奥
羽大学歯学部および松本歯科大学の
先生方にも協力を呼びかけ幹事等も
引き受けてもらい，会への多大なる
御貢献を頂いています。
この改革により，今年はすでに下
記の４回の例会を行いましたが，出
席者は以前の倍近い人数になり活性
化を図れております。
○第１回 ４月７日
講師 関根秀志先生（水道橋病院

口腔インプラント科 准教
授）

○第２回 ５月１９日
講師 齋藤 守先生（県歯科医師

会 社保担当理事）
○第３回 ７月１４日
講師 佐藤 亨先生（東歯大クラ

ウンブリッジ補綴学講座
教授）

○第４回 ９月２９日
講師 福本恵吾先生（都内開業

東歯大卒研セミナー 講師）

特に，第４回は日本歯科大学千葉
市同窓会との合同講習会（交流会）
の形式にしましたが，日本歯科大学
から多くの先生に参加して頂き，二
次会までとても盛り上がり活気のあ
る交流会になりました。

合同講習会から得られたことは，
①人数が多い方が楽しく，色々
な話題が出る
②今まで話す機会がなかった先
生とも話ができる
③違う出身校だと違う考え方が
聞ける（臨床において）
④同じ市の歯科医師会会員だか
ら話が分かる
⑤今まで一緒の委員会活動など
をしてきた仲だから楽しい

などが，挙げられます。
今後も日本歯科大との合同講習会
を定期的に行いたいという希望も出
され，また，他の同窓会ともこのよ
うな交流を行って行ければより活性
化が図れると感じました。
今後も実りある講習会を開催した
いと考えており，千葉市以外の先生
の参加も歓迎いたしますので，ご参
加お待ちしています。
（千葉支部支部長・法花堂 治 記）
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横浜鶴見支部

９月１７日（日）より１泊で，８名
参加のもと伊豆修善寺方面へ出掛け
た。本年めでたく米寿を迎えられた
香山和美先生のお祝い会を兼ねた会
員旅行である。
川崎から特急で約１時間２０分。心
地よい列車の揺れに車中宴会も盛り
上がり大仁へ。鮎釣りが趣味の香山
先生。そこで昼食は大仁温泉の鮎釣
り宿「一二三荘」で狩野川の採れた
て鮮度抜群の鮎の刺身から，うるか
（鮎の塩辛），丸々とした脂の乗っ
た塩焼きをかぶり付き，〆の鮎の炊
き込みご飯と鮎づくしの料理を堪能
した。
旅館のチェックインまで時間があ
るので，伊豆唯一のワイナリー「中
伊豆ワイナリー」でブドウ畑を望み
ながらワインの試飲を楽しむ。朝か
らビールに焼酎，日本酒とここでは
ワイン。一通り呑んだから「夜はウ
イスキーで行こうか」とほろ酔い。
宿泊先の修善寺温泉「宙 SORA」
にチェックイン。夕暮れの露天風呂
につかり，日頃の疲れを癒した。
お祝い会は，佐藤秀夫会長の挨拶
の後，香山先生に記念品（目録）の
贈呈がなされた。気になる目録の中
身は，愛妻家であり美味しいものが
大好きな先生に「奥様同伴お食事会
招待券」が送られた。次いで吉田
礎久先生が，先生の益々のご健勝を
祈念して声高らかに乾杯の発声を
行った。
斬新で手の込んだ美味しい料理と
祝い酒を楽しんだ。途中，同級生で
ある本学一期会会長の西山 巌先生
（横浜北部支部）からのお祝いメッ
セージが披露された。旅行不参加の
会員からのお祝いメッセージの後，
参加者からお祝いの言葉が伝えられ
た。

２次会はカラオケルームを貸し切
り，主役の先生と肩を組み合って，
軍歌を唄い込んだ。
翌朝は朝食後，チェックアウトま
でのんびり過ごした。それでも一カ
所くらいは観光と「修禅寺」を参拝
するも「暑いな。こりゃ，蕎麦屋の
座敷でゆっくりするか」と足早に蕎
麦処「朴念仁」へ。玉子焼き，桜エ
ビのかき揚げをつまみ，おろし蕎麦
を啜る。おかわり続出。人気店と
あって待ちの長蛇の列。顰蹙をかう
前に修善寺駅へ移動。特急列車の出
発まで，喫茶店でテータイム。呑み

直す者，カレーライスを食べる者，
ホットケーキをペロッと平らげる
者。最後まで盛り上がりを保ちつつ
特急列車にて帰路に着いた。

（宇佐美貴弘 記）
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岡 山 県 支 部

第４０回在校生激励会開催
岡山県支部の夏の恒例行事「在校
生激励会」は今年で４０回目を迎え，
平成２４年８月１１日（土）に岡山市の
「中華 海華楼」で行われました。
今回は目下夏休み中の岡山県出身の
母校在校生１１名中６名の学生出席が
あり，父兄や先輩に囲まれて楽しく
賑やかに夏の夜を過ごしました。
倉田庸生支部長の挨拶の後，齋藤
治典顧問の乾杯で始まった宴会では
最近の大学の様子を学生に聞いた
り，自分達の学生時代に想いを馳せ
ながら昔話で盛り上がるグループも
あったりで，和やかな雰囲気の中で
美味しい中華料理に舌鼓をうちまし
た。この会は母校の在校生と岡山県
内の先輩・父兄が一堂に会し歓談す
ることで親交を深め，多少なりとも
学生の将来役に立つような話をして

相互理解出来るように，そして卒後
出来るだけ郷里岡山に戻り岡山県支
部の一員として活躍してもらいたい
との思いで４０年前から毎年続けられ
ています。この会に出席される父兄
の中には歯科界のことには全く不案
内の他業界の方も多く，歯科につい
て熱心に教わる姿も見受けられま
す。第１回の在校生激励会が昭和４８
年８月２６日に岡山市内で開催されて
以来，毎回３０名位の参加者で学生を
温かい激励の言葉で迎える内，時に
は若いパワーに逆に親の方が激励さ
れる場面もあって笑いを誘います。
昭和５５年からは姉妹校の松本歯科大
学，東北歯科大学（現奥州大学歯学
部）との３校合同の激励会に発展
し，お互いの在校生やOB・父兄は
この会を通じて有意義な交流を深め
ました。やがて各大学の卒業生も増

え，それぞれに立派に一本立ちされ
て平成２年からはそれぞれ独自のや
り方で行うことになり，現在は東歯
の在校生のみの激励会に戻って行っ
ています。なお姉妹校としての交友
関係は解消したわけでなく，３校合
同の学術講演会などのような形で現
在も交流は末永く続いています。

（佐藤征紀 記）

支部のうごき
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クラス会だより

い と し 会 昭和２４年卒

平成２４年１１月１日（木），昨年同様
「つきぢ田村」にて，いとし会総会
を行いました。出席者（敬称略）堀
夫妻，杉本，和田，山田（英），鈴木
（和），杉浦，神山（五），小山田，
熱田，鈴木（義）夫妻，白川夫人，
吉田夫人，齋藤夫妻，以上１６名。前
日に無理押しにお願いした井出学長
が来賓としてお見えになり，暗くな
りがちな高齢クラス会を明るく，盛
り上げて頂きました。大へん有難く
感謝致しております。水道橋で学び
育った我々と，稲毛こそ我母校と信

じる同窓とのギャップは，時の流れ
を待つしかなさそうです。総会に入
り会務，会計報告，今年度亡くなら
れた吉田（邦）君，太田君，小山君，
佐々木君のご冥福を祈り，２０数年振
りに現れた栃木の鈴木（和）君の乾杯
で宴会になりました。宮城の杉本君
の震災談，１人１人の６３年の軌跡
は，多くを語りたがらぬだけに心に
響くものがありました。今回５６名に
案内を出しましたが返事なし９名，
〇欠３７名，理由をみると歩行困難，病
院通い，介護，ねたきり等，「元気

です」は４名だけでした。上手に持
ち上げられて幹事を引受けました
が，「さて来年はどうなるかな」と
思い乍ら会場をあとにしました。

（齋藤 久 記）

クラス会開催日程

シ チ ヤ 会（昭和４８年卒） と き 平成２５年９月７日（土）
ところ 東京 帝国ホテル
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二 期 会 昭和２９年卒

季節外れの台風が東海上に過ぎ去
り，晩秋の陽光が仄かな温もりを与
えてくれる１０月２０日（土）午後６時，
集いしは１３名の傘寿を過ぎし昔の若
人，足取りも軽くと書きたいが，そ
れはそれ全員が後期高齢者，寄る年
波の足取りだが，わが大学の教育を
受けし錚々たるメンバー，一人とし
て遅参する者もなく定刻にホテル・
メトロポリタン・エドモンドに参集
し，２年ぶりに二期会を開催した。
先ず，会長の高田君より「２年ぶ
りに二期会を開催できた喜び」を盛
り込んだ挨拶の後，高添君が闘病中
の丸島君の近況や高齢化社会の進む
世の流れの中で如何に優秀な学生を

確保するか教育施設としての大学の
難しさ，今後の歯科医学・医療の将
来像等々，薀蓄のある話の後，参加
者と二期会全員の健康を祈念して声
高らかに乾杯をし，若き頃よりそれ
程飲めなくなったとはいうものの，
世の高齢者に比して旺盛な食欲と酒
量で懇親会は大いに盛り上がり，参
加者一人一人がまだ現役として活躍
している現況や後継者のこと，とく
にお孫さんの話には大きな花が咲
き，時の経つのも忘れ，元気な中は
参加できる者だけでもと，来年の再
会を約して散会した。
卒業時，１００名強を数えた二期の
メンバーも，半数が黄泉の国へ旅立

ち，現存者は４９名となり，また，そ
の半数が体調不良を訴え，参加不能
という寂しい状況となったが，これ
も高齢化社会の現況を鑑みる時，正
に感一入である。
当日の参加者は，梅宮，酒井，佐藤

（卓），佐藤（正），杉山，高添，髙田，
髙橋（廉），並木，松岸，宮下，依田，
鳴神の１３名にゲストとして依田夫
人，松岸令嬢の２名が参加された。
二期会諸兄・姉の末永いご健勝を
祈念しつつ，お互い元気な中は二期
会の開催を来年もと約し，筆を置く
こととしたい。 （鳴神保雄 記）

クラス会だより
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八 紫 会 昭和３５年卒

平成２４年度の八紫会旅行は１０月６
日（土）７日（日）に群馬県の草津温泉
「望雲」にて開催されました。今年
度は群馬県でとの依頼があり早速同
郷の片野君と相談の上，前回は伊香
保温泉で開催しているので，今回は
全国で人気№１の草津温泉でと企画
することにしました。
１０月６日１４時高崎駅に集合，参加
者は１６名で，手配の大型観光バスで
草津温泉へ出発。「ようこそ群馬へ」
と，赤城，榛名，妙義の上毛三山が
八紫会の皆様をお迎えしてくれる予
定でしたが，生憎雲に隠れてその美
しい姿の一部しか見せて呉れません
でした。しかし「花より団子」後部
サロン席で用意してあった群馬の地
酒で宴会が始り昔話に花が咲きまし
た。途中「コンクリートから人へ」
と建設が難航している問題の「八ッ

場ダム」を車中より眺めながら無事
目的地草津温泉へ。
草津温泉は，全国一と言われる毎
分４０００Ｌの源泉量を誇り，「望雲」は
１５９９年創業２つの源泉を引く大浴場
がある老舗の旅館です。その大浴場
で旅の疲れを洗い流し，７時より懇
親会が開宴となりました。世話人の
橋詰君より会の現況と世話人の紹介
（櫻井善忠，長井正行，春原 肇，
渡辺典子君）があり，昨年の旅行以
後逝去された渡邊作一朗，宝田 勇
両君の冥福を祈り黙祷し，遠来の岡
山県林君の乾杯で，宴会が始りまし
た。
翌日は草津名物の湯畑を見学した
後，浅間山麓を通過する鬼押ハイ
ウェイに入り，途中天明３年の大噴
火の時にできた鬼に似た奇岩の溶岩
原の中にある鬼押出園にて休憩，そ

の後旧軽井沢の万平ホテルで昼食…
そばの名所長野で中華料理とは芸が
無かったかな？…紹興酒で又酔い軽
井沢に別れを告げ，上信高速道で紅
葉の始まった妙義山を右手に眺めな
がら高崎駅に向かい来年を約して散
会と成りました。
来年は花岡君に頼んで三陸バス巡
りを企画して貰っております。「大
勢の皆様」に再会出来ることを楽し
みにしております。（冨沢憲男 記）

「追記」
来年の旅行は１０月１２日（土）１３日

（日）１４日（祝）三陸バス巡りを企画し
ています。今から予定をして置いて
下さい。
成る丈け早く旅程をお知らせしま
す。

クラス会だより
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踏 志 会 昭和４１年卒

第４７回踏志会総会を１０月２０・２１日
の二日にかけて志摩観光ホテル（三
重県）に於て会員３１名，ご家族１２名
の出席のもとで開催しました。
前日より宿泊の田中紀夫・令子ご
夫妻，山本芳隆君，城所 繁君の４
名は，ミズノクラシックでおなじみ
の名門賢島カントリークラブでゴル
フを楽しみ，青森より出席の小泉君
ご夫妻は，ゆっくりと静養された様
子でした。
到着が懇親会に間に合わず，翌日
も急用で朝食をとってすぐに帰って
しまわれた野坂洋一郎君不在のまま
ですが，記念写真撮影の後総会に移
りました。総会は昨年と同様，学年
副主任をしていただいた江﨑梅太郎
先生ご夫妻にもご出席いただき，昨
年安比高原での総会以後逝去された
山口英男君・佐藤邦典君・林 忠司
君３名のご冥福を祈って黙とうのの
ち，会長より大学の近況・同窓会員

より大学への寄付金の話があり，次
いで会計報告・次年度踏志会の開催
を高橋君の幹事のもと横浜で開くこ
とに全員賛同で閉会，懇親会に移り
ました。志摩観光ホテルの料理を楽
しみながらそれぞれが昔の思い出，
近況で話が尽きませんでした。今回
は江﨑先生の友人で昭和３０年卒の
中西亨之先生より地元志摩名産の
「柿」の差し入れをいただき，全員
で賞味させていただきました。その
後，２次会に移りましたが，奥様方
も交えてほとんど全員が出席で幹事
としてはうれしい限りでした。
２日目は“日の出”で有名な「二
見ヶ浦興玉神社」の参拝と「神宮
（伊勢神宮）」の垣内参拝をしまし
た。玉砂利の長い参道もみんなで歩
けばなんのその，全員で参拝，お祓
いを受け，神楽を上げて新鮮な気持
ちになりました。その後，伊勢志摩
の名物“手こね寿司”を食べて今回

の行事は無事終了。神宮のお札はゴ
ルフで好成績であった城所君に管理
をお願いして，バスで宇治山田駅に
て解散となりました。
２日共天候に恵まれて少し暑いく
らいでしたが，神宮が２０年に一度の
遷宮を来年に控えているせいか参拝
の人出が多く，皆様自宅に帰ってい
ただくには交通の便のあまりよくな
い場所ということで，解散時間を早
くした為あわただしい踏志会となり
ましたことをお詫びいたします。

（担当幹事・武藤章美 記）

奥様方も交えて二次会を…

クラス会だより
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志 学 会 昭和４２年卒

卒後４５年の志学会総会は平成２４年
１０月１３日・１４日に東京で開催，いろ
いろな事がありました会員４２名が参
加。飯田橋ホテルエドモント千鳥の
間では，大岡会長挨拶のあと３月に
逝去の増田憲司君，高垣順吉君に黙
祷が捧げられた。
会務，会計報告に続き，本年同窓
会会長，副会長に就任の矢﨑，宮地
君に会から就任祝いが贈られた。
矢﨑新会長は所用で欠席，宮地副会
長が挨拶，ついで大学現況報告が
あった。時間も押したのでここで閉
会。お招きした服部先生を囲み夫人
連７名も加わって記念撮影。
懇親会は服部先生の乾杯で開会，
寿司，そばコーナーに皆集まる，や
はりこの年代和食が良いらしい。途
中，震災その後として中村，浅野両
君の報告。まだまだで風化させては

いけない。
来年は長野での総会，ホテル予約
済，日程表もありと飯島（和）幹事
の意気込みすごく，行かねばなるま
い！９時に閉会，話の続きは２次会
でということで会場を「ブバリア」
に移した。
２日目は恒例バス観光，２７名（夫
人７名）参加があり一般旅行者なみ
に浅草を目指した。
神保町，須田町を経て秋葉原に，
アキバといえばAKB４８，その本拠
地を横に見て到着。観音様のお参り
を済ませて仲見世へ，相変わらず混
雑している。
浅草寺をバックの記念撮影，外国
人観光客のポーズはお国柄が出てい
て面白い。次は東京タワーへ，おり
しも IMF（国際通貨基金）の国際
会議で厳重警戒の日比谷付近を突っ

切って到着。
ゴジラに何度も壊され復活してい
るが１５０mの展望台ではここより高
いビルがあり……時代である。昼食
は徒歩４～５分の豆腐会席料理「う
かい」へ，造園されたとはいえ箱根
か湯河原かと勘違いしそう。とうふ
料理のほか，おあげの田楽，竹筒に
入った冷吟醸酒に人気があった。一
同くつろげた様である。そして東京
駅に向かったがハプニング，中央口
にバスをつけるつもりが人混みで不
可能，駅はリニューアルして一つの
街と化し最新人気スポットとなって
いたのだ。
だいぶ手前で降車，長野での再会
を期し散会，東京駅散策を楽しんで
もらった。 （赤穂英生 記）

クラス会だより
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ひ と は 会 昭和４５年卒

大学１８回生に由来する我々「ひと
は」会の仲間は卒後４２年余を経て，
仕事や趣味にとさらに充実した人生
を目指しているが，それをお互いに
確かめ合うのが隔年ごとのクラス会
である。今回は地元東京・千葉での
開催となり，平成２４年１０月６日（土）
午前１１時半に鍛冶橋駐車場に集合し
た３０余名は，まずは改装なった東京
駅をバスの車窓から見学したのち，
東京タワー脇の「とうふ屋うかい」
でいきなり豪華なコース料理を堪能
した。
昼食後，再びバスに乗り，海ほた
る経由で４時に鴨川温泉の「鴨川
館」に到着。ただちに総会に移り，

物故者１４名に黙祷を捧げたのち，会
議に入った。主な議題は会計の運用
についてであり，活発な意見が出さ
れ，これを今後に生かすことが決議
され，終了した。
温泉に入って疲れを癒したのち，
７時から宴会に移った。次々に配膳
される料理に舌鼓を打ちつつ，馬橋
君の司会で各自が近況を述べるたび
にお酒の量も増え，会が盛り上がっ
ていった。９時に終了後も幹事部屋
での２次会，さらには各部屋に戻っ
ての歓談が夜更けまで続いた。
翌７日の目玉は東京に戻ってのス
カイツリー見学であった。地上４５０
メートルから首都圏を俯瞰した後，

「浅草むぎとろ」でこれも豪華な遅
めの昼食をとって，４時に散会と
なった。なお，今回の参加者は現地
参加（鴨川２名・スカイツリー３
名）を含め，会員３４名，同伴３名で
あった。２年後は入学５０（＋α）周年
の節目でもあり，さらに多くの参加
を願っている。 （山本悦秀 記）

クラス会だより
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黎 明 会 昭和５７年卒

黎明会（８７期生）の卒後３０周年記
念同窓会は平成２４年１１月３日（土）
文化の日に開催されました。
私達は，１９８２年（昭和５７年卒）に
大学が稲毛に移転する際，最後に水
道橋病院での臨床実習を行い，開校
半年後の千葉校舎講堂で最初に卒業
式をあげた学年であります。大学の
節目を経験し，まさに卒後３０周年を
迎えた今年，時を同じくして大学が
水道橋に戻ってくることは感慨深い
ものがあります。
当日は，講演会・懇親会に先立っ
て希望者は，同級生の髙野正行水道
橋副病院長，久保周平小児歯科科長
の案内のもと，水道橋新病院内を見
学し，その後，さいかち坂校舎と建
設中の新校舎を外から見学しまし
た。新病院での最新の診療機器や待
合室は，かつての水道橋病院とは隔
世の感がありました。
今回の講演会・総会・懇親会は，
節目の年ということもあり，国家試
験前日に宿泊した飯田橋のホテルグ
ランドパレスで行われました。病院
見学後はホテルまで，秋晴れの特異
日という清々しい気候の中，３０年の
ときの流れはあるものの，昔の懐か
しさ残す町並みを徒歩で移動しまし
た。
懇親会に先立ち，東京医科歯科大
学の臨床教授である井澤常泰君によ

り「根管治療，３０年の変遷」と題し
て講演会が行われました。卒後に東
京医科歯科大学歯内療法学講座に在
籍した経緯やアメリカ留学での研
究，その後現在の歯内療法専門医と
しての顕微鏡を活用しての外科的歯
内療法に至った経緯やエビデンスな
ど，とても興味深い内容であり，顕
微鏡下での根管治療の必要性を再認
識させられました。
総会では黎明会会長である武藤
彰君の挨拶，物故会員への黙祷の
後，議長に若林秀典君を選出，庶
務・会計報告の後，議事に移り会則
等の了承を行った後，次回開催は北
海道で行うことが決定し，閉会とな
りました。
懇親会は２階の会場に移し，全員
の集合写真の撮影が行われた後，
山倉大紀君の司会のもと，来賓に副
主任であった根岸康雄先生，ご指導
頂いた上松博子先生をお迎えし，な
んと‼ドンペリにて小原孝男君によ
り乾杯の発声が行われ開催されまし
た。記念同窓会ということもあり，
会員家族も含め７６名の参加者でした
が，卒業以来初めての参加者もいた
ので，名前を確認しながら会話をす
る姿も散見しましたが，会場で流さ
れた卒業アルバムのスライドショー
で過去の記憶を思い起こしていた者
もいたようでした。途中，日歯の常

務理事の要職で活躍している冨山
雅史君には，本部同窓会の評議員会
終了後駆けつけてもらい，近況を報
告してもらいました。共に四捨五入
すれば還暦という年に突入し，白髪
が目立ち始めた輩も，また孫の写真
を携帯の待ち受け画面にしている輩
もいました。同級生の外村（竹元）
ゆうきさんにシューベルト 「ア
ヴェマリア」他数曲の美声を聞かせ
て頂き，最後に全員で校歌を合唱し
ましたが，４番まであると知らな
かったのは私だけでしょうか？
その後，二次会，三次会，飯田橋
界隈で四次会と青春時代にプレイ
バックした輩もいたそうですが，そ
の後の回復力の違いに３０年の月日の
流れを感じたことでしょう。
一年前からの準備で今回の幹事長
として大役をこなした今村君，幹事
の依田，安江，稲葉（旧姓）さんの
かしまし娘？の皆様お疲れさまでし
た。次回は北の大地で再会しましょ
う。 （野嶋昌彦 記）

クラス会だより
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OB会・グループ・サークルだより

２０１２年９月２９日に，平成２４年度東
京歯科大学獨協会が新宿ワシントン
ホテルにおいて執り行われた。
過日，在京歯科大学を中心に歯科
医師獨協会の発足があり，それを受
けての本会の催しであった。
中村泰規先生の司会進行により
柿澤 卓先生の開会の挨拶に始ま
り，今後の当会の発展を考慮し規約
の作成に当たった。
その後本学超微構造学講座教授に
就任された山本 仁先生就任記念講

演が行われ，研究者としてのこれま
での業績の一端をご紹介された。教
育・研究に従事されている山本 仁
先生のその姿勢に改めて感銘を受け
た。
有意義な講演の後は教授就任祝賀
パーティーと懇親会を行い，山本
啓介先生をはじめとし世代を超えた
繋がりで昔話に花を咲かせた。
現在確認出来得る獨協高校卒業の
歯科医師は７６０名程とされている。
本学獨協会には１３０名を超える卒業

者が名を連ねている。
近年個人情報保護もあり，連絡先
の共有が困難で音信が途絶えている
同窓も少なくない。思い起こせば，
自身も前回出席から１０年以上の月日
がたっていた。例年出席者は固定さ
れつつあるようであるが，今後の本
会発展のためにも“あゝ九百の健男
子”よ，本会で一堂に会することを
願うばかりである。

（平成１２年卒 伊澤和三 記）

獨 協 会
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山中伸弥教授がノーベル賞を受賞
した。先生の研究は開発道半ばであ
るが選考委員会は若き研究者のため
に受賞へと大きく舵を切ったと言え
る。そう考えた瞬間私は花澤 鼎先
生の学位取得の事を思い出した。歯
科医師として初めて医学博士とな
り，歯科界に希望と勇気を与えた先
生の学位はどのようにして誕生した
のだろうか。それを知るには大正９
年に公布された学位令がどのような
審議を経て成立したかを知らねばな
らない。この審議は臨時教育会議で
行われた。紙数の都合で説明を簡略
にするが，わが国の高等教育のあり
方については明治時代より色々と論
議があり政府は明治２９年高等教育会
議を設置した。しかし成果がないま
ま日時が経過し，大正２年これを廃
止し新たに教育調査会を発足させた
がこれまた論議の進展がなく，大正
６年寺内内閣はこれを廃止し臨時教
育会議を設置，これを従来と異なり
文部大臣ではなく内閣総理大臣の諮
問機関とした。内閣の直属にしたこ
とで論議は一気に進展し，多年の懸
案を次々と解決した。（少し横道に
それるがこの経験が戦後に活され，
戦後の教育改革を行った教育刷新委
員会は内閣直属としたのである。こ
の委員会には歯科界を代表して奥村
鶴吉先生が出席し，歯科の教育は４
年でよいとする委員会の空気を覆え
して６年を勝ち取った。同窓会会報

No.３０１，３０２，３０３号を参照下さい。）
臨時教育会議は大正７年６月には
帝大以外官・公・私立たとえ単科で
あっても大学として認めるという案
を答申し，これが大学令として同年
１２月に公布された。そこで大正８年
臨時教育会議は最終諮問である「学
位制度に関する件」を論議した。改
革派と旧守派の間で激しい論戦が展
開されたが改革派の勝利に終った。
委員の一人，東京帝大 山川健次郎
総長が帝大内部の意見を意に介する
事なく改革派を支持したからであ
る。「学位は偉い先生のものではな
い！若い研究者の奨励である」頑固
一徹，自己の信念を貫き通したの
は，彼の人生の原点に白虎隊があっ
たと言われている。彼は白虎隊員で
あったが秀才であったため藩命によ
り心ならずも除隊して学者の道に進
んだ。飯盛山で割腹した１９名の内１８
名が藩校日新館で親友であった。
臨時教育会議での山川総長の意見
はすべて答申に盛込まれ大正９年７
月新しい学位令として公布された。
その骨子は，学位は大学院終了制度
と論文制度に絞り，総長推薦制度，
博士会授与制度は廃止する。審査
権，授与権共に各大学に置き文部大
臣は任可権のみとする。論文は印刷
公刊とする，というものである。こ
の新しい学位令によって歯科医師の
論文も受理可能な環境が整った。
母校で研究を重ね，その成果を歯

科学報に発表して来た花澤先生はこ
れを学位論文とし大学令によって大
学に昇格し，学位審査権と授与権を
得た慶応義塾大学に提出し，これを
医学部教授会は満場一致で可決し大
正１２年６月７日付で学位が授与され
たのです。
注目すべきは学位令で論文は印刷
公刊とするという点です。もし歯科
学報なかりせば花澤先生の学位はど
うなっていたかわかりません。歯科
学報を発刊し育てたのは血脇先生で
先生の進取の気性と先見性にあらた
めて感服するのです。花澤先生に
よって病理組織研究室が設立された
のは明治３９年でわが国の歯科教育機
関における最初の研究室です。多く
の人材を輩出し臨床に影響を与え続
けたこの教室はその後病理学教室さ
らに病理学第一講座と改称されまし
たが教室を統合するという大学の方
針で現在は口腔超微構造学講座（文
科省の届出は第２解剖学教室）と
なっています。激動の時代です。母
校と同窓会が一体となって難局を切
り開かねばならない時代です。伝統
とは何かを考えるのは当然ですが，
さらに学問の系譜，研究室の動向，
母校でどんな人がどんな研究を行っ
ているのかを同窓の一人一人が知っ
て初めて母校と同窓会が車の両輪に
なると考えます。

すいどうば し

１２０周年誌補遺
花澤 鼎先生の学位取得

白虎隊の生残り東京帝大 山川健二郎総長のお陰だった
水 川 秀 海（昭和３４年卒）
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私は２０年来居宅・施設への訪問歯
科診療を続けております。往診する
だけでは物足らず，平成１０年には介
護支援専門員の資格を取得し，介護
の世界に引き込まれていきました。
２０数年にわたる訪問歯科診療の間
には，本当に様々なことがありまし
た。私が診療を始めた頃には，「歯
医者さんの往診？」とおっしゃる方
がほとんどで，会話のできない患者
さんに口をあけてもらうまで１時間
以上かかってしまうことも多く試行
錯誤の連続でした。
患者さんの心に寄り添い信頼関係
を築き，そこから初めて診察が始ま
ります。来院される患者さんは，口
をあけてくれるのが当たり前です
が，往診ではまず，患者さんから，
私の歯科医師と力量はもちろんのこ
と，信頼できる人かどうかの人間力
を診断され，診断結果が良ければ診
察させて頂ける。そして，ユニット
もなく，決して満足のいく設備では
ないところでの診察で，来院患者と
同じ治療をしなければならず，今ま
でとは，勝手が違うことばかりの連
続でした。患者さんから学ぶ毎日
で，歯科医師として苦しみながらも
充実した日々でありました。

訪問歯科診療は，ご高齢の患者さ
んの診察ばかりではなく，ターミナ
ルケアの患者さんもたくさんいらっ
しゃいます。
時には，病院としっかりとタッグ
を組んで，最後の瞬間まで自宅で過
ごせるよう，入院中から退院後の自
宅での療養中まで，最後の最後まで
治療をさせて頂きます。
ご家族との会話を楽しみ，口から
食事をすることに喜びを感じてい
らっしゃる姿を拝見する度に歯科医
師冥利につきると感慨深い思いを抱
きます。
入れ歯をお預かりして次の診察の
時におわたしする予定だった患者さ
んが，それを待たず旅立たれた時，
ほとんどの場合，ご家族から連絡を
もらい，入れ歯をお届けいたしま

す。その時に必ず言われるのが「こ
れで天国でもおいしくお食事ができ
る」という言葉です。口から食事を
とることは，人としての大きな喜び
であり，何事にも代えがたい『生』
へつながる営みであります。
訪問歯科診療を続けることは，私
が歯科医師を続けている限り，ライ
フワークでありそれを広めていき後
継者を育てることは使命だと考えて
います。
最近，日航機墜落事故をモチーフ
にした原作『尾根の彼方に』がドラ
マ化されました。ドラマを見ること
ができなかったので，原作本を読み
久しぶりに，涙が止まらなくなりま
した。学生時代に，法歯学の第一人
者である鈴木和男教授より，その時
の検視の状況は何度も聞いておりま
したので，臨場感をもち，一気に読
みました。
日航機墜落事故のご遺族の中でお
父様を亡くされた歯科医師のご兄弟
が検視に参加され，その後，この経
験を元に地元の警察署に警察歯科医
を配置し歯科医が警察に捜査協力す
る警察歯科医師会を全国で二番目に
発足されます。歯科医師の検視の場
面での活躍ぶりを読み，気持ちが高
揚し私にはやらなければならない事
がもっともっとあると今更ながら強

歯科医師だから
川 口 浩（昭和５４年卒）

障害者の在宅診療 福島県田村市の避難所（３．１１後）

療養病棟にて 老健での往診 宮城県山元町の避難所
（３．１１後）

すいどうばし
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く心にきざまれました。
あの惨状の中，５２０体のご遺体の
うち，５１８体の身元が確認できたの
は医師，看護師，歯科医師，歯科衛
生士の皆様の連携と執念に他ならな
いでしょう。歯の分析により性別，
年齢，職業的な事も推察でき，治療

法を見ることにより生活レベルも推
測できます。法歯学の発展と共に歯
科医師が担う役割はますます重要と
なります。
私はこの本を読み，歯科医師とし
ての誇り，患者さんと向き合う真摯
な気持ちを思い起こすきっかけにな

りました。そして，歯科医師になっ
て本当に良かったとできるだけ長く
現役歯科医師であり続けたいと思っ
ております。
ぜひ，一度皆様もお手にとって見
られてはいかがでしょうか。

関東女性歯科医師の会は，１都７
県（千葉県は設立中）の女性歯科医
師の会が，各県の活動目標と現在の
問題点を互いに話し合い懇親を深め
ることを目的に平成１５年に群馬県の
奥村享子先生（昭和４５年卒）と神奈
川県の杉山紀子先生（昭和５４年卒）
が中心となって発足されました。各
県での設立状況は，歯科医師会の下
部組織でしたり有志が力を合わせて
独自で立ち上げたりしていますが，
１２０年の歴史をもつ東京歯科大学同
窓の先生方が中心となって活動を展
開しています。先日平成２４年９月３０
日（日）に小笠原美由紀先生（昭和
５６年卒）を委員長とした神奈川県が
主管となり，パンパシフィック横浜
ベイホテル東急にて「平成２４年度関
東女性歯科医師の会」が開催されま

した。当日は，台風１７号が接近する
中，午前１０時より，全体会が行わ
れ，続いて午前１１時からは，元林野
庁長官・前帝京大学法学部長 すか
いらーくフードサイエンス研究所理
事長の入澤 肇氏による，「リー
ダーの条件」という講演会が開催さ
れました。現在の少子化を進めてし
まったのは，女性が仕事を続けなが
ら結婚し子供を産み育てるという環
境を作らなかったことに原因がある
という社会背景から，今後，これか
らの社会で女性が活躍するためには
（現状を分析する力）（直観力）（決
断力）（実行力）がリーダーとして
必要な要素であるという講演に皆熱
心に耳を傾けていました。
女性歯科医師の会，男女共同参画
と聞くと，女性の権利を主張する団

体というイメージが大きいと思いま
すが，本来は，男女の区別なく，社
会のため歯科界の発展のために共に
協力し合い同じ方向を見据えていく
ことが目的です。現在，多くの歯科
大学では女子学生が約半数を占める
という時代になってきました。１０年
後この歯科大生が卒業し臨床に従事
するころには，女性歯科医師の抱え
る諸問題を解決し，歯科医師として
も，女性としても，こころおきなく
輝ける社会を作るために，今から準
備をしていかなくてはならないこと
も事実です。
近い将来，男性と女性が其々の特
性を生かし，一丸となって歯科界の
発展に向けて活躍することを心から
望みます。 （佐々木葉子 記）

平成２４年度関東女性歯科医師の会が開催されました

すいどうばし
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１１月
１） 理事会
１１月２日（金） 第６回理事会

２） 委員会
１１月６日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
６日（火） 事業推進部学術委員会（研究部）
６日（火） 大学・同窓会広報連携打合せ会
１２日（月） 広報部広報委員会
１２日（月） 渉外部渉外委員会
１３日（火） 事業推進部・若手支援セミナー（運営委

員会）
１４日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１４日（水） 事業推進部シンクタンク委員会（フォー

ラム講師との打合せ）
１９日（月） 事業推進部大学連携委員会
１９日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２２日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
２６日（月） 同窓会・会務運営協議会
２７日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２７日（火） 事業推進部・若手支援セミナー（運営委

員会）
２８日（水） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
２９日（木） 事業推進部（企画会議）

３） 出張
１１月１７日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック懇談会

（四谷牛込支部担当） 矢﨑会長出席
１８日（日） 東信支部総会 学術講演会 講師・水口

清教授（母校）
２３日（金） 近畿地域支部連合会総会・支部長会（京

都府支部担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，永田理事出席
学術講演会 講師・片倉 朗教授（母校）

２５日（日） 東北地域支部連合会支部長会（宮城県支
部担当） 矢﨑会長，高橋理事出席

４） 事業
１１月３日（土） 平成２４年度評議員会・第１１８回定時総会

１２月
１） 理事会
１２月１２日（水） 第５回常任理事会

２） 委員会
１２月３日（月） 広報部広報委員会

３日（月） 事業推進部大学連携・若手ネットワーク
合同講演会運営委員会

５日（火） 事業推進部保険委員会
１２日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１５日（土） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
１７日（月） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１８日（火） 事業推進部学術委員会（企画）

３） 出張
１２月１日（土） 東京地域支部連合会総会

矢﨑会長，髙橋専務理事，早速理事出席
１日（土） 山梨県支部総会 宮地副会長出席
１日（土） 愛媛県支部総会 小林常任理事出席

学術講演会 講師・末石研二教授（母校）
１日（土） 全国歯科大学同窓会・校友会日歯連盟参

与会議 梅村副会長出席
２日（日） 栃木県支部総会 臼井常任理事出席

学術講演会 講師・井上 孝教授（母校）
２日（日） 茨城県支部総会 佐瀬副会長出席

学術講演会 講師・石田 瞭准教授（母
校）

２日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
矢﨑会長出席

２日（日） 静岡県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・石原和幸教授（母校）

２日（日） 千葉県支部総会 浮地副会長出席
学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）

２日（日） 愛知県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・加藤久豊先生（税理
士・米国税理士）

６日（木） 父兄会役員・大学幹部との懇談会
矢﨑会長出席

１４日（金） 日本橋支部総会 矢﨑会長出席
１５日（土） 島根県支部総会 矢﨑会長出席
１６日（日） 島根県支部学術講演会 講師・外木守雄

先生（日本大学歯学部口腔外科教授）

４） 事業
１２月９日（日） 若手支援セミナー

庶 務 日 誌
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●昭 ２３ 卒 屋 代 義 文（８４歳） ２４．１０．２
栃木県支部 〒３２６‐０８１４ 足利市通２－２６３０

●昭 ２２ 卒 長 山 陽 吉（８８歳） ２４．９．８
愛媛県支部 〒７９８‐００３７ 宇和島市丸穂町３－２－６

●昭 ２２ 卒 立 石 光（８９歳） ２４．９．２９
千葉県支部 〒２６３‐００３１ 千葉市稲毛区稲毛東３－１５－１２

●昭 １６ 卒 田部井 三 雄（９３歳） ２４．１０．８
群馬県支部 〒３７２‐００４８ 伊勢崎市大手町２６－１

●昭 ３４ 卒 椙 山 泰 太（７９歳） ２４．１０．１４
山口県支部 〒７５３‐００４８ 山口市駅通り２－２－２４

●昭 ３２ 卒 湯 浅 和 海（８２歳） ２４．９．３０
墨 田 支 部

●昭 ５１ 卒 三 宅 佳 伸（６１歳） ２４．１０．１６
静岡県支部 〒４１０‐０８２２ 沼津市下香貫宮脇３５４－５

●推 薦 会 員 大 野 虎之進（８６歳） ２４．３．１９
渋 谷 支 部 〒１５０‐００１２ 渋谷区広尾２－１４－９ 大野ハウス１０１

●昭 １９．９ 卒 堀 江 伸 美（８８歳） ２４．１０．３０
茨城県支部 〒３１９‐３５２６ 久慈郡大子町大子６５０

●昭 ２０．９ 卒 三 木 洋（８９歳） ２４．１０．２９
神奈川湘南支部 〒２５２‐０８１３ 藤沢市亀井野１０５３

●昭１６．１２卒 山 本 輝 雄（８８歳） １８．１１．１１
神奈川相北支部 〒２５２‐０２３２ 相模原市中央区矢部１－１－１６－１００１

●昭 ３３ 卒 谷 口 稔（７９歳） ２４．１１．７
静岡県支部 〒４１３‐００１５ 熱海市中央町９－１ 谷口ビル４ F

●昭 １９．９ 卒 木 村 伯 夫（８９歳） ２４．１１．９
静岡県支部 〒４１０‐２４０７ 伊豆市柏久保４５９－１

●昭 ２３ 卒 重 原 俊 夫（８６歳） ２４．１１．９
神奈川西湘支部 〒２５６‐０８０３ 小田原市中村原５

●昭 ４６ 卒 吉 田 恭 彦（６７歳） ２４．１１．１０
埼玉県支部 〒３５９‐１１１１ 所沢市緑町４－３０－９－５０５

●昭 ４９ 卒 茂 木 正 邦（６３歳） ２４．１１．９
千葉県支部 〒２７２‐００２１ 市川市八幡２－５－８－２２０３

●昭 ３３ 卒 井 上 昇（７８歳） ２４．５．３０
芝 支 部 〒１５５‐００３２ 世田谷区代沢３－２３－１９

●昭 ２４ 卒 髙 橋 秀 雄（８３歳） ２４．１０．２７
杉 並 支 部 〒１６８‐００６３ 杉並区和泉１－３４－２２

●昭 ３５ 卒 川 﨑 安 則（７６歳） ２４．１１．１７
新潟県支部 〒９５０‐２０１２ 新潟市西区小針台１－４７

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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川上正義君を偲んで 五十鈴会（昭和２５年卒）

平成２４年９月
１８日学友川上
正義君が一人，
遠くに８７歳で旅
立たれました。
同年５月の東
京五十鈴会に

は，元気な姿で皆と談笑していたの
に，本当に急の様でした。朝，トイ
レから出て，横になり，そのまま逝
かれたとのことで，将に川上君らし
い大往生だったと思います。きっと
“皆もそう急がなくてもいいから，
俺の様に人様に迷惑をかけず，寝て
いる延長の様な別れをしろよ”とい

つもの「淡々とした語り口調」が，
どこからともなく聞こえて来るよう
です。
川上君は新潟県長岡出身で，お父
上は大正８年東歯卒，２人のお嬢様
の智佐緒様は平成６年，幸恵様は７
年の東歯卒，大正，昭和そして平成
と３世代に亘る生粋の東歯っ子で，
趣味としての骨董集，特に日本刀に
ついては有名で，博物館，美術館と
のお付き合いも深かったことは，良
く知られております。７０代までス
キーをする元気さで，歯科医として
患者さんの人望も高く過ごされまし
た。１０年ほど前，軽い心筋梗塞を

患ってからは，歯科医のお嬢様に直
接指導をされながら，趣味の美術館
巡り，愛犬との散歩など，そして美
しい奥様，ご家族に囲まれながらの
悠々自適の毎日で，健康に留意され
ながらクラス会（五十鈴会）にもご
夫人同伴で出席され，ご家族ぐるみ
五十鈴会とのお付き合いでした。
浄美院釈正信との戒名は川上君の
生き方を良く表しております。君い
なくなってクラス会も又，寂しく
なったが，ゆっくりお休み下さい。

合掌
（昭和２５年卒・齋藤季夫 記）

●昭 ２５ 卒 佐 藤 敏 英（８３歳） ２４．１１．１８
新潟県支部 〒９５１‐８１０３ 新潟市中央区田中町５１７９

●昭 １７．９ 卒 和 泉 潔（９３歳） ２４．１１．１７
埼玉県支部 〒３０２‐００３１ 取手市新取手１－３６－２１

●昭 １２ 卒 大 村 光 晴（１００歳） ２４．１１．２９
武蔵野支部 〒１８０‐０００３ 武蔵野市吉祥寺南町２－２８－１１

●昭 ３６ 卒 秡 川 汎 史（７８歳） ２４．１１．３０
墨 田 支 部 〒１３１‐００４１ 墨田区八広４－３０－５

追 悼

逝 去 会 員
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１６字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２４年度より，偶数月発行から年間５回（２，６，８，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ５００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，６００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，６００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に１，６００字より減らしてください。
全員の集合写真は９００字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
４００字相当，数人のスナップ写真は２００字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

佐々木葉子
志村 圭子
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
宇佐美貴弘
小貫 飛鳥
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

◆へんしゅうこうき ★ 今年も残り僅かとなり，とても早かった，年々早くなるという感想を皆様お持ち
だと思います。年齢を重ねるほど早く感じるのは，１年／年齢だからと聞いた事が
あります。また，年をとると何かするのが遅くなるからとも聞きます。皆様はどう
思われますか？
★ 我々広報委員会は，今年度から情報委員会と一緒になり始動したばかりですの
で，今まで以上に活発に委員会運営を行い，長い一年だったと思います。言葉は生
きる力ですので，多くの同窓の皆様に活字で読んで頂き，パソコンで開いて頂きた
いと思い努力しております。
★ 個人的には，元広報委員の川又先生の発案で始まりました「お国自慢」を担当さ
せて頂いておりますので同窓の先生に連絡をとらせて頂く機会も多く，その折急な
お願いにもかかわらず，皆様快くお引き受け下さるとともに，その後も文通したり
と交流が続き大変嬉しく思っております。今号では，最後の上田にご家族が避難し
たくだりで涙し，又，わざわざ写真を撮るために集まって下さった先生方のお気持
ちに首をたれました。
★ 最後に同窓の先生方にとって 来年が心より良い年でありますことを祈って…。

（志村圭子 記）

広報委員会は今年度よりホームペー
ジ委員会と会報委員会が合併し新たに
広報部広報委員会となりました。会員
への情報を効果的に伝えるため会報
誌，ホームページ，Facebook 等を活
用して努力をしています。
また大学との連携を深め相互に情報
提供ができるようにと合同会議を開き
多くの大学情報をお伝えできればと考
えています。次年度は会報誌の表紙と
ホームページのリニューアル，Ａ４版
への移行，新企画の掲載に向け準備を
しています。これからも会員の皆様が
より見やすく，興味を引く情報を提供
できるように専務理事，総務担当理
事，事務局等のご協力のもと，担当理
事はじめ広報部委員一同頑張っていき
たいと思っています。

広報委員長 臼田 準

平成２４年１２月２０日 印刷
平成２４年１２月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８９号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）

いいんかいしょうかい
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第１１８回東京歯科大学同窓会定時総会
（午後４時１０分～午後５時００分）

１．開 会 の 辞
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．黙 祷
１．報 告
⑴ 平成２４年度 会務報告
⑵ 平成２４年度 会計現況報告

１．東京歯科大学の現況
⑴ 大学法人としての課題
⑵ 水道橋移転と学生教育の現状について

１．議 事
第１号議案 平成２３年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２３年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成２３年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成２３年度 時局対策費積立金会計収
支決算

第５号議案 平成２３年度 財産目録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 会員資格に係る東京歯科大学同窓会会

則の一部改正
第８号議案 準会員制度に係る東京歯科大学同窓会

会則の一部改正
第９号議案 名誉会長に係る東京歯科大学同窓会会

則の一部改正
第１０号議案 同窓会創立１２０周年記念事業について
第１１号議案 平成２５年度 事業計画
第１２号議案 平成２５年度 入会金
第１３号議案 平成２５年度 会費
第１４号議案 平成２５年度 経常部収支予算
第１５号議案 平成２５年度 共済負担金
第１６号議案 平成２５年度 特別会計収支予算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金，同窓会
創立１２０周年記念事業積立金）

第１７号議案 平成２５年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支予算

第１８号議案 平成２５年度 時局対策費積立金会計収
支予算

第１９号議案 平成２５年度 名誉会員の推薦
１．協 議
⑴ 東京歯科大学同窓会選挙規則について
⑵ 東京歯科大学同窓会評議員会・総会のあり方に
ついて

⑶ 東京歯科大学同窓会共済制度の見直しについて
⑷ その他

１．名誉会員推戴式
１．叙勲，褒章受章者顕彰式
１．閉 会 の 辞

１．開 会 の 辞
１．会 長 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．報 告
⑴ 平成２４年度 会務報告
⑵ 平成２４年度 評議員会報告
⑶ 平成２５年度 経常部，特別会計，卒後研修セミ

ナー，卒後研修セミナー積立金，時局
対策費積立金会計収支予算

１．議 事
第１号議案 平成２３年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２３年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共済基
金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成２３年度 卒後研修セミナー，卒後
研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成２３年度 時局対策費積立金会計収
支決算

第５号議案 平成２３年度 財産目録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 会員資格に係る東京歯科大学同窓会会

則の一部改正
第８号議案 準会員制度に係る東京歯科大学同窓会

会則の一部改正
第９号議案 名誉会長に係る東京歯科大学同窓会会

則の一部改正
１．協 議
１．閉 会 の 辞

平成２４年度 評議員会・定時総会

（報告） 平成２４年１１月３日
於 如水会館

平成２４年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午前１０時００分～午後４時００分）
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平成２４年度東京歯科大学同窓会会務報告
�
�
自 平成２３年１０月１日�

�至 平成２４年８月３１日

１．現在会員数 ９，０８８名
内
名 誉 会 員 ３４名
共済負担金免除会員 ７８５名
高 齢 会 員 ４９６名
不 明 会 員 ７５６名

２．会員の移動
新 入 会 員 １２９名

�
�
本年度卒業生 １２８名�

�他 １名
逝 去 会 員 １２０名
退 会 会 員 ２名

３．会 議
定 時 総 会 １回
評 議 員 会 １回
学年代表者会 １回
東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯
会長と同窓会役員懇談会 １回

理 事 会 ７回
常 任 理 事 会 ４回
監 査 会 １回
各 種 委 員 会 １４０回
卒後研修セミナー １０回
連絡会・打合せ等 １５回

４．役員出張 ６２回（９４名）
５．支 部 数 １０８支部
６．地域支部連合会数 １１地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

７．会務報告
平成２３年
１０月１日（土） 信越地域支部連合会総会・支部長会（長

野県担当）
片倉副会長，臼井・飯島各理事出席

学術講演会 講師・福田謙一准教授（母
校）

１日（土） 北陸地域支部連合会総会・支部長会（富
山県支部担当）
大山会長，宮地副会長，髙橋専務理事，
宮本理事出席

学術講演会 講師・小田 豊教授（母校）
１日（土） 大塚𠮷兵衛先生日本大学総長，堀川憲明

日本大学歯学部長就任祝賀会
梅村副会長，島村・山本各理事出席

１日（土） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１１

２日（日） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１１

５日（水） 東京地域支部連合会学術講演会 講師・
藤本順平先生（東京都開業）

６日（木） 会則検討チーム打合せ会
８日（土） 第５回理事会
１２日（水） 広報部（会報委員会）
１３日（木） 総務関係打合せ
１５日（土） 九州地域支部連合会総会・支部長会（長

崎県支部担当）
矢﨑副会長，髙橋専務理事，濱田理事出席

１６日（日） 岡山県支部創立八十周年記念式典・祝賀
会 大山会長出席
学術講演会 講師・谷一 尚先生（岡山
市立オリエント美術館館長）

１８日（火） 城東・深川支部合同学術講演会（城東支
部担当）
講師・吉澤信夫先生（山形大学名誉教授）

１８日（火） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２１日（金） 京橋・日本橋支部合同学術講演会（京橋

支部担当）
講師・阿部伸一教授（母校）

２３日（日） 金子 譲先生 理事長・名誉教授就任祝
賀会 大山会長出席

２４日（月） 総務関係打合せ
２４日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
２４日（月） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
２５日（火） 広報部（ホームページ委員会）
２６日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２６日（水） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
２８日（金） 総務・厚生部（厚生委員会）
２９日（土） 北多摩支部学術講演会

講師・久保周平講師（母校）
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３１日（月） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
１１月２日（水） 渉外部委員会

４日（金） 事業推進部（保険委員会）
５日（土） 全国歯科大学同窓会・校友会日歯連盟参

与会議 大山会長出席
６日（日） 若手同窓支援セミナー
８日（火） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
９日（水） 総務・厚生部（厚生委員会・ゴルフ大会

委員会）
１１日（金） 広報部（会報委員会）
１１日（金） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
１２日（土） 山形県支部臨時総会 田原理事出席

学術講演会 講師・髙野伸夫教授（母校）
１４日（月） 会則検討チーム打合せ会
１７日（木） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№１イブニングセミナー（「iPad を使っ
た患者さんとのコミュニケーション」～
臨床記録の保存と活用～）

１８日（金） 板橋支部学術講演会
講師・新谷誠康教授（母校）

１８日（金） 会則検討チーム打合せ会
１８日（金） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
２０日（日） 日本大学松戸歯学部創設四十周年を祝う

会－被災した仲間を励ます会－
大山会長出席

２１日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委
員会）

２４日（木） 東京地域支部連合会保険講習会
大山会長出席

２５日（金） 第６回理事会
２６日（土） 平成２３年度評議員会・総会
２６日（土） 大阪歯科大学創立百周年記念 第１７回全

国同窓会会員大会 梅村副会長出席
２７日（日） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№５実習セミナー（「床型装置と咬合育
成」～介入時期と咬合方略～）

２７日（日） 愛知県支部総会 梅村副会長出席
２８日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２９日（火） 広報部（ホームページ委員会）
２９日（火） 事業推進部（企画会議）
３０日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）

１２月２日（金） 広報部（会報委員会）
３日（土） 山梨県支部総会 関副会長出席

学術講演会 講師・外木守雄准教授（母
校）

３日（土） 熊本県支部総会 宮地副会長出席

学術講演会 講師・宮地建夫先生（東京
都開業）

３日（土） 愛媛県支部総会 佐々木理事出席
学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）

３日（土） 東京地域支部連合会総会
大山会長，髙橋専務理事，早速理事出席

４日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
大山会長出席

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
４日（日） 静岡県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・中川寛一先生
４日（日） 栃木県支部総会 矢﨑副会長出席

学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）
４日（日） 茨城県支部総会 臼井理事出席

学術講演会 講師・花岡洋一准教授（母
校）

４日（日） 千葉県支部総会
関副会長出席

学術講演会 講師・小宮山彌太郎先生
（東京都開業）

６日（火） 事業推進部（保険委員会）
６日（火） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・打

合せ会）
９日（金） 日本橋支部総会 佐々木理事出席
９日（金） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
１０日（土） 事業推進部（学術委員会・全体委員会）
１２日（月） 事業推進部（シンクタンク委員会）
１４日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
１５日（木） 会則検討チーム打合せ会
１７日（土） 第７回理事会
１９日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２１日（水） 大学支部総会 栁澤監事出席
２１日（水） 広報部（ホームページ委員会）
２８日（水） 水道橋病院１階総合受付オープニングセ

レモニー 大山会長出席
平成２４年
１月６日（金） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席
１１日（水） 広報部（会報委員会）
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１２日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１４日（土） 第１回理事会
１４日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

矢﨑会長出席
１７日（火） 役員連絡会
２０日（金） 芝支部総会・新年懇親会 矢﨑会長出席
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２２日（日） 広島県支部総会
学術講演会 講師・佐野 司教授（母校）

２３日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２５日（水） 大学との懇談会
２７日（金） 下谷・浅草支部合同新年会

矢﨑会長出席
２９日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会準

備会 小林理事出席
３０日（月） 同窓会・会務運営協議会
３１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

２月３日（金） 情報ネットワーク推進会議
５日（日） 滋賀県支部総会

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
５日（日） 埼玉県支部新年会

矢﨑会長，大山名誉会長出席
７日（火） 事業推進部（企画会議）
８日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
９日（木） 水道橋病院２階診療室オープニングセレ

モニー 宮地副会長出席
９日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１０日（金） 広報部広報委員会
１５日（水） 第１回常任理事会
１７日（金） 渉外部渉外委員会
１７日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（土） 北多摩支部総会 浮地副会長出席
１９日（日） 三重県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・佐藤一道講師（母校）
２０日（月） 事業推進部（全体委員会）
２２日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２７日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２８日（火） 同窓会・会務運営協議会

３月１日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３日（土） 青森県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・齋藤 淳教授（母校）
５日（月） 総務・厚生部厚生委員会
７日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
８日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会懇親会
９日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業証

書授与式 宮地副会長出席
９日（金） 広報部広報委員会
１２日（月） 事業推進部（企画会議）
１３日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
１４日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１５日（木） 新入会員オリエンテーション

１６日（金） 第１１７回東京歯科大学卒業証書・学位記
授与式 矢﨑会長出席

１６日（金） 事業推進部保険委員会
１７日（土） さいかち坂校舎竣工式

矢﨑会長，他役員出席
１７日（土） 第２回理事会
１７日（土） 大学支部懇親会 矢﨑会長，他役員出席
１９日（月） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へのオ

リエンテーション
２１日（水） 千葉病院臨床研修歯科医修了者へのオリ

エンテーション
２３日（金） 渉外部渉外委員会
２３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２６日（月） 同窓会・会務運営協議会
２６日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２７日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
２７日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

４月２日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２日（月） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
４日（水） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学式

矢﨑会長出席
５日（木） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
７日（土） 山形県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
９日（月） 事業推進部大学連携委員会
１１日（水） 広報部広報委員会
１１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１２日（木） 六歯科大学歯学部校友会同窓会懇談会
１３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１４日（土） 横浜西部支部総会 加藤木副会長出席
１５日（日） 中国地域支部連合会総会・支部長会（鳥

取県支部担当）
梅村副会長，髙橋専務理事，小徳理事，
原監事出席

１６日（月） 事業推進部（企画会議）
１６日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（水） 第２回常任理事会
１８日（水） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１９日（木） 学長と同窓会役員との座談会
２０日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２１日（土） 宮城県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・松坂賢一准教授（母
校）

２１日（土） 大分県支部総会
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学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）
２１日（土） 事業推進部学術委員会（新人研修会）
２２日（日） TDC卒後研修セミナー開講式

卒研セミナー№１ベーシックセミナー
（「初診の患者さんをどうみるか？」～診
察と検査の Point～）

２３日（月） 同窓会・会務運営協議会
２３日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２５日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２５日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２６日（木） 事業推進部保険委員会
２６日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
２７日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

５月８日（火） 大学との懇談会
９日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１１日（金） 広報部広報委員会
１２日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会（徳

島県支部担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，久保田理事出席
学術講演会 講師・水口 清教授（母校）

１２日（土） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１２，開講式，懇親会

１３日（日） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１２

１４日（月） 事業推進部（企画会議）
１６日（水） 第３回常任理事会
１７日（木） 会務検討特別委員会
１８日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１９日（土） 秋田県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・井上 孝教授（母校）
１９日（土） 北陸地域支部連合会支部長会

臼井・加藤各理事出席
２１日（月） 事業推進部大学連携委員会
２２日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
２５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２６日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
２８日（月） 同窓会・会務運営協議会
２８日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２９日（火） 事業推進部若手ネットワーク委員会
３０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３０日（水） 渉外部渉外委員会
３０日（水） 総務・厚生部厚生委員会
３０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３１日（木） 監査会
３１日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会

３１日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
６月１日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２日（土） 九州地域支部連合会支部長会

宮地副会長，髙橋専務理事，田部理事出席
５日（火） 事業推進部（企画会議）
９日（土） 第３回理事会
１０日（日） 東日本大震災被災地視察
１１日（月） 広報部広報委員会
１１日（月） 会務検討特別委員会
１１日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１４日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
１５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１６日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会（宮

城県支部担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，高橋理事出席
学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）

１６日（土） 近畿地域支部連合会支部長会
臼井・永田各理事出席

１８日（月） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
１９日（火） 渋谷支部総会 矢﨑会長出席
２０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２１日（木） Elective study Program 表彰式

矢﨑会長出席
２１日（木） 東京地域支部連合会保険講習会

髙橋専務理事出席
２３日（土） 福島県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・山口 朗先生（東京
医科歯科大学大学院教授）

２３日（土） 川崎支部学術講演会 講師・柴原孝彦教
授（母校）

２３日（土） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１２

２４日（日） TDCインプラントセミナー・マスター
コース２０１２

２５日（月） 同窓会・会務運営協議会
２５日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２６日（火） 事業推進部保険委員会
２６日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（木） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№２イブニングセミナー１（「有病者の
歯科治療で何を注意すべきか」～歯科治
療時に医療事故を起こす前に～）

２９日（金） 事業推進部シンクタンク委員会
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３０日（土） 新潟県支部総会
浮地副会長，髙橋専務理事出席

３０日（土） 信越地域支部連合会総会・支部長会（新
潟県支部担当）
浮地副会長，髙橋専務理事，阿部理事出席
学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）

７月１日（日） 学年代表者会
１日（日） 埼玉県支部総会 加藤木副会長出席

学術講演会 講師・齋藤 淳教授（母校）
２日（月） 事業推進部大学連携委員会
３日（火） 会務検討特別委員会
４日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
６日（金） 水道橋病院３階高度歯科医療センター

（口腔インプラント科）・４階口腔外科診
療室オープニングセレモニー

矢﨑会長出席
６日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
７日（土） 群馬県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・矢﨑秀昭先生（東京
都開業）

８日（日） 愛知県支部学術講演会 講師・井川雅子
先生（静岡市立清水病院口腔外科）

９日（月） Elective study Program 表彰式
矢﨑会長出席

９日（月） 総務・厚生部厚生委員会
１０日（火） 渉外部渉外委員会
１１日（水） 東京地域支部連合会東歯保険関係懇談会

矢﨑会長出席
１１日（水） 広報部広報委員会
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１２日（木） 本郷・小石川支部合同学術講演会

講師・井上 孝教授（母校）
１２日（木） 事業推進部・若手支援セミナー（合同運

営会議）
１４日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース２０１２
１５日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース２０１２
１７日（火） 事業推進部（企画会議）
１８日（水） 第４回常任理事会
１８日（水） 事業推進部学術委員会（研究部）
１９日（木） 歯科医師国民年金基金創立２０周年記念の

会 矢﨑会長出席
１９日（木） 学術事業交流についての協議会

宮地副会長，髙橋専務理事，小林理事出席
２０日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会

２１日（土） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー
№３イブニングセミナー２（「最新 重
度歯周炎患者へのアプローチ」～ブロー
ビングだけでは分からない歯周炎病態の
把握～）

２２日（日） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー
№４臨床実習セミナー１（「細菌・抗体
検査の実際と歯周外科実習」～重度歯周
炎患者へのアプローチ 実践偏～）

２３日（月） 同窓会・会務運営協議会
２３日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２３日（月） 練馬支部 学術講演会 講師・佐藤 亨

教授（母校）
２４日（火） 会務検討特別委員会
２４日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２５日（水） 東京地域支部連合会 学術講演会 講

師・齋藤 淳教授（母校）
３１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３１日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
８月１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会実行委員会
３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
５日（日） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
６日（月） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
６日（月） 事業推進部シンクタンク委員会
１７日（金） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
１８日（土） 北海道地域支部連合会総会・支部長会

（札幌支部担当）
矢﨑会長，梅村副会長，髙橋専務理事，
佐藤理事出席

１８日（土） 宮崎県支部 学術講演会 講師・末石研
二教授（母校）

２０日（月） 広報部広報委員会
２０日（月） 会務検討特別委員会
２１日（火） 同窓会・会務運営協議会
２１日（火） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２２日（水） 事業推進部（企画会議）
２３日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
２４日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２５日（土） 第４回理事会
２９日（水） 総務・厚生部厚生委員会
３０日（木） 事業推進部保険委員会
３０日（木） 事業推進部・若手支援セミナー（運営委

員会）
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平成２３年１０月１日より平成２４年８月３１日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

神奈川西湘 高 橋 蓉 子 石 川 仲 谷 純 三 江 戸 川 宝 田 勇 葛 飾 田 中 幸 光

大 分 白 井 勝 静 岡 森 正 文 岐 阜 松 井 謙 治 北 山 本 陽

横浜中央 松 尾 真 一 川 崎 小 見 勇 日 本 橋 中 村 博 通 栃 木 菊 池 文 雄

新 潟 加 藤 久 夫 神奈川湘南 高 橋 作 人 長 崎 松 本 正 清 城 東 田 熊 庄三郎

福 岡 吉 永 鴻 栃 木 槇 石 武 則 神奈川西湘 小 林 眞 一 足 立 渡 邉 武 之

埼 玉 岩 田 一 雄 山 梨 小 川 二 男 山 梨 外 川 勲 愛 知 小 島 雅 方

杉 並 北 村 み ほ 葛 飾 渡 辺 和 夫 芝 下 村 一 登 深 川 吉 田 邦 男

町 田 古 澤 定 雄 新 潟 大 平 幸 民 青 森 嶋 中 豊 彦 牛 込 渡 辺 作一朗

目 黒 市 川 明 彦 浅 草 佐 藤 治 夫 岐 阜 国 島 義 郎 埼 玉 本 間 尹

杉 並 山 口 英 男 目 黒 安 達 玲 子 宮 城 縣 田 利 孝 埼 玉 稲 生 義 彦

北 多 摩 髙 津 正 直 神奈川相北 渋 谷 康 義 愛 知 鳥 居 廣 彰 新 宿 飯 田 精 一

中 野 高 市 章 青 森 清 藤 隆 平 川 崎 小 島 薫 正 静 岡 藤 原 康 功

群 馬 吉 田 勇 福 岡 井 上 篤 広 島 川 口 晃 司 蒲 田 荻 沼 善 也

千 葉 松 村 泰 樹 新 潟 小船井 尚 子 千 葉 宇野澤 璋 武 蔵 野 佐 藤 勝 也

西 多 摩 石 井 安 敏 埼 玉 増 田 憲 司 岡 山 水 河 照 旭 川 佐 藤 邦 典

埼 玉 奥 村 巌 川 崎 千 葉 崇 亮 埼 玉 生 田 政 明 新 潟 高 垣 順 吉

埼 玉 田 中 進 大 分 大久保 義 勝 埼 玉 紀 陸 一 夫 秋 田 小 林 昭 雄

千 葉 石 塚 旬 子 静 岡 大 村 春 夫 三 重 小 林 哲 郎 四谷牛込 野 呂 璋 明

広 島 沼 田 丈 治 玉 川 武 部 喜 平 神奈川相北 布 施 正 夫 苫 小 牧 松 本 新一朗

鳥 取 山 口 富二雄 愛 知 菰 田 豊 世 田 谷 山 﨑 智 丸 の 内 松 本 茂 男

群 馬 正 木 光 児 四谷牛込 植 松 英 臣 北 多 摩 小 林 朗 男 函 館 山 下 達 郎

神奈川西湘 佐 藤 正 士 島 根 竹 田 進 滝 野 川 海老原 きみ子 広 島 髙 橋 立 夫

愛 知 澤 田 郁 夫 兵 庫 山 下 敏 彦 愛 媛 三 好 春 航 北 多 摩 小 川 晴 昭

小 樽 馬 渕 清 志 群 馬 太 田 実 北 多 摩 田 口 亮 新 潟 石 田 重 雄

横浜中央 市 川 重 則 渋 谷 芳 村 正 雄 山 梨 雨 宮 彦 一 栃 木 大久保 雅 順

山 梨 勝 俣 體 明 兵 庫 伊 藤 敬 一 町 田 黒 沢 吉 雄 愛 知 山 﨑 薫

足 立 貝 田 昌 雄 世 田 谷 伊 藤 孝 福 島 野 内 光 雄 中 野 押 見 宏

島 根 芝 原 邦 彦 山 梨 早 川 武 則 北 多 摩 小 山 実 苫 小 牧 佐々木 裕 寿

豊 島 宇 都 尚 武 愛 知 青 木 修 滋 賀 原 田 剛 直 新 潟 星 藤 哉

愛 知 原 学 郎 愛 知 松 前 久 子 横須賀・鎌倉 林 忠 司 千 葉 尾 上 吉 之

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １２０名）
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平成２４年度東京歯科大学同窓会総務・厚生部報告
（自 平成２３年１０月１日 至 平成２４年８月３１日）

１．共済規程第６条第１項第一号に基づき弔慰金を支給した逝去会員は次のとおりです。

（敬称略）

神奈川西湘 高 橋 蓉 子 石 川 仲 谷 純 三 江 戸 川 宝 田 勇 葛 飾 田 中 幸 光

大 分 白 井 勝 静 岡 森 正 文 岐 阜 松 井 謙 治 北 山 本 陽

横浜中央 松 尾 真 一 川 崎 小 見 勇 日 本 橋 中 村 博 通 栃 木 菊 池 文 雄

新 潟 加 藤 久 夫 神奈川湘南 高 橋 作 人 長 崎 松 本 正 清 城 東 田 熊 庄三郎

福 岡 吉 永 鴻 栃 木 槇 石 武 則 神奈川西湘 小 林 眞 一 山 梨 小 川 二 男

山 梨 外 川 勲 葛 飾 渡 辺 和 夫 芝 下 村 一 登 深 川 吉 田 邦 男

新 潟 大 平 幸 民 青 森 嶋 中 豊 彦 牛 込 渡 辺 作一朗 目 黒 市 川 明 彦

浅 草 佐 藤 治 夫 岐 阜 国 島 義 郎 埼 玉 本 間 尹 杉 並 山 口 英 男

目 黒 安 達 玲 子 宮 城 縣 田 利 孝 埼 玉 稲 生 義 彦 北 多 摩 髙 津 正 直

神奈川相北 渋 谷 康 義 愛 知 鳥 居 廣 彰 新 宿 飯 田 精 一 中 野 高 市 章

青 森 清 藤 隆 平 川 崎 小 島 薫 正 静 岡 藤 原 康 功 群 馬 吉 田 勇

福 岡 井 上 篤 広 島 川 口 晃 司 新 潟 小船井 尚 子 千 葉 宇野澤 璋

西 多 摩 石 井 安 敏 埼 玉 増 田 憲 司 岡 山 水 河 照 旭 川 佐 藤 邦 典

埼 玉 奥 村 巌 川 崎 千 葉 崇 亮 埼 玉 生 田 政 明 新 潟 高 垣 順 吉

埼 玉 田 中 進 大 分 大久保 義 勝 埼 玉 紀 陸 一 夫 秋 田 小 林 昭 雄

千 葉 石 塚 旬 子 三 重 小 林 哲 郎 四谷牛込 野 呂 璋 明 広 島 沼 田 丈 治

玉 川 武 部 喜 平 神奈川相北 布 施 正 夫 苫 小 牧 松 本 新一朗 鳥 取 山 口 富二雄

愛 知 菰 田 豊 世 田 谷 山 﨑 智 丸 の 内 松 本 茂 男 群 馬 正 木 光 児

北 多 摩 小 林 朗 男 函 館 山 下 達 郎 神奈川西湘 佐 藤 正 士 島 根 竹 田 進

滝 野 川 海老原 きみ子 広 島 髙 橋 立 夫 愛 知 澤 田 郁 夫 兵 庫 山 下 敏 彦

愛 媛 三 好 春 航 北 多 摩 小 川 晴 昭 小 樽 馬 渕 清 志 群 馬 太 田 実

新 潟 石 田 重 雄 横浜中央 市 川 重 則 渋 谷 芳 村 正 雄 山 梨 雨 宮 彦 一

栃 木 大久保 雅 順 山 梨 勝 俣 體 明 兵 庫 伊 藤 敬 一 町 田 黒 沢 吉 雄

愛 知 山 﨑 薫 世 田 谷 伊 藤 孝 福 島 野 内 光 雄 中 野 押 見 宏

島 根 芝 原 邦 彦 山 梨 早 川 武 則 北 多 摩 小 山 実 苫 小 牧 佐々木 裕 寿

豊 島 宇 都 尚 武 愛 知 青 木 修 滋 賀 原 田 剛 直 新 潟 星 藤 哉

愛 知 原 学 郎 愛 知 松 前 久 子 横須賀・鎌倉 林 忠 司 千 葉 尾 上 吉 之

（届出順 以上 １０８名）
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平成２４年度東京歯科大学同窓会総務・厚生部報告
（自 平成２３年１０月１日 至 平成２４年８月３１日）

２．火災罹災に対し，共済規程第６条第１項第二号に基づき罹災共済金（見舞金）を支給した会員は

次のとおりです。

千代田支部 太田 寛 氏（昭和３１年卒） 平成２３年１２月３０日発生

千葉県支部 鷺 二郎 氏（平成３年卒） 平成２４年２月２１日発生

３．風水害地震等罹災に対し，共済規程第６条第１項第三号に基づき罹災共済金（見舞金）を支給し

た会員は次のとおりです。

新潟県支部 星 藤哉 氏（昭和２５年卒） 平成２３年７月３０日発生

新潟県支部 渡邊 聖子 氏（昭和５５年卒） 平成２３年７月３０日発生

茨城県支部 大木 博之 氏（平成５年卒） 平成２３年３月１１日発生
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第１号議案
平成２３年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 決 算 書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

会 費 １０３，９１０，０００ １０１，０８５，２００ ２，８２４，８００ ９７．３ 平成２３年度分 ４，１２９人 ７４，３２２，０００円
平成２２年度分 ７０２人 １２，６３６，０００円
平成２１年度以前分 ８１４人 １４，１２７，２００円
合計 ５，６４５人 １０１，０８５，２００円

平成２３年度 １８，０００円×４，１２９人
平成２２年度 １８，０００円× ７０２人

昭和４０～４２年度 １，２００円× ０人
昭和４３～４７年度 １，７００円× １人
昭和４８年度 ３，２００円× ０人
昭和４９年度 ３，５００円× １人
昭和５０年度 ６，０００円× １人
昭和５１年度 ７，０００円× ２人
昭和５２年度 ８，０００円× ２人
昭和５３年度 ８，０００円× ２人
昭和５４年度 ８，０００円× ２人
昭和５５年度 １０，０００円× ２人
昭和５６年度 １０，０００円× ２人
昭和５７年度 １０，０００円× ２人
昭和５８年度 １２，０００円× ３人
昭和５９年度 １２，０００円× ４人
昭和６０年度 １２，０００円× ４人
昭和６１年度 １２，０００円× ４人
昭和６２年度 １２，０００円× ４人
昭和６３年度 １４，０００円× ５人
平成１年度 １４，０００円× ６人
平成２年度 １４，０００円× ７人
平成３年度 １４，０００円× ７人
平成４年度 １４，０００円× ７人
平成５年度 １４，０００円× ８人
平成６年度 １４，０００円× ８人
平成７年度 １４，０００円× ８人
平成８年度 １４，０００円× ８人
平成９年度 １４，０００円× ８人
平成１０年度 １４，０００円× １１人
平成１１年度 ２０，０００円× １３人
平成１２年度 ２０，０００円× １６人
平成１３年度 ２０，０００円× １８人
平成１４年度 １８，０００円× ２１人
平成１５年度 １８，０００円× ２６人
平成１６年度 １８，０００円× ２９人
平成１７年度 １８，０００円× ２６人
平成１８年度 １８，０００円× ３６人
平成１９年度 １８，０００円× ４５人
平成２０年度 １８，０００円× ２１５人
平成２１年度 １８，０００円× ２５０人
合計 ８１４人

入会金 ７４０，０００ ６８５，０００ ５５，０００ ９２．６ 新卒者 ５，０００円× １２５人
推薦会員 ５０，０００円× １人
推薦会員 ５，０００円× ２人

雑収入 １，８５０，０００ １，４０８，３７４ ４４１，６２６ ７６．１
収入計 １０６，５００，０００ １０３，１７８，５７４ ３，３２１，４２６ ９６．９

前年度繰越金 ２５，０００，０００ ２３，５８４，６３５ １，４１５，３６５ ９４．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，６１８，９８２円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １５，９０７，６００円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５８，０５３円

合 計 １３１，５００，０００ １２６，７６３，２０９ ４，７３６，７９１ ９６．４
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支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３７，９８０，０００ ３４，９０５，１０３ ３，０７４，８９７ ９１．９

給与費 ２３，１５０，０００ ２１，１４２，４５７ ２，００７，５４３ ９１．３ 事務職員
福利厚生費 ２７０，０００ ４１１，３５２ △ １４１，３５２ １５２．４ 役員等の傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２００，０００ ４，２３０，０００ △ ３０，０００ １００．７
通信費 １，７６０，０００ １，８９９，４５３ △ １３９，４５３ １０７．９
印刷費 １，４６０，０００ １，３９０，６５１ ６９，３４９ ９５．３
備品購入費 ６００，０００ ０ ６００，０００ ０．０
消耗品費 ４００，０００ ６６７，１１４ △ ２６７，１１４ １６６．８
集金手数料 ４，６８０，０００ ４，１００，６００ ５７９，４００ ８７．６
保守管理委託費 １，１９０，０００ ８１６，９８３ ３７３，０１７ ６８．７
雑費 ２７０，０００ ２４６，４９３ ２３，５０７ ９１．３

事業費 ７５，５５０，０００ ６０，４６７，２９９ １５，０８２，７０１ ８０．０

旅費交通費 ２８，２７０，０００ ２７，３５１，５８０ ９１８，４２０ ９６．８
総務・厚生関係費 １２，１１０，０００ ５，９５８，３９８ ６，１５１，６０２ ４９．２ 時局対策費積立金会計繰入減
渉外関係費 ３，０９０，０００ １，２４１，０９７ １，８４８，９０３ ４０．２ 渉外活動費減
広報関係費 １４，９００，０００ １２，８３７，００８ ２，０６２，９９２ ８６．２ 会報発行５回
事業推進関係費 ４，２８０，０００ ３，９５２，０２１ ３２７，９７９ ９２．３
会合費 １，０００，０００ ２８０，３２０ ７１９，６８０ ２８．０
交際費 ９，０４０，０００ ５，６８１，６２９ ３，３５８，３７１ ６２．８
慶弔費 １，９３０，０００ ２，１２４，６７５ △ １９４，６７５ １１０．１
雑費 ９３０，０００ １，０４０，５７１ △ １１０，５７１ １１１．９

会議費 ３，４５０，０００ ２，８６８，９４０ ５８１，０６０ ８３．２

役員会費 １００，０００ ６０，９００ ３９，１００ ６０．９
評議員会費・総会費 ２，３００，０００ ２，２０８，４１６ ９１，５８４ ９６．０ 平成２３年１１月２６日開催
支部長会費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
学年代表者会費 ６００，０００ ２９０，２９４ ３０９，７０６ ４８．４
雑費 ３５０，０００ ３０９，３３０ ４０，６７０ ８８．４

特別会計繰入金 ５，８４０，０００ ５，７８５，０００ ５５，０００ ９９．１

同窓会基金 ７４０，０００ ６８５，０００ ５５，０００ ９２．６
血脇記念基金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０
退職積立金 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０ １００．０

予備費 ８，６８０，０００ ０ ８，６８０，０００ ０．０

支出計 １３１，５００，０００ １０４，０２６，３４２ ２７，４７３，６５８ ７９．１

次年度繰越金 ０ ２２，７３６，８６７ △ ２２，７３６，８６７ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，８８９，５２３円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １４，７８９，０３４円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５８，３１０円

合 計 １３１，５００，０００ １２６，７６３，２０９ ４，７３６，７９１ ９６．４
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第２号議案
平成２３年度 東京歯科大学同窓会

同窓会基金収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

平成２３年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ７４０，０００ ６８５，０００ ５５，０００ ９２．６ 経常部より
雑収入 ８０，０００ ８，８６８ ７１，１３２ １１．１ 預金利息
収入計 ８２０，０００ ６９３，８６８ １２６，１３２ ８４．６

前年度繰越金 ２８，３３０，０００ ２７，９１９，７８２ ４１０，２１８ ９８．６ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，６３０，３７３円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １３９，４０９円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，１５０，０００ ２８，６１３，６５０ ５３６，３５０ ９８．２

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ２９，１５０，０００ ２８，６１３，６５０ ５３６，３５０ ９８．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，３２０，１７７円

三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １４３，４７３円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，１５０，０００ ２８，６１３，６５０ ５３６，３５０ ９８．２

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １，９１２ ８，０８８ １９．１ 預金利息
収入計 １１０，０００ １０１，９１２ ８，０８８ ９２．６

前年度繰越金 ４，９７０，０００ ４，９３２，９５５ ３７，０４５ ９９．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９３２，９５５円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円

合 計 ５，０８０，０００ ５，０３４，８６７ ４５，１３３ ９９．１

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ５，０８０，０００ ５，０３４，８６７ ４５，１３３ ９９．１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，０３４，８６７円

三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
合 計 ５，０８０，０００ ５，０３４，８６７ ４５，１３３ ９９．１
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １９，０９０，０００ １９，１５０，８００ △ ６０，８００ １００．３ 平成２３年度分 ４，５４４人 １３，６３２，０００円
平成２２年度分 ７７３人 ２，３１９，０００円
平成２１年度以前分 ８７４人 ３，１９９，８００円
合計 ６，１９１人 １９，１５０，８００円

平成２３年度分 ３，０００円×４，５４４人
平成２２年度分 ３，０００円× ７７３人

昭和４３～４８年度 ８００円× １人
昭和４９～５１年度 １，５００円× ４人
昭和５２～５３年度 ２，０００円× ４人
昭和５４～５５年度 ３，０００円× ４人
昭和５６～６３年度 ４，０００円× ２８人
平成１～２０年度 ４，０００円× ５６２人
平成２１年度 ３，０００円× ２７１人
合計 ８７４人

雑収入 ２５０，０００ ４７，０９５ ２０２，９０５ １８．８ 預金利息

収入計 １９，３４０，０００ １９，１９７，８９５ １４２，１０５ ９９．３

前年度繰越金 ８８，１５０，０００ ９３，６０４，４２９ △ ５，４５４，４２９ １０６．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，９１８，７９７円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ８０，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３５，６３２円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １０７，４９０，０００ １１２，８０２，３２４ △ ５，３１２，３２４ １０４．９

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １８，４５０，０００ １６，８９０，０００ １，５６０，０００ ９１．５ 弔慰共済金 １２，５００，０００円
（＠２００，０００×１件 平成１２年逝去者，平成２３年確認）

（＠１００，０００×１２３件）
罹災共済金 ３４０，０００円
（＠７０，０００×２件，＠１００，０００×２件）

８０歳祝金 ３，９００，０００円
（＠５０，０００×７８件）

１００歳祝金 １５０，０００円
（＠５０，０００×３件）

事務費 ２４０，０００ ２２４，７２５ １５，２７５ ９３．６ 弔慰金，祝金送料 他

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ８２，８００，０００ １２，２７０，０００ ７０，５３０，０００ １４．８ 東日本大震災関係罹災共済金 １０，９７０，０００円
（＠１００，０００×４２件，＠７０，０００×５５件）
（＠ ５０，０００×２６件，＠３０，０００×５４件）

東日本大震災関係見舞金 １，３００，０００円

支出計 １０７，４９０，０００ ２９，３８４，７２５ ７８，１０５，２７５ ２７．３

次年度繰越金 ０ ８３，４１７，５９９ △ ８３，４１７，５９９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，７３０，７７５円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３６，８２４円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １０７，４９０，０００ １１２，８０２，３２４ △ ５，３１２，３２４ １０４．９

平成２３年度 東京歯科大学同窓会

共 済 基 金 収 支 決 算 書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

70



平成２３年度 東京歯科大学同窓会

名簿積立金収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

平成２３年度 東京歯科大学同窓会

退職積立金収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ２２１ ９，７７９ ２．２ 預金利息
収入計 ２，０１０，０００ ２，０００，２２１ ９，７７９ ９９．５

前年度繰越金 ２，０１０，０００ １，９９１，２１３ １８，７８７ ９９．１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，９９１，２１３円
合 計 ４，０２０，０００ ３，９９１，４３４ ２８，５６６ ９９．３

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

通信費 ０ １，３４０ △ １，３４０ 名簿発送費
支出計 ０ １，３４０ △ １，３４０

次年度繰越金 ４，０２０，０００ ３，９９０，０９４ ２９，９０６ ９９．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，９９０，０９４円
合 計 ４，０２０，０００ ３，９９１，４３４ ２９，９０６ ９９．３

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ３８５ ９，６１５ ３．９ 預金利息
収入計 ３，０１０，０００ ３，０００，３８５ ９，６１５ ９９．７

前年度繰越金 ２，６８０，０００ ２，６５８，４５５ ２１，５４５ ９９．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，６５８，４５５円
合 計 ５，６９０，０００ ５，６５８，８４０ ３１，１６０ ９９．５

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ５，６９０，０００ ５，６５８，８４０ ３１，１６０ ９９．５ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５，６５８，８４０円
合 計 ５，６９０，０００ ５，６５８，８４０ ３１，１６０ ９９．５
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第３号議案
平成２３年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 １８，９００，０００ １７，９４１，０００ ９５９，０００ ９４．９ １．卒研セミナー
№１ イブニングセミナー iPad

２６７，０００円
〔受講割引なし〕

３，０００×８９人 ２６７，０００円
№２ 実習セミナー 攻めのTBI

６９８，０００円
〔受講割引なし〕

１５，０００×１５人 ２２５，０００円
〔受講割引あり〕

１３，０００×３１人 ４０３，０００円
１０，０００×７人 ７０，０００円

№３ ディスカッションセミナー 義歯の設計
５９８，０００円

〔受講割引なし〕
１５，０００×１１人 １６５，０００円

〔受講割引あり〕
１３，０００×１１人 １４３，０００円
１０，０００×２９人 ２９０，０００円

№４ イブニングセミナー スタンダード
１６８，０００円

〔受講割引なし〕
３，０００×５６人 １６８，０００円

№５ 実習セミナー 床型装置
１，１８０，０００円

〔受講割引なし〕
７０，０００×１２人 ８４０，０００円

〔受講割引あり〕
６８，０００×５人 ３４０，０００円

東京歯科大学同窓会フォーラム
３０，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×６人 ３０，０００円

インプラントセミナー
１５，０００，０００円

〔受講割引なし〕
７００，０００×６人 ４，２００，０００円

〔受講割引あり〕
６００，０００×１８人 １０，８００，０００円

合計 １７，９４１，０００円
雑収入 ２０，０００ ４０６，０７１ △ ３８６，０７１ ２，０３０．４ セミナーテキスト代 他
繰入金収入 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金会計より
収入計 １９，１２０，０００ １８，５４７，０７１ ５７２，９２９ ９７．０

前年度繰越金 ５，０００，０００ ５，６９４，３５３ △ ６９４，３５３ １１３．９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５，６９４，３５３円
合 計 ２４，１２０，０００ ２４，２４１，４２４ △ １２１，４２４ １００．５
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支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 １，１００，０００ ４８７，８６９ ６１２，１３１ ４４．４

通信運搬費 ８００，０００ ４６０，０４５ ３３９，９５５ ５７．５ プログラム発送 他
消耗品費 ２００，０００ ２５，７７４ １７４，２２６ １２．９
雑費 １００，０００ ２，０５０ ９７，９５０ ２．１

事業費 ２２，４００，０００ ２０，５３４，１４０ １，８６５，８６０ ９１．７

講師謝礼費 ５，０００，０００ ４，４６２，５００ ５３７，５００ ８９．３
講師旅費交通費 １，５００，０００ ２，５９２，０００ △ １，０９２，０００ １７２．８ 実習インストラクター増
資料作成費 １，７００，０００ １，２７０，５００ ４２９，５００ ７４．７ テキスト作成 他
役務費 １，９００，０００ ６４５，７５０ １，２５４，２５０ ３４．０
実習器材費 ６，５００，０００ ６，２８８，６９５ ２１１，３０５ ９６．７
設営費 ２，５００，０００ ２，６７９，２７０ △ １７９，２７０ １０７．２
印刷広報費 ９００，０００ ６７２，７８７ ２２７，２１３ ７４．８
受講証関係費 １００，０００ ３２２，２６８ △ ２２２，２６８ ３２２．３
広告費 １，４００，０００ １，３０４，１００ ９５，９００ ９３．２
渉外費 ７００，０００ ９６，２７０ ６０３，７３０ １３．８
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 大学施設利用料

公租公課 ４００，０００ ３５８，６００ ４１，４００ ８９．７ 消費税

予備費 ２２０，０００ ０ ２２０，０００ ０．０

支出計 ２４，１２０，０００ ２１，３８０，６０９ ２，７３９，３９１ ８８．６

次年度繰越金 ０ ２，８６０，８１５ △ ２，８６０，８１５ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，８６０，８１５円

合 計 ２４，１２０，０００ ２４，２４１，４２４ △ １２１，４２４ １００．５
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平成２３年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 ５０，０００ ５，８８３ ４４，１１７ １１．８ 預金利息
収入計 ５０，０００ ５，８８３ ４４，１１７ １１．８

前年度繰越金 １８，６３０，０００ １８，９４３，６２３ △ ３１３，６２３ １０１．７ みずほ信託銀行 普通預金 ９４３，６２３円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １８，６８０，０００ １８，９４９，５０６ △ ２６９，５０６ １０１．４

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

通信費 ０ ８４０ △ ８４０ 振込手数料
繰入金支出 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー会計繰入
支出計 ２００，０００ ２００，８４０ △ ８４０ １００．４

次年度繰越金 １８，４８０，０００ １８，７４８，６６６ △ ２６８，６６６ １０１．５ みずほ信託銀行 普通預金 ７４８，６６６円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １８，６８０，０００ １８，９４９，５０６ △ ２６９，５０６ １０１．４

74



第４号議案
平成２３年度 東京歯科大学同窓会

時局対策費積立金会計収支決算書
自 平成２３年１月１日
至 平成２３年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ８，０００，０００ ３，０００，０００ ５，０００，０００ ３７．５ 経常部より
雑収入 ５０，０００ １３，８１６ ３６，１８４ ２７．６ 預金利息
収入計 ８，０５０，０００ ３，０１３，８１６ ５，０３６，１８４ ３７．４

前年度繰越金 ２７，１２０，０００ ２２，１７２，０７２ ４，９４７，９２８ ８１．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ７，１７２，０７２円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ３５，１７０，０００ ２５，１８５，８８８ ９，９８４，１１２ ７１．６

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支部活動助成金 ０ １，３００，０００ △ １，３００，０００
震災調査活動助成費 ０ １，７００，０００ △ １，７００，０００ 東日本大震災における支部調査活動費，活動助成費
義援金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００ 朝日新聞社振込
支出計 ０ ４，０００，０００ △ ４，０００，０００

次年度繰越金 ３５，１７０，０００ ２１，１８５，８８８ １３，９８４，１１２ ６０．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ６，１８５，８８８円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ３５，１７０，０００ ２５，１８５，８８８ ９，９８４，１１２ ７１．６
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第５号議案
平成２３年度 東京歯科大学同窓会

財 産 目 録
平成２３年１２月３１日

１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ H ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ H１３．４ ３７０，４８２

３ パソコン Mac iBook １ H１４．８ １８０，３９０ Mac

４ プロジェクター Epson １ H１４．８ ３３８，１００

５ ビデオカメラ １ H１９．１２ １３８，９０６

６ プロジェクター １ H１９．１２ ２７９，８００

７ パソコン acer ４ H２０．３ ７９８，０００ WIN

８ 書類保管庫 A４W-IS １ H２０．９ １１５，８１５

９ パソコン １ H２１．２ ２４８，０００ WIN

計 ９ 品 目 １６ ２，８４０，１４３

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 片袖机 他 ４０点 １，２８９，５７８
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２．普通預金，定期預金，通常預金

会 計 区 分 種 類 預金残高 取 引 銀 行

⑴ 経 常 部 普通預金 １４，７８９，０３４ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
〃 ２，８８９，５２３ 〃 〃

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃
通常預金 １，０５８，３１０ 神田三崎町郵便局

計 ２２，７３６，８６７

⑵ 共 済 基 金 普通預金 ４，７３０，７７５ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 ７５，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ２３６，８２４ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 ３，４５０，０００ 〃 〃

計 ８３，４１７，５９９
⑶ 同 窓 会 基 金 普通預金 ４，３２０，１７７ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 １４３，４７３ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２８，６１３，６５０
⑷ 血 脇 記 念 基 金 普通預金 １，０３４，８６７ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃

計 ５，０３４，８６７

⑸ 名 簿 積 立 金 普通預金 ３，９９０，０９４ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 ３，９９０，０９４

⑹ 退 職 積 立 金 普通預金 ５，６５８，８４０ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 ５，６５８，８４０

⑺ 卒後研修セミナー 普通預金 ２，８６０，８１５ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 ２，８６０，８１５

⑻ 卒後研修セミナー 普通預金 ７４８，６６６ みずほ信託銀行 本 店
積 立 金 定期預金 １８，０００，０００ 〃 〃

計 １８，７４８，６６６

⑼ 時局対策費積立金 普通預金 ６，１８５，８８８ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 １５，０００，０００ 〃 〃

計 ２１，１８５，８８８

合 計 １９２，２４７，２８６
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平成２３年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算書，特別会計収

支決算書（即ち，同窓会基金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金

決算，退職積立金決算），卒後研修セミナー収支決算書，卒後研修セミナー積立金

収支決算書，時局対策費積立金会計収支決算書，及び財産目録につき諸帳簿，証憑

書類を監査した結果適正に処理されていることを認めます。

平成２４年５月３１日

常任監事 関 泰 忠 �

監 事 原 武 仁 �

監 事 矢 島 安 朝 �

監 査 報 告
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１．パソコン Mac iBook １台
平成１４年に購入し，年数経過と共に故障が多くなり使用に耐えられないため。

本同窓会は，平成２７年（２０１５年）に，創立１２０周年を迎える。
ここに，同窓会創立１２０周年記念事業を実施することと，
「同窓会創立１２０周年記念事業積立金」特別会計の設立と経常部
よりの繰り入れ（平成２５年度は１００万円）の承認をお願いした
い。

第６号議案 財産（備品）廃棄処分目録

第７号議案 会員資格に係る東京歯科大学同窓会会則の
一部改正

第８号議案 準会員制度に係る東京歯科大学同窓会会則の
一部改正

第９号議案 名誉会長に係る東京歯科大学同窓会会則の
一部改正

第１０号議案 同窓会創立１２０周年記念事業について
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総務・厚生部
１．諸会合の準備・調整並びに運営を行う。
２．会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。
３．母校・父兄会・学生との連携を図る。
４．同窓会改革をすすめ，そのための会則等の見直しを行う。
５．支部・地域支部連合会，学年代表者との情報交換を促進する。
６．支部未入会者対策を講じる。
７．母校水道橋移転事業に協力する。
８．共済制度の健全なる運営を行う。
９．会員厚生および親睦の充実を図る。
１０．同窓会員緊急時 代診制度の運営を行う。
１１．同窓会創立１２０周年記念事業の準備を行う。

渉 外 部
１．各歯科大学同窓・校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。
２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。
３．母校との連携のもとに国・公・私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。
４．渉外活動に関する情報交換を進め，全国レベルでの情報の共有と集約を図る。

広 報 部
１．会報を年５回発行し，会員との情報交換を図る。
２．新入会員名簿・会員住所変更訂正版名簿を出版する。
３．ホームページの維持管理を行う。

事業推進部
１．歯科保健・医療制度・生涯研修などの調査，情報提供などシンクタンク機能の推進
をする。

２．若手同窓を対象とした事業を企画，開催する。
３．大学との連携のもと，各支部同窓の診療所を活用するシステムを構築する。
４．若手同窓を中心としたネットワークを構築し機能させる。
５．在学生および父兄と連携した同窓会の啓発活動を行う。
６．TDC卒後研修セミナーを開催する。
７．地域支部連合会・支部における講演会，研修活動を支援する。
８．各大学の同窓会学術担当者と情報交換，学術事業交流を行う。
９．学術情報の収集，分析および提供を図る。
１０．医療保険関係者等との交流を行う。
１１．各支部の医療保険請求に係わる情報の収集および発信をする。

第１１号議案 平成２５年度事業計画
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平成２５年度 入会金 本学出身の会員 ０円
推薦会員 ５，０００円

平成２５年度 会費現行通り １８，０００円
新進会員（卒後５年以内） １０，０００円

第１２号議案 平成２５年度入会金

第１３号議案 平成２５年度会費

第１４号議案
平成２５年度 東京歯科大学同窓会

経 常 部 収 支 予 算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

会 費 ９７，４５０，０００ １００，２３０，０００ △ ２，７８０，０００ １０２．９ 平成２５年度分 ４，００８人 ７２，２３４，０００円
平成２４年度分 ９３５人 １６，８３０，０００円
平成２３年度以前分 ６５５人 １１，１８０，０００円
合計 ５，５９８人 １００，２３４，０００円

平成２５年度 １８，０００円× ３，８５８人
平成２５年度 １０，０００円× ２２人
平成２５年度 ２０，０００円× １２８人

新卒者
平成２５年度分 １０，０００円
平成２６年度分 １０，０００円

入会金 ７４０，０００ １０，０００ ７３０，０００ １．４ 新卒者 ０円× １２８人
その他 ５，０００円× ２人

雑収入 １，７００，０００ １，７００，０００ ０ １００．０ 会報広告料 他

収入計 ９９，８９０，０００ １０１，９４０，０００ △ ２，０５０，０００ １０２．１

前年度繰越金 １０，０００，０００ １５，０００，０００ △ ５，０００，０００ １５０．０

合 計 １０９，８９０，０００ １１６，９４０，０００ △ ７，０５０，０００ １０６．４
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支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３７，３２０，０００ ３８，３２０，０００ △ １，０００，０００ １０２．７

給与費 ２２，４８０，０００ ２３，５５０，０００ △ １，０７０，０００ １０４．８ 事務職員
福利厚生費 ９３０，０００ ９２０，０００ １０，０００ ９８．９ 役員等傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２３０，０００ ４，２３０，０００ ０ １００．０ 同窓会室，駐車場
通信費 １，７５０，０００ １，９４０，０００ △ １９０，０００ １１０．９
印刷費 １，４６０，０００ １，４６０，０００ ０ １００．０
備品購入費 ６００，０００ ６００，０００ ０ １００．０
消耗品費 ４００，０００ ５８０，０００ △ １８０，０００ １４５．０
集金手数料 ４，０１０，０００ ３，９７０，０００ ４０，０００ ９９．０
保守管理委託費 １，１９０，０００ ８３０，０００ ３６０，０００ ６９．７
雑費 ２７０，０００ ２４０，０００ ３０，０００ ８８．９

事業費 ６２，２００，０００ ６４，２８０，０００ △ ２，０８０，０００ １０３．３

旅費交通費 ２４，２８０，０００ ２５，７４０，０００ △ １，４６０，０００ １０６．０
総務・厚生関係費 ３，３５０，０００ ３，４１０，０００ △ ６０，０００ １０１．８
渉外関係費 ２，０９０，０００ ２，０９０，０００ ０ １００．０
広報関係費 １３，７７０，０００ １３，９８０，０００ △ ２１０，０００ １０１．５ 会報学生配布用増刷
事業推進関係費 ５，３３０，０００ ５，０３０，０００ ３００，０００ ９４．４
会合費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０
連合会・支部関係費 ３，４５０，０００ ３，９００，０００ △ ４５０，０００ １１３．０ 支部加入促進費
交際費 ５，４００，０００ ５，４００，０００ ０ １００．０
慶弔費 １，９３０，０００ ２，１３０，０００ △ ２００，０００ １１０．４
雑費 １，６００，０００ １，６００，０００ ０ １００．０

会議費 ２，７５０，０００ ２，７００，０００ ５０，０００ ９８．２

役員会費 １００，０００ ７０，０００ ３０，０００ ７０．０
評議員会費・総会費 １，７００，０００ １，７００，０００ ０ １００．０
学年代表者会費 ６００，０００ ６００，０００ ０ １００．０
雑費 ３５０，０００ ３３０，０００ ２０，０００ ９４．３

特別会計繰入金 ４，８４０，０００ ４，６１０，０００ ２３０，０００ ９５．２

同窓会基金 ７４０，０００ １０，０００ ７３０，０００ １．４
血脇記念基金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０
退職積立金 ２，０００，０００ １，５００，０００ ５００，０００ ７５．０
同窓会創立１２０周年
記念事業積立金

０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

支出計 １０７，１１０，０００ １０９，９１０，０００ △ ２，８００，０００ １０２．６

予備費 ２，７８０，０００ ７，０３０，０００ △ ４，２５０，０００ ２５２．９

合 計 １０９，８９０，０００ １１６，９４０，０００ △ ７，０５０，０００ １０６．４
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平成２５年度 共済負担金現行通り ３，０００円

第１５号議案 平成２５年度共済負担金

第１６号議案
平成２５年度 東京歯科大学同窓会

同窓会基金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ７４０，０００ １０，０００ ７３０，０００ １．４ 経常部より
雑収入 ３０，０００ ３０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ７７０，０００ ４０，０００ ７３０，０００ ５．２
前年度繰越金 ２９，１５０，０００ ２９，９２０，０００ △ ７７０，０００ １０２．６

合 計 ２９，９２０，０００ ２９，９６０，０００ △ ４０，０００ １００．１

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ２９，９２０，０００ ２９，９６０，０００ △ ４０，０００ １００．１

合 計 ２９，９２０，０００ ２９，９６０，０００ △ ４０，０００ １００．１
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平成２５年度 東京歯科大学同窓会

血脇記念基金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０
前年度繰越金 ５，０８０，０００ ５，１９０，０００ △ １１０，０００ １０２．２

合 計 ５，１９０，０００ ５，３００，０００ △ １１０，０００ １０２．１

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ５，１９０，０００ ５，３００，０００ △ １１０，０００ １０２．１

合 計 ５，１９０，０００ ５，３００，０００ △ １１０，０００ １０２．１
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平成２５年度 東京歯科大学同窓会

共済基金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １８，１４０，０００ １９，１００，０００ △ ９６０，０００ １０５．３ 平成２５年度分 ４，３９８人 １３，５７８，０００円
平成２４年度分 １，０３０人 ３，０９０，０００円
平成２３年度以前分 ６９０人 ２，４４０，０００円
合計 ６，１１８人 １９，１０８，０００円

平成２５年度 ３，０００円× ４，２７０人
平成２５年度 ６，０００円× １２８人

新卒者
平成２５年度分 ３，０００円
平成２６年度分 ３，０００円

雑収入 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １８，２４０，０００ １９，２００，０００ △ ９６０，０００ １０５．３

前年度繰越金 ８０，２４０，０００ ８３，５１０，０００ △ ３，２７０，０００ １０４．１

合 計 ９８，４８０，０００ １０２，７１０，０００ △ ４，２３０，０００ １０４．３

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １８，３５０，０００ １８，２５０，０００ １００，０００ ９９．５ 弔慰共済金 １３，０００，０００円
（＠１００，０００×１３０件）

罹災共済金 １，０００，０００円
（＠１００，０００×１０件）

８０歳祝金 ４，２００，０００円
（＠５０，０００×８４件）

１００歳祝金 ５０，０００円
（＠５０，０００×１件）

事務費 ２４０，０００ ２４０，０００ ０ １００．０ 弔慰金，祝金送料 他

支出計 １８，５９０，０００ １８，４９０，０００ １００，０００ ９９．５

予備費 ６，０００，０００ ６，０００，０００ ０ １００．０

給付準備金 ７３，８９０，０００ ７８，２２０，０００ △ ４，３３０，０００ １０５．９

合 計 ９８，４８０，０００ １０２，７１０，０００ △ ４，２３０，０００ １０４．３

85



平成２５年度 東京歯科大学同窓会

名簿積立金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

平成２５年度 東京歯科大学同窓会

退職積立金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０１０，０００ ２，０１０，０００ ０ １００．０
前年度繰越金 ４，０２０，０００ ６，０３０，０００ △ ２，０１０，０００ １５０．０

合 計 ６，０３０，０００ ８，０４０，０００ △ ２，０１０，０００ １３３．３

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ６，０３０，０００ ８，０４０，０００ △ ２，０１０，０００ １３３．３

合 計 ６，０３０，０００ ８，０４０，０００ △ ２，０１０，０００ １３３．３

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ １，５００，０００ ５００，０００ ７５．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０１０，０００ １，５１０，０００ ５００，０００ ７５．１
前年度繰越金 ５，６９０，０００ ７，７００，０００ △ ２，０１０，０００ １３５．３

合 計 ７，７００，０００ ９，２１０，０００ △ １，５１０，０００ １１９．６

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ７，７００，０００ ９，２１０，０００ △ １，５１０，０００ １１９．６

合 計 ７，７００，０００ ９，２１０，０００ △ １，５１０，０００ １１９．６
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平成２５年度 東京歯科大学同窓会

同窓会創立１２０周年記念事業積立金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００ 経常部より

収入計 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

前年度繰越金 ０ ０ ０

合 計 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

合 計 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００
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第１７号議案
平成２５年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ２１，０２４，０００ ２０，３１２，０００ ７１２，０００ ９６．６ セミナー№１ 最初に診ること，ずっと診ること
０円

セミナー№２ こだわりの補綴
２５６，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×３２人 １６０，０００円

〔受講割引あり〕
３，０００×３２人 ９６，０００円

セミナー№３ セファロ
１，６８０，０００円

〔受講割引あり〕
１３０，０００×６人 ７８０，０００円

〔受講割引なし〕
１５０，０００×６人 ９００，０００円

セミナー№４ どこから手をつける
７２０，０００円

〔受講割引あり〕
８，０００×４０人 ３２０，０００円

〔受講割引なし〕
１０，０００×４０人 ４００，０００円

セミナー№５ CAD/CAM
１，８００，０００円

〔受講割引あり〕
４０，０００×２０人 ８００，０００円

〔受講割引なし〕
５０，０００×２０人 １，０００，０００円

セミナー№６ こだわりのペリオ
２５６，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×３２人 １６０，０００円

〔受講割引あり〕
３，０００×３２人 ９６，０００円

セミナー№７ インプラントセミナー
１５，６００，０００円

〔受講割引あり〕
６００，０００×１２人 ７，２００，０００円

〔受講割引なし〕
７００，０００×１２人 ８，４００，０００円

合計 ２０，３１２，０００円

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ セミナーテキスト代 他
繰入金収入 ２００，０００ １，２００，０００ △ １，０００，０００ ６００．０ 卒後研修セミナー積立金会計より

収入計 ２１，２４４，０００ ２１，５３２，０００ △ ２８８，０００ １０１．４

前年度繰越金 ５，０００，０００ ２，５００，０００ ２，５００，０００ ５０．０

合 計 ２６，２４４，０００ ２４，０３２，０００ ２，２１２，０００ ９１．６
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支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 １，１００，０００ ７００，０００ ４００，０００ ６３．６

通信運搬費 ８００，０００ ５５０，０００ ２５０，０００ ６８．８ プログラム発送 他
消耗品費 ２００，０００ １００，０００ １００，０００ ５０．０
雑費 １００，０００ ５０，０００ ５０，０００ ５０．０

事業費 ２２，６００，０００ １９，４００，０００ ３，２００，０００ ８５．８

講師謝礼費 ５，０００，０００ ５，０００，０００ ０ １００．０ 講師 ４，０００，０００円
実習講師 １，０００，０００円

講師旅費交通費 １，５００，０００ １，４００，０００ １００，０００ ９３．３ 講師旅費交通費，宿泊費，委員旅費交通費
資料作成費 １，７００，０００ １，３００，０００ ４００，０００ ７６．５ 実習用資料 ８００，０００円

講演用資料 ５００，０００円
役務費 １，９００，０００ １，０００，０００ ９００，０００ ５２．６ セミナー役務 ５００，０００円

運営役務 ２００，０００円
実習インストラクター ２００，０００円
症例発表 １００，０００円

実習器材費 ６，５００，０００ ５，０００，０００ １，５００，０００ ７６．９ 実習用器材 ４，５００，０００円
講演用器材 ５００，０００円

設営費 ２，５００，０００ ２，５００，０００ ０ １００．０ スライド関連費 ４００，０００円
運営資材費 ８００，０００円
演者・委員昼食 ５００，０００円
消耗品費 ８００，０００円

印刷広報費 ９００，０００ ７００，０００ ２００，０００ ７７．８ 研修用プログラム印刷 他
受講証関係費 １００，０００ ２００，０００ △ １００，０００ ２００．０
広告費 １，６００，０００ １，４００，０００ ２００，０００ ８７．５ 雑誌広告 他
渉外費 ７００，０００ ７００，０００ ０ １００．０ 講師打会せ費 他
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 大学施設利用料 他

公租公課 ４００，０００ ４００，０００ ０ １００．０ 消費税

支出計 ２４，１００，０００ ２０，５００，０００ ３，６００，０００ ８５．１

予備費 ２，１４４，０００ ３，５３２，０００ △ １，３８８，０００

合 計 ２６，２４４，０００ ２４，０３２，０００ ２，２１２，０００ ９１．６
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平成２５年度 東京歯科大学同窓会

卒後研修セミナー積立金収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 １８，４８０，０００ １８，３００，０００ １８０，０００ ９９．０

合 計 １８，５００，０００ １８，３２０，０００ １８０，０００ ９９．０

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 ２００，０００ １，２００，０００ △ １，０００，０００ ６００．０ 卒後研修セミナー会計繰入

支出計 ２００，０００ １，２００，０００ △ １，０００，０００ ６００．０

次年度繰越金 １８，３００，０００ １７，１２０，０００ １，１８０，０００ ９３．６

合 計 １８，５００，０００ １８，３２０，０００ １８０，０００ ９９．０

第１８号議案
平成２５年度 東京歯科大学同窓会

時局対策費積立金会計収支予算
自 平成２５年１月１日
至 平成２５年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より

雑収入 ４０，０００ ４０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０４０，０００ ２，０４０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 ３５，１７０，０００ ３７，２１０，０００ △ ２，０４０，０００ １０５．８

合 計 ３７，２１０，０００ ３９，２５０，０００ △ ２，０４０，０００ １０５．５

支出の部

科 目 平成２４年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支部加入促進費 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

支出計 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

次年度繰越金 ３７，２１０，０００ ３８，２５０，０００ △ １，０４０，０００ １０２．８

合 計 ３７，２１０，０００ ３９，２５０，０００ △ ２，０４０，０００ １０５．５
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本会会則第２２条第２項並びに同施行細則第１１条第１項一号に基づき次の会員を
本会名誉会員に推薦する。

東京歯科大学名誉教授 槇 石 武 美 氏
東京歯科大学 口腔健康臨床科学講座

（平成２４年３月３１日退職）
平成２４年４月１日 東京歯科大学名誉教授

⑴ 東京歯科大学同窓会選挙規則について

⑵ 東京歯科大学同窓会評議員会・総会のあり方について

⑶ 東京歯科大学同窓会共済制度の見直しについて

⑷ その他

第１９号議案 平成２５年度 名誉会員の推薦

協 議 題
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